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　岩肌がむき出しで、炭たん鉱こう跡あとのような通路。

　天てん井じようには光を放つ不ふ思し議ぎな球が浮き、発光する苔こけも生えているのに薄暗い。

　その薄暗がりにまぎれるように、半透明の糸で作られた罠わなや、踏むと矢や槍やりが飛び出す仕掛けや、落とし穴が通路に配置されている。

　こんな危険な場所に、一人の痩やせぎすな少年がいた。

　少年は素足で地面に立ち、薄汚れた衣服を着ている。

　だが、服以外で身に着けているものは、ありふれた子供が使うものとは違っていた。

　少年は、背せ丈たけを越える背負しよい子こを持ち、使い込まれた布製の小こ鞄かばんを前腰に着けている。さらに、両腰には包丁入れのような箱型の鞘さやに、多数の鈍なまくらな短剣を入れていたのだ。

　そんな物々しい装備の少年の前には、異い形ぎようの生き物の死体が三つあった。

　異様なまでに大きな手と足、目め鼻はな口くちがバラバラに配置された紫色の肌の死体は、真っ黒な血を体から流している。

「収しゆう穫かくは、短剣一本。弓、は要らないから矢の鏃やじりが五本分。短剣が一本ダメと」

　呟つぶやきながら、少年は『魔ま物もの』と人々から呼ばれる生き物の死体を踏む。

　そして、頭ず蓋がいに刺さる短剣を引き抜いた。

　短剣にヒビが入っていることを確認し、少年は背負子の中へと放り入れる。

　すると他の金属物が入っていたのか、金属が擦こすれ合う音が小さく響いた。

　少年は殺した魔物が使っていた短剣を拾って使い、矢から鉄製の鏃を切り離す。鏃は背負子に入れ、矢は木の棍こん棒ぼうや貧弱そうな弓とまとめて地面に捨てる。

　その武器の上に、三つの死体を重ねていき、ふと何かに気がついて顔を上げた。

　視線の先には、金属板をつけた革かわ鎧よろいを着た、六人組の姿がある。

「へ～、てっきり『死し体たい漁あさり』かと思ったら。中々、一いつ端ぱしの『探たん訪ぼう者しや』じゃないか」

　その中の筋きん骨こつ逞たくましい粗そ雑ざつそうに見える男が声をかけてきた。

「えーっと……見てました？」

「気がついてたくせに白々しいぞ、坊主。名前は？」

「テグスっていいます」

　テグスと名乗った少年は、警けい戒かい心しんを露あらわにしながら男を見つめる。

「俺はマッガズだ。しかし、その若さでここにいるのは凄すごいが、そんな戦い方なら別の魔物を狙ったほうがいいだろ。あまり儲もうけに繫つながらな──痛ッ!?」

「このおバカ。その子が必死に倒したのに、変なことを言うんじゃないの。あ、私はミィファっていうの。よろしくねボク」

「何も殴るこたぁねーだろう!?」

　唐突に始まったマッガズとミィファの漫まん才ざいに、彼の仲間たちは苦笑いを浮べている。

　だが、テグスは初対面なので笑う気になれず、こっそり様子を窺うかがいつつ、魔物の死体に向き直る。

「ワレ、もうコレ等らに得るモノなし。疾とく御み許もとにお返しする」

　テグスが呪文のような言葉を呟いた。

　塩の結晶が水に溶けるように、重ねた死体と武器が端はしから虚こ空くうに溶け消えていく。

「『魔ま石せき』化の『祝詞のりと』も知っているなら、正規の順序で【大だい迷めい宮きゆう】に来たんだな」

　魔石化の現象後に残ったのは、小指の先ほどの半透明で灰色の魔石が一つだけ。

　テグスはそれを拾い上げ、すでに何個も魔石が入っている革袋の中へ入れた。

「ははッ、それだけの魔石をとれる実力があるなら、余計なおせっかいだったか」

「マッガズは口が悪いけど、キミのことを心配して様子を見てたのよ」

　ミィファは優しげな声で微笑ほほえみながら、こっそりとマッガズの人ひと柄がらを聞かせてきた。

「いえ、マッガズさんが優しそうっていうのは分かります。【大迷宮】の中で、子供を気にかける人に悪い人はいませんので」

　打ち解とけたように言いながらも、テグスは一定以上に警戒を解かない。

「ほほぅ、警戒を無む闇やみに解かない点も気に入った。俺らと一緒に迷宮を進まないか？」

「いえ。一緒に行っても役に立てそうにありませんし、やることがありますので」

　年下のテグスににべもなく断られたのに、マッガズは笑顔を浮かべる。

「じゃあここでおさらばだな。待たせた、行くぞ」

　テグスに別れの言葉をかけると、マッガズは仲間たちと共に歩き出した。

　マッガズの隣にいたミィファだけは、足を止めて慌て始める。

「こんな幼おさない子を【大迷宮】に一人にするなんて──ちょっと、手を引っ張らないで。ああもう、じゃあねボク、またどこかで会いましょう！」

　ミィファは後ろ髪を引かれている様子のまま、マッガズと共に去っていった。

　マッガズたちを見送って、テグスは背負子の位置を直しつつ中の重量を確かめる。

　まだ目標とする量の鉄は集まってないので、さっきと同じ魔物を探して歩き出した。







　しかし、迷宮にいるのは、子供を慈いつくしむ心を持つ人ばかりではない。

「チッ。ガチャガチャと、五う月る蝿さいガキだな」

「【大迷宮】に来て、『コキト』のボロ剣なんて漁あさってんじゃねーよ！」

《階かい層そう主ぬし》と呼ばれる特とく殊しゆな魔物が出現する〝門もん番ばんの間〟の手前、待たい機き所じよのような空間で、テグスは他の探訪者たちに難なん癖くせをつけられていた。

　何も言い返さないテグスの背後に、その中の一人が近づいてくる。

「俺は親切だから〝門番の間〟まで送ってやる、よッ！」

　彼は半笑いの顔で背負子に手をかけると、〝門番の間〟の中へテグスを放り投げる。

　宙ちゆうを飛んだテグスはちゃんと足から着地し、少したたらを踏んだだけで済ませた。

「それじゃあ頑張れよ、ガキ。なに、死んだらキチンと門番は倒してやるからよ」

「これで門番が一匹だけになるな。ぎゃははははッ！」

　彼らとテグスを隔へだてるように、地面からせり上がった石扉が〝門番の間〟の入り口を閉じてしまう。

「はぁ、別に放り入れなくたって、道さえ開けてくれれば自分で入ったのに」

　引っ張られた背負子を地面に下ろしていると、暗かった〝門番の間〟に光が灯ともる。

　空間の全周にある燭しよく台だいの上に次々に火が出現する。

　そして空間を明るく照らしていく。

〝門番の間〟の全ぜん容ようが見え始めると、民家程度なら余よ裕ゆうで建設できそうなほどに広さと高さがあると分かった。

　中央部分まで光が届くと、いつの間にか一体の魔物が出現していた。

　配置が崩れた魔物の顔は、テグスが殺したあの魔物──コキトによく似ている。

　だが、目の前の魔物は殺したコキトよりも、身長と筋肉量が数段増していた。

　その上、胸元と額ひたいに革鎧に似た防具を着け、大きな両手剣を持っている。

「……いつも通りの『コキト兵』だよね」

　テグスは警戒しながら、両腰にある箱はこ鞘さやから短剣を一本ずつ抜いて両手に構えた。

　コキト兵と呼んだ魔物から、テグスは一定距離を保ち、ゆっくりと周囲を回るように歩き始める。

　コキト兵の真横に来た瞬間、テグスは右手を振りかぶって短剣を投げつけた。

　子供が投げたにしては意外に速く飛ぶ短剣を、コキト兵は両手剣を盾たてにして防ぐ。

「ギャアオオオオオオオオ！」

　短剣と両手剣がぶつかり合った乾いた音をかき消すように、コキト兵は雄お叫たけびを上げながら両手剣を振り上げて駆け寄ってきた。

　テグスは右の箱鞘から短剣を抜くと、左右とも逆さか手てに持ち替え、腰を軽く落とす。

「ガギャアアアア！」

　大声と共に上から下へと振るわれる両手剣を、テグスは一歩下がって避よけた。

　勢いよく両手剣が地面に当たり、少し散った火花が一瞬だけ両者を強く照らし出す。

　テグスが大きく踏み込み、コキト兵も両手剣を横へと振るう。

　両手剣が空気をかき乱す音がすぐ近くに迫る。

　しかし、テグスはさらに一歩踏み込んで、コキト兵の脇わきをすり抜けた。

「とりあえず、攻撃は成功っと。あんまり効きいてなさそうだけどね」

　すり抜ける間に、テグスは右の短剣でコキト兵の右の内ももに切りつけていた。

　一筋に引かれた傷から黒い血が流れでている。

「グオオオォォ！」

　傷つけられて怒ったのか、コキト兵は雄叫びを上げ、両手剣を無茶苦茶に振り回す。

「両手剣の弱点は、近距離の間合い……」

　ブンブンと鳴る両手剣の軌き道どうを見ながら、テグスは飛び込む時じ機きを窺う。

　両手剣が眼前を通ったとき、テグスが足を一歩踏み出して飛び込む素そ振ぶりを見せた。

　コキト兵は素早く反応して、両手剣を力の限りに引き戻し、逆方向に強きよう振しんする。

　しかし、足を踏み出してからの動作は単なる見せかけだった。

　テグスは動きを止めて両手剣をやり過ごす。

　見せかけだったと分かっても、強振した両手剣の慣かん性せいは急には止められない。

　さらには、無理に振り戻したせいで、コキト兵の体たい勢せいが大きく崩れている。

　この隙すきに、テグスは近づいて、コキト兵の腕に短剣を思いっきり突き刺した。

　しかし、鈍な短剣は切っ先が少し刺さっただけで止まってしまった。

「ちぇ、筋肉のある場所は効きにくいんだったっけ」

「ギャギャアギャアア！」

　テグスは刺した短剣を手放すと後ろに跳び、再び眼前を両手剣が通るのを見やった。

　軽やかに着地する。

　空いた手で前腰の小鞄の糸巻きから糸を引き出して、反対の手にある短剣の柄つかに結びつける。

「たあああああああぁぁ！」

　攻撃をするぞ、と教えるような大声を上げて、テグスは短剣を力の限り投げつける。

　コキト兵が余よ裕ゆうの顔をして、飛んできた短剣を両手剣で弾はじき飛ばす。

　弾かれた短剣が飛ぶ軌道を見つつ、テグスは小鞄から伸びた糸を手た繰ぐる。

　すると、テグスの手が動くたびに、弾かれた短剣の飛ぶ軌道が変化する。まるで鳥にでもなったかのように、急にコキト兵の周囲を回り出したのだ。

「ギギギャギィ!?」

　短剣の柄に結ばれ小鞄まで伸びる糸が、二重三重にコキト兵に巻きついていく。

　巻きついていく糸は、テグスが【大迷宮】のくくり罠から回収した糸だ。

　視認しにくさと強きよう靭じんさを兼ね備えていて、コキト兵が多少暴れても切れる心配はない。

　十分に糸が巻きついたと判断して、テグスは新しい短剣を手にして近づいていく。

　狙うは筋肉の少ない喉のどだ。

「ガギガガガィィィ───！」

　助走と全体重を乗せた短剣の一撃は、叫ぶコキト兵の喉を切り裂いていく。

「これで、終わりだッ！」

　テグスは足で地面を蹴りつつ手を伸ばし、短剣をさらに奥へと押し込んでいく。

　コキト兵の首の骨の上を刃が滑すべり行く。

　首を大きく切り裂き、短剣が体外へ突き抜けた。

　テグスはすぐに黒い血まみれの短剣を引き戻し、横に大きく跳んで距離をとる。

　黒い血を流すコキト兵は、足から崩れるようにして仰向けに倒れた。

　流れる黒い血は、地面に黒い血だまりを作っていく。

「ふー、ふー……」

　少しだけ戦せん闘とうの緊張から弾んだ息を整えつつ、テグスはコキト兵の様子を窺う。

　続けて、生死の確認のために、右手の短剣を思いっきり投げつけてみる。

　コキト兵の顔の中央にあった目に、短剣が刺さった瞬間──

「ギャアアアアア！……」

　コキト兵の体表がいきなり真っ黒に染まり、全身の筋肉が一回り肥ひ大だいする。

　太くなった腕で糸を引きちぎり、両手剣を地面に倒れたまま振り回した。

　しかし、距離をとっていたテグスに、振り回されている両手剣が届くことはない。

　この一撃で命を使い果たしたのか、コキト兵の手から両手剣が落ちて音を立てた。

　テグスは床に落ちた両手剣を摑つかんで拾い上げる。

　そして、倒れたコキト兵に近づいていく。

　斬られて半分だけ繫がっている首へ目がけ、両手剣を振り下ろす。

　ブツッと筋を押し切った感かん触しよくの後で、コキト兵の頭が地面の上を転がっていく。

　確実に殺し終えて、テグスは両手剣を持ったまま、使用した短剣を回収していった。

「ふぅ、これでよしっと。ワレ、もうコレ等に得るモノなし。疾く御許にお返しする」

　魔石化の祝詞を上げ、コキト兵の死体を、指先に乗る程度の魔石に変えた。

　小さな魔石を拾い上げて少し経たつと、岩が滑るような音が響き渡り始める。

　音が収まった頃には、先へと進む出口が入ってきた場所の反対側に出現していた。







　出口から続く狭い通路を奥へ進み、通路の終わりの先に開けた場所が現れる。

　まるで、巨大な洞どう窟くつの中に建物を規則正しく配置した、町のような場所だった。

「さてっと、さっさと用事を済ませちゃおうかな」

　通路から地続きに、軽く舗ほ装そうされた道が延びている。

　両側には、食堂や道具屋に武器屋などがあり、店てん舗ぽの間を埋めるように屋や台たいも並んでいる。

　道の脇で、血がにじんだ包ほう帯たいを巻く三人の男が泣き叫んでいた。

「くそ、くそお。こいつはいい奴だったんだ！」

「馬鹿、酒を飲むな。お前だって重じゆう傷しようなんだぞ！」

「長年の連れが死んだのに、飲まずにやっていられるか!!」

　彼らの前には、滅めつ多た切ぎりにされた数人の死体が並んでいる。

　恐らくコキト兵に斬ざん殺さつされた、彼らの仲間なのだろう。

　悲しみにくれる彼らの前を、テグスはそ知らぬ顔で通ろうとする。

　しかし、ふと足を止める。

　たまたま彼らの近くにあった屋台から漂ただよってくる、串焼きの匂いに誘われたのだ。

「おっちゃん、串焼きくださいな」

　テグスは明るい声で、コキト兵の魔石と引き換えに、肉の串焼き数本を受け取った。

　美お味いしそうな串焼きを、テグスは口にして、独自のタレと肉の味に満足する。

　テグスは満面の笑みで屋台のオヤジに向け、親指を立てて賞しよう賛さんをあらわした。

「くそ、くそお！　なんで、なんであんなガキが無傷で!!」

　コキト兵の両手剣を肩に乗せたテグスの姿を見て、怪け我がをした男たちの目が憎々しげに歪ゆがむ。

「馬鹿な真似は止よせ！　そんな体だと、子供相手でも逆に殺されるぞ！」

　一人が思わず剣を抜こうとして、周りの仲間たちに取り押さえられる。

　テグスは彼らが襲いかかってこないと知ると、短剣に伸ばしていた手を引っ込めて、道を歩き出した。

　人じん道どう的ではないテグスの行いだが、薄はく情じようだと責める人は周りに誰もいなかった。

　なにせ、テグスがいる【大迷宮】がある周辺地域は、常識が通用する場所ではない。

【大迷宮】を含め、四つの【中迷宮】と、七つの【小迷宮】を合わせた地域を、『ゾリオル迷宮区』──または単純に『迷宮都市』と呼ぶ。

　迷宮都市にある全ての迷宮が、神々が人々の成長を願って造った試し練れん場じようである。

　こんないわれがある迷宮都市は、国に属していないために法律が一切存在しない。

　倫りん理りや掟おきてといった、住民同士の決まりごとは一応は存在する。

　だが、倫理とは──

　人を欺あざむくな。

　他人の物を奪うな。

　無む闇やみに人を殺すな。

　余裕があれば人助けしろ。

　といった、人として最低限当たり前なことだけ。

　掟は──

　金品を事前に決めた通りに受け渡せ。

　死者の形かた見みや荷物は積極的に拾え。

　拾った物はその人の物。

　人でなしと掟破りは殺されても文句を言うな。

　という、あまりにも殺さつ伐ばつとしたものだ。

　だが、この倫理と掟を守っていても、逆に破っていても、力がない人は虐しいたげられる。

　奪われ、襲われ、犯され、殺され、騙だまされる、不条理があふれる迷宮都市。

　そんな迷宮都市で強つわ者ものの一角が、迷宮で魔物と戦って糧かてを得る、探訪者たちだ。

　実力に個人差はあれど、魔物と戦うための装備を持ち、戦い慣れしている強者たち。

【大迷宮】の中にあるこの場所は、その探訪者の中でも実力者の巣そう窟くつだった。

　死体にすがり泣き叫んでいるような弱者に、関心を向ける探訪者は一人もいない。

　つまり、ここに来ることができるテグスもまた、年若い少年ながら実力のある探訪者といえた。

　そんなテグスが背負子を担いで向かう先は、煤すすけた外がい観かんのボロ屋だった。

「おーい、おっちゃーん。クテガンのおっちゃん、ボロ剣持ってきたよー」

『クテガン鍛か冶じ屋や』と書かれた看かん板ばんと、槌つちを振るう音がしているボロ屋。

　その中へ声をかけながら、まるで自分の家のような気軽さで入っていく。

「チッ、五月蝿いぞ。誰が──ってお前かテグス。なんの用だ」

　出てきたのは、四し肢しに確固とした筋肉がついた、ビア樽だる体型でボサボサ頭の大男。

　店と同じ名らしいクテガンという男は、機嫌が悪そうな吊り上がった眼めでテグスを見る。

　用を尋ねられたテグスは視線に怯ひるまず、代わりに深々としたため息を吐き出した。

「何のって、コキトのボロ剣集めてきたんだよ。いつもどおりに」

「おお、そうかそうか。じゃあ、いつもみたいにそこらに積んでおいてくれ」

　クテガンはざっとテグスの背負子の中を見て、武器が山さん積せきしている一角を指差した。

　テグスは背負子の中にある金属製の物と、持っていた両手剣を上に積む。

　そして、右手をクテガンに差し出した。

「……なんだ、手なんか突き出したりして。小遣いならやらんぞ？」

「ちょっと！　この仕事を受けたときの条件を忘れてないよね！」

　テグスが怒り気味に問いかけると、クテガンは軽く首をかしげた。

「ボロ剣を集めてもらう代わりに、剣を作ってやる約束……いや、十三の成人になった祝い、っていう理由があったか」

　テグスが未成年だと忘れていたように、クテガンは後半部分を小さく呟いた。

「だから。約束の剣をちょうだい」

「……もしかして、もう十三になったのか？」

「明日が誕生日だよ。けど、成人になったら子供用の仮登録証──『仮証』が失効しちゃうので、明日から【大迷宮】に来れなくなるんだ。だから、剣を下さいな」

　服に隠している、木の板でできた仮証を弄いじくりながら、テグスは約束の剣を求める。

　すると、忘れていたと言いたげに、クテガンは少し禿はげた自分の頭を平手で叩いた。

「うはぁぁ～、時が経つのは早いな。つい最近、ボロ剣集めを頼んだと思っていたが。もう出会って、一年以上も経ってたのか」

「……まさか、用意していないなんてことはないよね？」

　テグスが怒って据すわった目をしながら、口元では寒々とした笑みを浮かべる。

「いやいや！　でき上がっている剣の一本や二本はある。お前に見合う剣を一から打ってやろうと思ってたんだ。しかし、一日じゃ剣はできんからなぁ……」

　その理由に納得し、テグスの表情が安心したものへ変わった。

「おっちゃんの剣はどれだっていい物なんだから、あるものでもなんでもいいけど？」

「俺の腕を買ってもらっていると思えばいいのか。それとも、武器へのこだわりのなさを残念に思ったほうがいいのか……」

　愚ぐ痴ちを言いながら、クテガンは鍛冶場の奥へ行き、一振りの剣を持って戻ってきた。

「これはもしかしたら、お前にはちょっと重いかもな」

　注意を促うながしながら手渡してきた剣を、テグスは革かわ鞘さやから抜いてみた。

　片手でも両手でも扱える長さの柄から、真っすぐに伸びる、片手剣ほどの長さの剣けん身しん。

　実用性を重視した、飾りのない剣だ。

　唯ゆい一いつ、飾りとなりえるのは、剣身に浮かぶ歪んだ波は紋もんのような紋もん様ようだけだった。

「これって剣だよね。鉈なたじゃないよね？」

　テグスが思わず尋ねたように、刃が剣身の片側にだけあり、身幅が指一本分と厚さがあるため、見た目は少し大きめの鉈にそっくりだった。












「見た目が変わっているのは、遠くの国から来たサムライってのに、教えてもらった作り方だからだ。まだこなれてなくて分厚くなっちまって、確かに鉈みたいだがな」

「もしかして、その作り方の練習のために、ボロ剣を集めてたの？」

「練習じゃないぞ。何種類かの鋼こう鉄てつを重ね合わせるこの製法ではな、肝かん心じんの鋼鉄を得るには鉄てつ砂さを使うんだが、使い古した剣の鉄でも代用可能らしく──」

「あはははっ。なんだか忙しそうだし、剣は貰もらったから。これで失礼します」

　熱く語り始めた剣の製法に興味はないので、テグスはお暇いとましようと背を向ける。

　だが、クテガンに肩を摑まれてしまった。

「話の続きはしないから待て。その剣──まだらな紋様がある鉈のような剣だから名は『斑はん紋もん鉈なた剣けん』でいいか。斑紋鉈剣と腰にある二つの箱鞘を渡せ。剣帯の配置を調整してやるから」

「いや、その程度なら自分でできるので」

「剣のことならこっちに任せろって。あと、斑紋鉈剣の手入れの仕方を覚えてもらう」

「……はい、お願いします」

　言っても無む駄だと分かり、テグスは大人しく箱鞘と斑紋鉈剣と剣帯を渡した。

「いいか。斑紋鉈剣は鋼鉄製だから、使ったら手入れをしないとすぐ錆さびるからな」

　クテガンは剣帯の配置替えをしながら、剣の手入れの仕方を言葉で教える。

　そのときに、手入れ用品が入った小袋を渡した。

「それじゃあ、おっちゃんありがとう」

「できるだけ早く戻って、ボロ剣集める手伝いをまたしてくれよ」

　箱鞘が右腰と後ろ腰に、斑紋鉈剣の鞘が左腰になるよう、配置を替えた剣帯をつけた。

　足取りも軽やかにテグスは外に出ると、他の店にも寄っていく。

　この町は品質がいい物が多い。

　縄なわや水すい筒とうのような日用品や、傷薬や包帯などの医薬品など、必要だと思う物を買って支払いは魔石で行った。

　買い物を終えると、【大迷宮】十一層への下り階段の手前にある、女神像に向かう。

　母性を感じさせる微笑みを浮かべた、大きめなローブ越しでも分かるほど胸部と臀でん部ぶが豊ほう満まんな造形。

【大迷宮】を造ったといわれる五いつ柱はしらの神の一ひと柱はしらであり、【大迷宮】内に安息の地──テグスがいるこの場所を設けて下さった、優しい女神様。

《清せい穣じよう治ち癒ゆの女神キュムベティア》を形作った神像だ。

「ワレ、この安息の地を離れ、【大迷宮】の九層へと転移を望む者なり」

　テグスはその女神像の前で、目を閉じて祝詞を唱える。

　言い終わると同時に、テグスの足元に光があふれ出し、姿を覆い隠していく。

　あふれていた光がふっと消える頃には、テグスは【大迷宮】の九層にある八層への上り階段の手前に転移していた。

「さて、一ひと稼かせぎしながら、孤こ児じ院いんに戻るとしようかな」

　テグスは右腰と背中に位置を移した箱鞘から、一本ずつ鈍な短剣を取り出すと、八層への階段を上っていった。























【大だい迷めい宮きゆう】から脱出したテグスは、中天の太陽に照らされるなか、大きく背伸びをした。

【大迷宮】の通路の天てん井じようは高いが、子供で背が低いテグスでも閉へい塞そく感かんがある。

　だから、遮さえぎる物のない外で背伸びと深呼吸をして、全身で開放感を味わうと格かく別べつだ。

「んぅ～～～。地上に戻ってきたって感じがする。さてっと、〝雑ざつ踏とう区く〟まで歩いて、孤こ児じ院いんに戻ろうっと」

　テグスが歩き出した道は、人々が『成功への大通り』と呼ぶ、広い迷宮都市を東西に貫いている唯ゆい一いつの道路である。

　軽快に東へと歩いていき、【大迷宮】の入り口を中心に、建物が整せい然ぜんと並ぶ区域──通称〝中ちゆう心しん街がい〟の外がい延えん部ぶに到着した。

　外延部には〝中心街〟とその外を隔へだてる、巨大な壁がある。

　さらにその内側には、落ちたら上がれないほどの深い堀が存在していた。

【大迷宮】から魔物が氾はん濫らんしたとき、壁と堀で〝中心街〟の中に魔物を閉じ込めるために作られたといわれている。

「あーあ。〝中心街〟に入れる仮証のやつが、今日でいなくなったな」

「なら、次に会ったときには、何だもう来たのかって言わせてみせます」

「ははっ。そりゃあいい、そのときを楽しみにしてるからな」

　出入り口である関せき所しよで、テグスは衛えい士しと会話を終えると、通り抜けて先へと歩く。

　関所から先では、屋や台たいや露ろ店てんが立ち並び、客席が道の上に溢あふれている、市場のような雰囲気の区域が広がっている。

　ここは通称で〝外がい殻かく部ぶ〟。

　商人が多く活動し、四つの【中迷宮】がある区域だ。

「いい匂いだな～……」

　数ある屋台から漂ただよってくる匂いにつられて、テグスはふらふらと店の方に近寄った。

　一つの屋台で、小さめの魔石三つと引き換えに、十七本の串焼きを受け取る。

　小さな見た目に反して大食いなテグスは、全ての串焼きをぺろりと食べてしまう。

「こんばんは。通ってもいい？」

〝外殻部〟外延にある関所は、人を入らせないために作られた城じよう壁へきのような石壁だ。

　年が若そうな関所の衛士は、テグスを鋭い視線で睨にらみつけると、顎あごを前に動かす。

　要するに、さっさと通れという指示だ。

　テグスはそそくさと通り、次の区画へ足を踏み入れた。

　ここから先の街並みは、ゴミやあばら屋ばかりの、退たい廃はい的で刹せつ那な的な印象を受ける。

　大通りの両脇わきも雑ざつ然ぜんとしているのに、脇道の先は迷路だと見み間ま違ちがえるような風景が広がっていた。

　入り乱れる簡かん素そなあばら屋で、道が互い違いに寸すん断だんされ、山さん積せきしたゴミで先に進めない場所もある。

　このゴミゴミとした場所が、通称〝雑踏区〟。

　七つの【小迷宮】がある混こん沌とんとした区域だ。

「テメェ、俺の財さい布ふをスリやがったな！」

「ぎゃあああああ！」

　立ち入ってすぐに、ボロボロの装備品を身につけた痩やせた男が、小汚い老人を錆さびと刃こぼれが目立つ剣で切り殺していた。

　財布を取り戻した男は、近くの酒場へと平然と入っていく。

　そして、そこにいた者たちと下品に笑いながら、酒を飲み始めた。

「くたばれ、この盗人ぬすつとがァ！」

　そこから百歩も進まないところで、同じような光景を再び目にする。

　このように〝雑踏区〟は治安が悪く、住民の命は軽く扱われていた。

　理由には、迷宮都市全体が国に属さない無法地帯であることがあげられる。

　さらには、郷く里にを捨てた難なん民みんや流る民みんと犯罪者が逃げ込みに、不ふ義ぎの子供の捨て場所に、野や心しんを持つ輩やからが迷宮で一旗上げるために、方々からやって来るのもそうだ。

　思想や背景が違う人たちが、まず迷宮都市の外側である〝雑踏区〟に住むので、騒動が頻ひん発ぱつする。

　ひもじさから盗み、楽したいと他者を蹴落とし、犯罪組織による抗争が起きる。

　力のある人は騒動を暴力で解決し、ない人は恐れて静かに生活し、生きるのに疲れた人は酒や薬に逃避する。

「お、おい、そこのガキ。その背にあるのを置いてけ！」

　そんな場所のため、テグスのような子供相手に、金品を脅おどし取ろうとする人も出る。

　テグスの前に現れたのは、痩せた体に擦すり切れる寸前の衣服を着た、折れた剣を持っている老け顔の男。

　このような行いは初めてなのか、ブルブルと震えて情けない姿をさらしている。

「あのさ、オジさん。今ならまだ、見逃してあげられるけど？」

「う、う、五う月る蝿さい！　さっさとその荷物を置いて、いや、その剣も置いてけ！」

　警告を受け入れて引き下がるという選せん択たく肢しを、男は自らふいにしてしまった。

「あっそう。じゃあ要求通りに、剣をあげるよ」

　するりと無む造ぞう作さにテグスの手が、右腰の箱はこ鞘さやへ伸びる。

　指先で鈍なまくらな短剣を摘つまみ、抜きながら男へ投げつけた。

【大迷宮】で磨みがかれた腕で投とう擲てきされた短剣は、男の喉のどを深々と切り裂く。

「ぐげええええぇぇ！」

　男は痛みと喉を裂かれた息苦しさに、悲鳴を上げる。そして、首から零こぼれる血を止めようと、手を当て前かがみになった。

　テグスはさらに、前腰の小こ鞄かばんから引っ張り出した視認しにくい糸で輪を作り、男の手が入らないように首にかけた。

　一気に糸を引いて輪の径けいを狭せばめると、両手の力でさらに引っ張り上げていく。

「がッあ、ががががぐッ……」

　男はくぐもった声を上げて地面に膝ひざをつき、自分の首を指で引ひっ搔かき始めた。

　だが、男の指先は深く肌に食い込んだ糸をつかめず、首の血の巡りと呼吸が止まる。

　やがて、男は酸さん欠けつと貧血で四し肢しを痙けい攣れんさせ、口から泡を吹き舌を飛びださせ、異臭を放つ液体を股こ間かんから流して死亡した。

　指で脈拍が停止しているのを確認し、テグスは首からはずした糸を小鞄の中に戻す。

　投擲した短剣と男が持っていた折れた剣を探すが、影も形もなくなっていた。

　恐らく、見ていた住人が拾って持ち去ったのだろう。

「相変わらず、ここの住人は素早いなぁ……予備はあるから惜おしくないけどね」

　ため息混じりの言葉の後で、テグスは殺した男の所持品を漁あさった。

　取るものがないと判断し、死体を置いたまま、背負子を揺らし歩き出す。

　すると、離れるのを待っていたのか、何人もの住民が一斉に死体に群がり出した。

　服を始め、髪の毛に至るまでの全てを、我先にと彼らは死体から剝はぎ取っていく。

　この光景に懐かしさを感じながら、テグスは育った孤児院へと足を向けたのだった。







〝雑踏区〟にある、七つの【小迷宮】の三番目──【小しよう三さん迷めい宮きゆう】の付近に、テグスが育った孤児院がある。

　その横には、探たん訪ぼう者しやを取りまとめる『探訪者ギルド』の支部の建物もあった。

　夕方遅くに到着したテグスは、まずは支部の中へ遠えん慮りよなしに入っていく。

「こんばんはー。相変わらず、ここは暇そうですね」

「おお～、テグスじゃんか。新しい剣なんて持ってるからには、【大迷宮】で随ずい分ぶんと活躍したんじゃない？」

「これはもらい物ですよ……うんしょっ、【大迷宮】で集めた魔石です」

　背負子から出した魔石の詰まった袋を、そばかすが鼻にある職員の女性に手渡す。

「お、毎回悪いね。孤児院の運営にも金がかかるから助かるよ。テグスぐらいだよ、定期的にこうして援えん助じよしてくれるのは。流石さすがは仮証なのに【大迷宮】で稼かせげる実力がある、有望な探訪者さまだね」

「いえいえ。今まで寝床を提供してもらったお礼には、まだ全然足りないですよ」

「ははッ。【小迷宮】でまごついている悪たれどもに、【大迷宮】を歩く人らしい、その余裕ある台詞せりふを聞かせてやりたいね」

「でも明日からは、新しん米まい探訪者になっちゃいますので」

「ああそうか、明日がテグスの誕生日だものなぁ……」

　女性職員は、テグスの成長に感かん慨がい深ぶかげな呟きを漏もらす。

「なので明日から、またよろしくお願いしますね」

「お願いするほど、テグスがここに何度も来るかねぇ？」

　ニヤニヤと笑う職員と別れ、テグスは裏口を通って隣の孤児院へ向かう。

　テグスが育ったこの孤児院を含め、いくつかは探訪者ギルドが援助している。

　だが、善ぜん意いからというわけではない。

　孤児たちを幼い頃から迷宮に挑ませ、生き残るための術すべを磨かせ、将来的に優秀な探訪者を数多く手に入れるため。もっといえば、迷宮から得られる富とみを増やすという、打算があってのことだ。

「あー、テグス兄ちゃんだ！」

　テグスを見つけて近寄ってきた小さな子供たちも、テグス自身もギルドから探訪者になるよう教育を受けて、今日まで生きてきたのである。

「みんな、まだ夕食は食べてなさそうだね」

「うん、まだだよー！」

「兄ちゃんが、美お味いしい肉持ってくるって、お母さんが言ってたー！」

「じゃあ早く持っていかないとね」

　それぞれの頭をなでながら、テグスは孤児院の中に入る。

　幼児たちも、後ろにワラワラとついて行く。

「ただいまー、レアデールさん。お土産みやげは【大迷宮】の《角つの突つき兎うさぎ》でよかった？」

　調理場で料理をしていた、レアデールと呼んだ女性に、テグスは背負子から角がある大きな兎に見える魔物を三匹掲げて見せた。

「あら、遅かったじゃない。でも、いい兎を持ってきたから許してあげちゃうわ」

　レアデールは、ほっそりとした長い手足を持ち、涼すずやかな面おも持もちに母性的な微び笑しようを浮かべ、二は十た歳ち前後の若い見た目をしていた。

　だが、特徴的な緑色で太めの髪と、先だけ葉っぱの先端みたいに尖とがった耳で、見た目通りの年ねん齢れいとは違うと予想がつく。

　何せそれらの特徴は、樹木の股またから生まれ出いでたといわれる、長ちよう命めい種の『樹き人じん族ぞく』特有のものなのだから。

「うわーい、うさぎだー。おいしい、うさぎだー！」

「お肉、お肉ー！」

「ほらほら、あんたたちは夕食の準備の邪魔しない。あっちで遊んでなさい」

「「は──い！」」

　種族は違えど、養は母はであるレアデールの言葉を聞いて、幼児たちは元気に去っていく。

「さてテグス。ここでは私のことは、お母さん、と呼びなさいって言ったでしょ」

「えぇ～……明日から成人になるのに、お母さんって呼ぶの変じゃない？」

「あら。この孤児院で育った子は、全員可愛い子供なんだから変じゃないわよ」

「じゃあ、年を取ってお爺じいさんになっても、お母さんって呼ばないといけないの？」

「皆からご隠いん居きよって呼ばれている子も、いまも私をお母さんって呼んでくれてるわよ」

　レアデールは何歳なのかと、不思議に思う人は多くいる。

　しかしテグスは、女性に年の話題は駄だ目めだと、直じかにレアデールに教わっていた。

　なので、努つとめてその部分は意識しないようにして、生活をしている。

「さてっと、スープに入れちゃうから、その兎を適当にさばいちゃってくれる」

「肉を一口大、でいいんだよね？」

「骨は明日のスープに使うから、残してね。あと手を洗って、包丁を使いなさい」

「……しまった。はい、包丁使います」

　うっかり短剣を手にしてしまったテグスは、慌てて手を洗い直して包丁を握る。

　三匹の《角突き兎》を骨と肉にさばいていく。

　肉は幼児が食べられるぐらいの、控えめな一口大に切り揃えた。

「火の精せい霊れいさん～、美味しく美味しく、お料理を作りましょう～♪　今日はお肉の入った～、美味しいスープができるはず～♪」

　一口大の肉を横から受け取ったレアデールは、自分で作詞したであろう歌を歌う。

　すると、火の気けのなかったはずの竈かまどに、独りでに火が入り赤々と燃え始めた。

　これは精霊という見えない存在の力を借りる、『精霊魔法』である。

　この魔法で次に平ひら鍋なべを熱しつつ、兎の皮から取った脂あぶらを塗ぬり、肉を炒めていく。

　炒め終わった肉と、きざんでおいた萎しなびた野菜を、スープの鍋へ入れる。

　続けて、お玉でぐるぐるとかき回しながら煮込んでいく。

「風～の精霊さん～、硬いパンを薄く切って下さいな～♪　水～の精霊さんは、瓶かめから水差しに水を移してね～♪　有り難う皆、大好きよ～♪」

　お玉をかき回しながら、レアデールは別の精霊魔法を使う。

　調理場の隅すみにある、硬いパンが薄く切られて、バスケットの中に入る。

　続いて流しの横にある大おお瓶がめから、独りでに水が立ち昇って水差しの中に入った。












　そんなふうに同時進行で作業が進むので、手伝う人は手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまう。

「手伝いはもう必要ないようだし、部屋で荷物の整理をしてくるね」

「は～い。夕食の仕し度たくが終わったら、子供たちに呼びに行かせるからね～♪」

　楽しげに料理をするレアデールと別れ、テグスは自分に割り当てられたベッドがある部屋へ入った。

　しばらくの間、背負子の中身を整理しつつ、少ない私物も中に入れていく。

「にーちゃん。ごはんごはんー！」

「分かった、いま行くよ」

　テグスは呼びに来た男の子と食堂へ向かった。

　多くの幼おさな子ごとテグスよりやや年下の子たち、合計三十人ほどが一緒に夕食をとり始める。

「にーちゃんにーちゃん、ねえねえー」

「テグス兄、あの迷宮のことなんだけどさ」

「はいはい、順番に聞くから」

　今日あったことを伝えようとする、小さな子たちの話に耳を傾け、年の近い子へ助言を与えたりしているうちに、全員料理を食べ終えた。

「テグスにーちゃん、だーめーきゅうのお話してよぉ～」

「ウチラの中じゃ、兄ちゃんしか【大迷宮】に行ってないんだからさー」

　食事を終えてもテグスに話をせがむ孤児たちに、レアデールから注意が飛んできた。

「お夕食を食べたら、歯を磨みがいておトイレ行って、ベッドに入らないと駄だ目めよね？」

「「ううぅ……は～～い……」」

　渋りながらも、レアデールの言いつけに従い、孤児たち全員が食堂を後にする。

　そうして、テグスとレアデールだけが食堂に残った。

　二人きりになると、レアデールは旅立つ子供を心配する母親の顔になる。

　テグスは【大迷宮】に通っていたと自負を浮かべる探訪者の顔をした。

「さて、テグス。明日からの準備は大丈夫？」

「【大迷宮】でコキトの短剣を多めに確保したし、クテガンのおっちゃんから剣をもらったから武器はあるよ。他にも色々と買い込んだから、準備はできてるよ」

「そうなの……お金がなくなったり怪我をしたりして、どうしても駄目なときは、戻ってらっしゃい。軒のき下したに住まわせるとか、多少の面倒は見てあげるわ」

　明日になれば、テグスは大人の探訪者という扱いになり、孤児院の外で生活する。

　しかし、テグスは明日で十三歳になるだけの、若い少年に変わりはない。

　養母としては、育てた子供の巣立ちを、心配せずにはいられないのだろう。

　でも、素直に心配を示すには威い厳げんがないと考えたのか、素そっ気けない言葉を使って、テグスに悟られないように努つとめている。

「うーん、それは優しいのか厳しいのか、判断がつかない提案だね」

　素っ気ない言葉を励ましだろうと受け取って、テグスは微笑みを浮かべた。

　すると、レアデールはなぜか、後悔を感じているような表情になる。

「テグスと同い年の子供が来なくて。しょうがないって、テグス一人で【小迷宮】に向かわせたときの、あのハラハラ感を思い出すわ」

「あのときは、逃げ足に自信があるから大丈夫、って言わなかったっけ？」

「迷宮の中で逃げ回るって言っている子を、心配しない親はいないわよ！」

　眉み間けんにしわを寄せて怒り顔になったのを見て、テグスは困り顔になる。

「なんでこの話になると、いつも不ふ機き嫌げんになっちゃうかな」

「不機嫌じゃありません～。呆あきれているんですぅ～」

　育ての親に、過去の出来事を持ちだされては、テグスに勝ち目はない。

　テグスが降参するように手を上げると、食堂に入ってくる人の影があった。

「おかあさ～ん、おねむできない～。おうた歌って～」

　それは子こ守もり唄うたをねだりに起きてきた、孤児院で一番の甘えっ子だった。

「あらあら。それじゃあお歌、歌いましょうね。どんな歌がいい？」

「う～んとね、う～んと。子ねこのおさんぽ～」

　レアデールはその子をあやしながら、洗いかけの食器に視線をやる。

　洗えという指示だと感じたテグスは、了解とレアデールにうなずいてみせた。

「おやすみなさい。ほら、テグスお兄ちゃんに、おやすみは」

「おやす～み～」

「はい、おやすみ～」

　二人が見えなくなるまで手を振ってから、テグスは食器を洗い始めた。

　手つきは実に丁てい寧ねいで、孤児院から離れる寂しさが透けて見えているようである。

　だが、食器を洗い終えて手を拭ぬぐう頃には、明日を楽しみにする少年の顔になっていた。







　翌日の早朝。

　テグスは少ない私物を入れた背負子を持って、隣の支部にやってきた。

「おはようございます、テマレノさん」

「ん、ああ。お早うさん。どうしたこんなに早く？」

　まだ日が昇りきらない中、油ゆ灯とうランタンの下で読書していた、壮そう年ねんの男が顔を上げる。

　厳いかつい見た目と体格は、職員というよりも兵士という方がしっくりくる。

　だが、テマレノは探訪者を引退して職員になった人なので、見た目の印象はあながち間違いではない。

「そりゃあ、今日で十三歳の成人ですからね。仮証を返しに来たんですよ」

「ああ、もうハナ垂れ坊主が成人扱いか……本登録してやるから仮証をよこせ」

　ゴツゴツしたテマレノの手に、テグスは服の隠し袋から取りだした仮証を置く。

　木製の仮証を手で折ると、戸棚から鉄製の小板を取りだす。

　鉄板の真ん中に彫ちよう金きん鏨たがねを打ちつけ、三重丸の中に草のような絵がある模様を刻んだ。

　そして裏面に、別の鏨でテグスの名前と生年月日を入れる。

「ホラよ。新米探訪者の証明の『鉄てつ証しよう』だ」

　上の方に開けられた穴に紐ひもが通された鉄証を、テグスは受け取った。

「ありがとうございます。じゃあ早速、【小三迷宮】に行ってきますね」

「待て待て。決まりだから、ギルドの規則を聞いてけ」

　呼び止めたテマレノが指差した椅子に、テグスは少し膨ふくれながら大人しく座る。

「色々と教えてやるから、耳の穴掃除してよく聞けよ？」

「はーい」

　冗談で言われた通りに、小指で左右の耳の穴の掃除をしてみせた。

「よし。まず仮登録と本登録の違いは、何か知ってるか？」

「違いって、子供用と大人用ってだけじゃないの？」

「違うぞ。仮登録は確かに子供用──貧ひん民みんの子供や孤児用だ。だからこそ、色々優ゆう遇ぐう措そ置ちが設けられている」

　特に得した覚えがなくて、テグスは小首を傾かしげた。

　すると、テマレノは戸棚から一巻きの羊よう皮ひ紙しを取り出し、机の上に広げる。

　紙には中心に大きく丸が描かれ、一回り外を囲むように正四角形が引かれていた。

　最後に、辺の長さが歪いびつな七角形の図形で、丸と四角を外から囲っている。

　三つの図形の各所には、意味ありげな赤い点が、合計十二個入れてあった。

「これって迷宮都市の地図でしょ。これがどうしたの？」

　テグスが言うように、紙に書かれているのは迷宮都市の大まかな図だ。

〝中心街〟を表す円の中心に一つ。

〝外殻部〟を表す正四角形の中に等とう間かん隔かくに四つ。

〝雑踏区〟を表す七角形の線の内側に七つ赤点がある。

　これらは迷宮の場所を表している。

　地図を指差しながら、テマレノは話を続ける。

「いいか。仮証のときの【中迷宮】へ挑める条件は何だった？」

「えーっと、三つの【小迷宮】の最下層に行けたら、〝外殻部〟と【中迷宮】の立ち入り許可がでた……はず？」

　言いながら、過去に最下層に行った【小迷宮】を、地図で指差して確認する。

「そうだ。仮証のときは【小迷宮】の最下層到とう達たつが三つで、〝外殻部〟と【中迷宮】へ入ることが許可される。これは【小迷宮】の最下層にいる《迷めい宮きゆう主ぬし》を、必ずしも倒さなくていいって意味も含まれている」

「最下層に着くだけでいいのが優遇措置なら、本登録だとそうじゃないんだね」

「お、冴さえてるな。本登録で入る許可を得るには、七つの【小迷宮】全ての攻略──つまり七体の《迷宮主》を全て倒すことだ」

「えー。【中迷宮】と【大迷宮】の十層毎ごとにでる《階かい層そう主ぬし》にすら苦戦しているのに。【小迷宮】とはいえ《迷宮主》を倒すなんて無理じゃない？」

　テグスが愚ぐ痴ちる態度を見せると、テマレノの額ひたいに血管が浮いた。

「アホ抜かせ。お前が倒せないはずないだろうが。成人前に単独で、【大迷宮】の《階層主》を倒せる奴なんて、普通は出てこないんだぞ。それに【小迷宮】には《階層主》なんて出ないんだから、すぐに攻略できるはずだ！」

　褒ほめられているのか怒られているのか分からず、テグスは思わずはにかんでしまう。

　とぼけたテグスの姿に、テマレノはため息を吐き出して説明の続きに戻る。

「それでだ、【小迷宮】の《迷宮主》を倒して魔石化すると、赤い魔石になる。それを必ず持ってこい。持ってこなかったら、鉄証に攻こう略りやくした印しるしを刻まないからな」

「じゃあ、鉄証に印が七つ揃そろえば、〝外殻部〟と【中迷宮】に入れるってことだね」

「そういうことだ。あとは、〝迷宮主の間〟の先にある部屋、七つの【小迷宮】を造ったとされる《技能の神ティニクス》の像の場所がある。そこで帰き還かんの祝詞を唱えれば、最下層から地上への上り階段の前に、一瞬で移動することができるぞ」

「神像の前からの転てん移いは、【中迷宮】と【大迷宮】で体験済みだから、大丈夫だよ」

「でも、これは知らんだろう。【小迷宮】を突破した褒ほう美びとして、一つだけ自分の武器と神像が持つ武器とを交換することができる。いいか、一つだけだぞ」

　念を押すからには、二つ交換したらまずいのだろうとだけ、テグスは理解した。

「ふーん。まあ、ともかく《迷宮主》に挑めってことだろうし。早速、迷宮に──」

　席から立ち上がりかけて、テグスは何か重要なことを忘れている気がした。

「う～んと……あ、そうだ。魔法だ魔法！　成人になったら魔法を探訪者ギルドが教えてくれる、って聞いたことがあったんだった！」

　錆びた鍵かぎが突然回ったみたいに思い出し、テグスはテマレノに顔を向ける。

「いや、教えるわけじゃないが……まあ、まずは魔術が使えるか試ためさないとな」

「あれ？　魔法と魔術って、同じものじゃないの？」

　テグスの素そ朴ぼくな疑問に、テマレノは説明する面倒さからか凄すごく嫌そうな顔になる。

「そこから説明するのか……大おお雑ざつ把ぱに言って、魔法はスゴイ、魔術はショボイだな」

「説明になってないし。ちゃんと教えてよ！」

　テグスに詰め寄られて、テマレノはしぶしぶという感じで、棚たなから取った二冊の本を机の上に置く。

　どちらも間の羊皮紙を押しつぶすように、無理矢理金具で綴とじてある分厚い本だ。

「こっちが魔術で、こっちが魔法に関して書かれた本だ。どの支部にもあるし、職員に言えば貸してもらえる。ただしその支部から、持ち出しは厳禁だ」

　説明されても装そう丁ていの違いが分からず、どちらがどっちか見分けがつかない。

　きっと、無闇に持ち出されないためだろうと、テグスは勝手に納得する。

「本のことは分かったけど、魔法と魔術の説明はしてくれないの？」

　問いかけると、テマレノはテグスの目の前へ、指を一本伸ばす。

　注目していると、指先から蠟ろう燭そくの先に灯ともる程度の、小さな火が急に出現した。

　思わず、テグスは目を丸くして驚いてしまった。

「この火を出したのは、魔法と魔術。どっちだと思う？」

「えぇ～っと、魔法？」

　テマレノの引っかかったなと言いたげな顔を見て、テグスは間違えたのだと分かった。

「残念、これは魔術だ。探訪者が体を強化したり、水を手から出すのも魔術が多い」

「へぇー、あれって魔法だと勝手に思ってた」

　テグスは戦い方を学ぶために、物もの陰かげからこっそり観察した探訪者たちを思い出す。

　手から水を出し、剣に光をまとわせる姿に、子供心に憧あこがれを強く感じていた。

　そんな回想に意識を向けるテグスの頭を、テマレノは少々強めに叩く。

「こら、ちゃんと聞いてろ。次に、魔術の特徴だが、多くの種族の大抵の人が、学べば覚えられる点だな。魔法を誰でも使えるように改良したものだから、当たり前だが」

「でもそうなると、魔法は才能がないと使えないけど、威い力りよくは高いってことなのかな。気軽にレアデールさんが魔法使ってたから、学べば誰でもできるんだと思ってたけど」

　食事を作るレアデールを思い出し、実はあれは凄いことだったんだと感じ入った。

「まあ、あいつと同じ樹人族は、ほぼ全員が精霊魔法を使える。お前は人間だから、精霊魔法が使えたら幸運だと思った方がいい」

「だから、ほぼ全員が使える魔術を、まずは覚えた方がいいってことなんだね」

「そうだ。魔術も色々と便利なものが揃っているから、迷宮攻略に役立つぞ」

「なら、【小三迷宮】に行く前に、魔術の本を借りてみようかな」

「予あらかじめ言っておくが、古代語で書かれてあるぞ。読めるのか？」

　古代語で書かれているのは盗難防止だと予想しながら、テグスは首を縦に振る。

「読めますよ。レアデールさんに、小さな頃に教わりましたし」

「古代語は難しい上につまらんから、子供なら真ま面じ目めに学ばず忘れてしまうんだがな」

　言外にテグスを変わり者と匂わせながら、テマレノは魔術の本を手渡す。

　早速、迷宮の攻略に役立ちそうな魔術を探して、テグスは本をめくって読んでいく。

「えーっと、なになに。魔術とは人間が弱い魔法を手軽に使えるように──」

　最初の数頁ページは、魔術の成り立ちと苦労話のような歴史だったので読み飛ばす。

「──最初は飲料水を生み出す魔術です。体の中にある魔力を指に集め、それを唇に当てながら水を想像し、［水よ滴れアコヴイ・フアリ］と呪文を唱えます」

　体にある魔力って何だろうと考えながら、テグスは人差し指を見つめ、そこに筋力とは違う力を集めるように意識した。

　すると、ほんのりと何かが人差し指に集まってきた感かん触しよくがしてくる。

　だんだんと強くなってきたので、本通りに呪文を試してみることにした。

「［水よ滴れアコヴイ・フアリ］！」

　呪文を唱えると、指先から少量の水すい滴てきが生じた。

　生み出した水の味を舌で舐なめて確かめ、テグスは忘れたことを思い出す。

「そうだ、水を頭の中で想像しなきゃいけないんだっけ」

　失敗失敗と呟きながら、先ほどと同じように意識を集中する。

　すると、先ほどよりは簡単に、再びあの感覚が指に集まってきた。

　水の味を思い出しつつ、逆さまにした水みず桶おけから零れ落ちる水を想像する。

「［水よ滴れアコヴイ・フアリ］──うわブッ、ゴホェ！」

　たくさんの水を想像したからか、指先から結構な量の水が飛び出して気管に入る。

　盛大に咽むせ込こんだあおりを一番受けたのは、近くの机だった。

「お前、それ貴重な写しや本ほんなんだぞ！」

　魔術の本の方を心配する薄はく情じような言動に、テグスは咳き込みながら、恨めしげに見つめる。

「げほげほッ。こんなに水が出るだなんて、げほッ！」

「普通は魔術を使えるまで最短で二、三日はかかるから、本を開いてすぐに魔術を使えて凄いって褒ほめてやりたいが……。水みず浸びたしにするな馬鹿、どれだけ魔力を込めたんだ！」

「知らないよ。本に書かれている通りにしただけだよ」

「魔力を多く込めたんじゃなきゃ、極端に魔力が多い体質だってことなのか？」

「えーっと、魔力が多いと、こんなふうになったりするの？」

「誰でも使えるようにしたのが魔術だって言っただろ。つまり魔力が少なくても使えるわけだ。転じて、魔力が多いと魔術が過か剰じように発動する、って噂うわさがあるんだ」

　噂を信じていない口調での説明だった。

　だが、テグスは納得するものを感じていた。

　試ためしにと、今度は指に集める魔力を少なくしてみる。

　想像するのも杯さかずき半分ほどの水にした。

「［水よ滴れアコヴイ・フアリ］──あわっ、ゴクゴク……」

　明らかに一杯分以上の水が出てきて、慌ててテグスは指から零れる水を飲み続ける。

「ゲフッ。もう今日は、水飲まなくていいかも」

　水腹をさすっているのを、テマレノは胡う散さん臭くさそうな目で見ていた。

「魔力が多そうなのは分かったから、これから魔術は迷宮の中で試せ」

「ええぇ～、だってこの支部内でしか本貸してくれないんでしょ!?」

「過剰に発動されたら困るんだよ。必要だと思う魔術を書いて写すか、覚えるかしろ」

「じゃあ紙とペン貸してください」

「二つで鉄てつ貨か十枚な」

「ええ、お金取るの!?」

「当たり前だ、紙は植物製でも動物の皮製でも〝雑踏区〟じゃ高級品だぞ」

「うぅ……じゃあ、この魔石で買えるだけ」

　本と同じ大きさの紙とペンとインクを、取っておいた魔石一つと交換した。

　予定外の出費に肩を落としつつ、どんな魔術を選んで書こうかと本を読み進める。

　そのうち、読書時間の活用のために、背負子から取り出した細い麻あさ縄なわを両足と左手の指の間に通していく。

「何してるんだ？」

「迷宮に行ったときに使う、小道具を作っているんだ」

　テグスは右手を動かして麻縄を編みながら、時折ペンに持ち替えて目をつけた魔術を書きつづっていく。

　やがて、麻縄を麻あさ網あみに編み上げ、必要だと感じた魔術を書き写し終えた。

「相変わらず器用だな。それなら、探訪者辞めても職に困らないだろう」

　幼い頃からテグスは、街中で買った物や拾った物、迷宮内で手に入れた罠や魔物の素材を使って、色々な物を作り出して使っていた。

　工作するテグスの姿を昔から見てきたからか、テマレノは提案のような感想を呟いた。

　だが、テグスは麻網と紙を背負子に入れながら、不思議そうな顔を向ける。

「うーん、なんで手先が器用だと、探訪者を辞めるんですか？」

「おいおい、その器用さなら、迷宮都市をおさらばして、安全な国で職に就つけるだろ」

　安全な職と聞いても、テグスはあまりピンとこず、興味も湧わかなかった。

「別に、金儲もうけや迷宮都市から出たくて、迷宮に行っているわけじゃないんだけど？」

「なら理由はなんだ。魔物を殺すのが楽しい、って性格ではないって分かってるぞ」

　改めて聞かれたので、テグスは改めて理由を考えた。

「理由って言うほどじゃないけど。迷宮の奥まで行って、そこを見たいからかな」

　語った理由に、テマレノは啞あ然ぜんとした表情をつくる。

「そんな理由で命を懸かけているのか。金とか食い物とか、酒や女じゃなく？」

「そんな顔をさせるほど、これ変な理由ですか？」

　小首を傾げて尋ねると、唐突にテマレノが笑い出した。

「ふははは。そうだな、テグスはそういう奴だった」

「……本人の目の前で、なんですかそれ？」

「いやいや、気にするな気にするな。分かってる分かってる」

　理由を教えるつもりがなさそうなので、テグスは気にしてもしょうがないと諦あきらめた。

「余計な出費しちゃったので、何か『依頼』があったら受けたいんですが？」

　ギルドには時々、魔物の素材や肉を求めたり、特定の場所の石を拾ってほしいなどといった、迷宮関連の依頼が持ち込まれる。

　探訪者は自分の目的と報ほう酬しゆうが合えば、依頼を受けることもある。

「そうさなあ……【小三迷宮】なら『殲せん滅めつ』の依頼が出てるぜ、全階層にだな」

「殲滅って。魔物をできるだけ倒して死し骸がいはそのまま放置、っていう変なのだっけ？」

　殲滅依頼は、探訪者ギルドが独自に発する珍しい依頼で、出会うことも少ない。

「……もしかしてこれも、子供と孤児たちへの優遇措置ってやつ？」

「お、よく分かったな。魔物が増えすぎないように減らして、子供の安全を確保するのさ。その際に打ち捨てられた魔物は、若すぎたり戦えない人の収入や食料源になる」

「そうなんだ。じゃあその依頼受けます」

「おいおい、依頼料を聞かずに了承していいのか？」

「今まで優遇措置を受けてきたので、お礼代わりに受けようって思って」

「はぁ……お前はなんで、そうお人よしかね。昨日も【大迷宮】で取ってきた魔石を、ぽんと孤児院に寄付しちまったらしいし」

　テグスの将来を心配する口ぶりで、テマレノは依頼の処理をして控えを手渡す。

「それじゃあ、新米探訪者テグス。初依頼と初迷宮の探訪に行ってまいります！」

「おおよ、気張ってこい」

　テマレノにぞんざいな言葉で見送られて、テグスは意い気き揚よう々ようと支部の外へ出た。

　夜が明けたばかりの、薄明かりの〝雑踏区〟の大通りから、酔い潰れたり薬で昏こん倒とうしている浮浪者が集まる路地へ入る。

　建物で日光が遮さえぎられてより薄暗い中を歩くテグスに、獲物だと色めき立つ人たちの視線が向けられる。

「かね、かねぇ～。薬の金ぇ！　ぐげ、ケヒャ……」

　現実と夢の区別があやふやな目の、げっそりと痩せた浮浪者が襲いかかってきた。

　だが素す手での相手に負けるほど、テグスは柔やわではない。

　近寄られる前に自分から近寄り、鈍な短剣で相手の心臓を一突きして黙らせた。

　胸から血を流す死体を路地の隅すみへと蹴り退どかして、テグスは平然とした態度で歩く。

　潜んでいた人たちは、手て強ごわそうなテグスを諦め、死体に一斉に群がった。

　だが〝雑踏区〟の治安の悪さは、こんなものではない。

　迷宮に着くまでに、懐ふところに手を伸ばしてきたスリの手を関かん節せつ技わざで折り、言いがかりをつけて襲ってきた酔っ払いの喉のどを裂き、待ち伏せをしていた浮浪者の背中を刺す。

　迷宮の近くにある売店で、彼らから得た物と素焼きのパンを交換する。

　テグスは食べようとして、物欲しそうにする浮ふ浪ろう児じに、パンを手渡して立ち去った。

「さて、正式に探訪者となっての初依頼と初迷宮に、初攻略も加えちゃいますか！」

　巨石で組まれた祠ほこらがある場所──【小三迷宮】出入り口にて、テグスは気合を入れるために両りよう頰ほおを軽く叩く。

　少し頰を赤くしたまま、鈍な短剣を一本取り出し、地下へ続く階段を下りていった。







　テグスが幼い頃から慣れ親しんだ【小三迷宮】。

　洞どう穴けつのようなむき出しの岩肌の壁と、歩きやすい平へい坦たんな岩の通路が続く、全七層の迷宮である。

　天井には等間隔で小さな光ひかり球だまが浮かんでいるので、中は日が出たばかりの外より明るい。

　そのため、遠くまでよく見えた。

　明るい通路のお蔭かげで、遠くに蠢うごめく変な生き物を、テグスは視界に捉とらえられた。

「『ジェリム』だ。一匹だけかな？」

　それは手て毬まり大だいの水が固まったような、中心に青い石のある半透明の体を持つ魔物だ。

　このジェリム、迷宮だけでなく世界中に広く分布し、弱いことで有名な魔物である。

「早速、作ったばかりの網が役立つね」

　周囲を素早く確認すると、編んだばかりの麻網を取り出す。

　中に石を何個か入れてから、網の口を引っ張って石を包み上げた。

　石を入れた網を振り回しながらジェリムへ駆け寄る。

「たあああああああああ！」

　振り回してつけた勢いのままに、大振りした石の入った網をジェリムへ打ち当てる。

　ジェリムの中心にあった青い石は、網の攻撃によって体外へと弾き出された。

　すると、半透明な体が崩れて、単なる水たまりに変わる。

「殲滅依頼だから死体は放置なんだけど、ジェリムって死体っていうのかな？」

　ついた水気で重くなった網を手に、小首を傾げながら青い石を見つめる。

　青い石は失った体を取り戻そうとしているかのように、表面に水滴が浮かんでいく。

「『水みず石いし』がジェリムに戻るのって、どれだけの時間がかかったっけ……」

　水石はその名前の通り、水を生む石である。

　井戸など掘れない〝雑踏区〟の住居には、貴重な水源として常備されている。

　もっとも、レアデールが精霊魔法を使えるので、孤児院では使ってない。

　なにはともあれ、その水石も放置し、依頼のために広くない【小三迷宮】の一層目の隅々まで、ジェリムを倒していく。

　階段で下りた二層も、同じ要よう領りようでジェリムを倒し続ける。

　次の三層では、大人の顔ほどの青白い芋いも虫むしが、ジェリムに頭を突っ込んでいる場面に出くわした。

「おっと、《白しろ芋いも虫むし》を見つけちゃったよ」

　テグスが《白芋虫》と呼んだ魔物は、迷宮都市内の迷宮にしか出ない固有の魔物だ。

　そのために、呼び名も普ふ遍へん的てきな魔物とは少し違っている。

「よいしょっと！」

　テグスは《白芋虫》に近づいていき、石の入った網でジェリムごと殴り飛ばした。

　ジェリムは水に変わり、《白芋虫》は白い体液を出して動かなくなった。

「小さい頃、小腹が空いたら《白芋虫》を食べたっけ」

　一匹ぐらいはいいだろうと《白芋虫》を食べてみた。

　ドロドロに煮に溶とかした穀こく物もつの汁に、椎しいの実で香ばしさを足したような味が口に広がる。

　変わらない味に懐かしさを感じる。

　食べ終え、白く汚れた口元を拭ぬぐって先に進んでいく。

　出会うジェリムと《白芋虫》を、網で潰したり、足で蹴り倒したりして四層へ。

　四層に下り立ってすぐ目にした光景に、テグスは唇の端を引きつらせる。

「いや、多すぎだよ。《白芋虫》を踏むしか、足場がない状況だよ？」

　そこには床一面を埋め尽くす、滑なめらかな表面で光を照り返す《白芋虫》の群れ。

　見渡す限り、通路の方にもひしめき合っていた。

　魔物を見慣れているテグスでも、その光景には気色悪さを覚えてしまう。

　そうしていると、テグスに向かって《白芋虫》たちが、一斉に押し寄せてきた。

　テグスは面倒臭そうに迫る群れを見つめ、先頭の一匹を右足で踏みつけて潰す。

　続けて左足で別の《白芋虫》を踏み潰しながら、右足を引き抜く。

　再び右足で別の《白芋虫》を潰しながら、手の網を振り回して多くの《白芋虫》を一気に殴り飛ばす。

　ときどき、根こん性じようのある《白芋虫》がテグスを押し倒そうと飛びかかってくるが、左手で抜いた鈍な短剣で斬きり捨てる。

　テグスの膝から下と肘ひじから上に加え、短剣と石入り網が白く染まりきった頃に、ようやく《白芋虫》の波がなくなった。

「うへぇ～……べとべとする」

　不快を感じながらも、これ以上なく汚れてしまったので、四層にいるすべての《白芋虫》を遠えん慮りよなく潰していく。

「よし。四層終わり！」

　ふんすっ、と鼻息を吐き出して、五層に向かって階段を下りていく。

　その途中で、階段では魔物と滅多に出くわさないことを、ふと思い出した。

　テグスは階段の上に背負子を下ろすと、汚れた左腕へと右の人差し指を向ける。

「あの水量なら、洗い落とせるだろうし──［水よ滴れアコヴイ・フアリ］」

　指先から勢いよく出てきた水で、左腕の白い汚れを落としていく。

　使用する魔力の量や想像の仕方を色々と試しながら、汚れた手足と武器を洗った。

　こざっぱりしてから、魔術を試し始めたついでに、背負子から一枚の紙を取り出す。

「さて、飲料水の魔術には大分慣れたから、他の魔術も試してみようかな」

　まず紙に書いた魔術の中から、想像しやすいという理由で、明かりの魔術を選んだ。

「えっと、［明かりよ灯れヘラエ・フアジオ］──って、わわわ!?」

　立てた指先に、松たい明まつの炎かと思うほど大きな火が出て、慌てて魔力の流れを止める。

「いきなり火は危ないか。なら、そよ風を生み出す魔術で──［そよ風よ吹けゼフイロ・ブロヴイ］」

　慎重に適度だと思われる魔力を手に集めてから、呪文を唱えてみる。

　それでも魔力を集めすぎなのか、手から出てきたのは強風といえる風だった。

　しかし、今までのように被害が出なかったため、テグスは前向きに進歩を喜ぶ。

「あとは、他の探訪者も使ってそうな、隠れ身と身体強化に索さく敵てきの三つか」

　三つの魔術が上う手まくいきそうな根こん拠きよのない予感に、胸をわくわくさせながら、背負子を背負い直して階段を下りていく。

「早速、索敵の魔術を──［動体を察知パルピ・ベスタ］」

　五層に着いてすぐ、動くものを見つける索敵の魔術を使ってみた。

　呪文の後で体から放出された魔力は、テグスを中心にして透明な波の形で水平に放ほう射しやされた。

　透明な波は迷宮の壁を透過し、さらに奥へと進んでいく。

「ふ～ん、これが索敵の魔術か。これは魔力を多く使うほうが使いやすいかな」

　波が何かを捉とらえると、感触としてテグスに伝わるこの魔術。

　恐らく五層の隅から隅まで感知したのだろう、かなり多くの動くものの反応を感じた。

　しかし、反応は全て同じように感じて、少し納得がいかない。

「これじゃあ、反応が人なのか、この層に出る《徒と歩ほ枝えだ》なのか、分からないよ？」

　試しにもう一度、今度は極力魔力を減らして、索敵魔術を使用する。

　結果、感知距離は狭まったが、返ってくる反応は先ほどと同じだった。

　反応の違いがないことにがっかりしながらも、索敵魔術の便利さは気に入っていた。

　少しの失望と満足を得て、次の魔術を試すために、反応が近かった方に歩いていく。

　反応の付近にあった曲がり角に背を預け、そっと顔を出して先を見てみる。

　すると、人の足から胸ほどの長さの、樹から手た折おったばかり木の枝のような魔物が、通路の真ん中に直立していた。

　しかも枝の魔物は、分かれた二つの細い枝を地面につけて動かして移動している。

　明らかに自然のものではないこの枝が、魔物の《徒歩枝》である。

《徒歩枝》が近づくまで、曲がり角で静かに待ってから、テグスは襲いかかった。

「──［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　蹴りを入れる直前に、体に魔力を巡らしてから、身体強化の魔術を使用してみた。

　すると、素足の蹴りで《徒歩枝》を真っ二つに折ってしまう。

「うわったっと、あんまり強化したら動きにくいかな。使いこなせれば強そうだけど」

　いつも通りに動こうとすると、力の入れすぎで手足が行き過ぎ、体が泳いでしまう。

　身体強化の使い心地は分かったので、もう一つ残った魔術を使ってみることにした。

「最後に隠おん形ぎようの魔術だけど──［存在を薄くエコヂスタ・ラバト］」

　人や魔物に察知されにくくなるという隠形の魔術だが、使う本人だけではどう効果があるか分からず、すぐに魔術を止めてしまった。

　魔術を試し終えて、テグスは【小三迷宮】では魔術を使う必要はないと感じた。

　実際に、テグスは五層と六層を魔術なしで、石入り網を振り回して突破していったのだった。







　到達した最下層である七層目にて、テグスは水すい筒とうから一口だけ水を飲んだ。

「ふぅ、ようやく最下層。もう一頑張りだ」

【小迷宮】とはいえ、初めて《迷宮主》と戦うテグスは、緊張した面持ちだ。

【小三迷宮】の〝迷宮主の間〟に入ると、入り口が地面からせり上がってきた岩で塞ふさがれた。

　天井付近に光の球が三つ浮かび上がり、一瞬だけかなりの光量を発する。

　瞬またたいた光に閉じた目をテグスが開くと、一匹の魔物が中央に出現していた。

「ふ～ん、さしずめ『軽けい装そう』コキトかな？」

　現れたのは、テグスが【大迷宮】で相手したコキトより、貧弱な体つきをしていた。

「ギャギャガ！」

　テグスの侮あなどった口調に怒ったのか、小さなナイフを振り回しながら向かってきた。

　テグスはコキトの行動を観察しながら、手で背負子をそっと地面に下ろす。

　背負子から離れるように前に歩きながら、持った石入り網を振り回していった。

「ギャギギィ！」

　コキトが突き出してきたナイフを、テグスは横に避けて石入り網を叩き込んだ。

《白芋虫》の体液で白い色になっていた網は、コキトの頭から流れた血で黒に染まる。

　石入り網で頭を陥かん没ぼつさせられたコキトは、その場に倒れて動かなくなる。

「……えっ？　これで終わり？」

　呆あつ気けない幕切れに、テグスは驚きながら、テマレノが言っていたことを思い出した。

「【大迷宮】に行けてたら【小迷宮】の《迷宮主》に勝てないわけない、って言ってたけどさぁ……まあいいか。この小さいナイフは、孤児院のお土産にしようっと」

　満足いかない結果を受け入れたテグスは、小さなナイフを背負子にしまう。

　続けて、コキトの死体を魔石化すると、出てきた魔石は欠片かけらほどの大きさだった。

　しかし、色は【大迷宮】で見慣れた灰色ではなく、紅こう玉ぎよく石せきのような赤い色である。

「へ～、本当に《迷宮主》から出る魔石って赤いんだ」

　見失いそうなほど小さいが、初めて手にした迷宮制せい覇はの証あかしである赤い魔石。

　テグスがそれを興味深く見つめていると、岩が動き出し出口が出現する。

「そうだ。《迷宮主》を倒すと、ご褒ほう美びが手に入る場所に行けるんだった」

　赤い魔石をしまい、背負子を拾って、開いた出口から続く通路を進む。

　先にあったのは、苔こけむす三対の手に武器を持った像が壁際にある、狭い小部屋状の洞穴だった。

「《技能の神ティニクス》の神しん像ぞうが持つ武器と、自分の武器を交換できる──けど、どれもこれもオンボロだね」

【小三迷宮】の神像は、一番下の両手を地面に刺した両手剣の柄に添え、真ん中の左右の手には片手剣と小こ槍やり、上の左右の手に砕氷斧ピツケルと円匙シヤベルを握っている。

　しかし、どれもが錆さびてボロボロな有様だった。

　きっとここに来た人が、次々に取り替えているからだろう。

　それを見て、テグスは武器を取り替える意味がないと残念がる。

　そして、ボロボロの装備で苔むすティニクス像が、だんだんとかわいそうに思えてきた。

「神様が苔むしてたら、格好がつかないよね……」

　取り出したボロ布に水筒の水を含ませ、テグスは苔むす神像を磨き始めた。

　自分より大きい像を磨くのは苦労したが、どうにかこうにか前面を磨き終える。

「あ、後ろも苔が凄いや」

　満足げに眺めて気がついたが、壁と神像の背中の隙間に苔がびっしり生えていた。

　どうせなら最後までと、テグスは神像と壁の間に手を入れて布で拭ふいていく。

　少し綺き麗れいになったところで、磨いている手に何かが当たった。

「ん、なんだ。石でも挟まっている？」

　覗き込むと、神像の後腰の部分に鞘さや状の溝があり、短剣かナイフの柄のようなものが伸びていた。

「これは体を磨いたお礼、ってことでいいのかな？」

　苔に埋もれていたお蔭で見逃されていたであろう武器を、もらうことに決めた。

　そして、武器をもらうのだからと、いままで以上に一生懸命磨いて綺麗にしていく。

「この武器は、ありがたくもらっていきます。今後大事に使うことを、お約束します」

　誓いの言葉を述べてから、テグスは神像の後ろ腰にある武器を引き抜いた。

　手にした武器の形状を確認し、鈍な短剣とほぼ同じと見て、箱鞘から抜いた短剣を空いた溝に差し入れる。

「これでよしっと。それにしてもいい短剣だな～」

　武器の交換を終えて、手にした武器をよく観察する。

　拵こしらえはどこにでもありそうなのに、剣身全体が薄うす青あお色に染まっている、綺麗な短剣だ。

「ハッ！　間違えて投げたりしないように、背負子の中に仕舞っておこうっと」

　思わず見み惚ほれていたテグスは、背負子を少し分解して隠し箱を露ろ出しゆつさせる。

　取り出した綺麗な布で薄青い剣身をグルグルと巻いてから、隠し箱に入れてしまう。

　背負子を組み立て直し、いい物をもらった感謝の気持ちをこめて神像を静かに拝おがむ。

「さてと。ワレ、この場から地上への帰き還かんを望む者なり」

　地上へと戻る祝詞を神像に上げて、テグスは【小三迷宮】内の地上へ向かう階段の手前に、一瞬にして転移したのだった。







　攻略が終わり、テグスがギルド支部に入ると、帰ろうとするテマレノと出くわした。

「ただいまです。もうお仕事終わりですか？」

「夜番だったからな、ってまだ昼にもなってないぞ、帰ってくるの早いじゃねえか」

「失礼な。ちゃんと沢山の魔物と《迷宮主》を倒して、戻ってきたのに」

　その証拠とばかりに赤い魔石を見せると、テマレノは呆れたような顔をする。

「……成人したばかりだからって、張り切りすぎだろ。いや、【大迷宮】にいたんだからこの程度は当たり前か」

「それよりも、攻略したって印を鉄証に入れるのは？」

「受付にいる人に言え。俺は帰って酒飲んで寝る」

　頭痛を堪えるような重い表情のテマレノを見送って、テグスは受付へ向かう。

「こんにちは。依頼終わらせて、赤い魔石持ってきたんですけどー」

　受付で暇そうにしていた見知らぬ中年女性は、テグスに向かって手を伸ばす。

「依頼なら、写しを見せて頂ちよう戴だいな」

「はい、これ」

　背負子の取り出しやすい場所にしまっていた写しを、女性の手に置いた。

　写しをしげしげと見つめると、女性は胡散臭そうな瞳をテグスに向ける。

「あんたみたいな子供が殲滅依頼をこなしたっての？」

「はい、ちゃんと仕事してきました！」

　えっへんと子供らしく胸を張ったテグスに、女性は可か哀わい想そうな子を見る目になった。

「じゃあね坊や、迷宮内がどんな様子だったか教えてくれる？」

「はい、まずですね──」

　テグスが体験した内容を喋しやべり始め、さほど山場もなく最後のコキトまで話が進む。

「ちょっと待って。【小三迷宮】にコキトがいたの？」

「はい。〝迷宮主の間〟に」

「ああ、そうよね。あそこの主はコキトだものね……って、攻略したの!?」

「そうだった、赤い魔石を見せてなかったですね」

　テグスは赤の魔石を受付の机の上に置き、女性は魔石を手に取って確かめる。

「色を塗った形跡はないから、本物ね。まさか成人上がりに殲滅依頼を受けて、ついでに迷宮を攻略するような子が出るなんて……。鉄証貸して、刻こく印いんしてあげるから」

　テグスから鉄証を受け取った女性は、取り出した彫金鏨を打ちつける。

　鉄証の中心からやや右下側の場所に、『三』を表す古代文字が新たに彫金された。

「これで攻略証明が完了ね。失なくしたらまた攻略し直しだから、落とさないでね」

「はい。それと殲滅依頼の報酬は？」

「そうよね。これが依頼の報酬、鉄貨四十枚。赤魔石のは十枚だから。合計五十枚」

　机の上に置かれたのは、七枚の丸い花弁の花が刻まれた、鉄の四角い貨か幣へい。

　この鉄貨は〝雑踏区〟で流通する独どく自じ通つう貨かだ。

　状態や大きさと厚みで多少価値が上下するが、鉄貨十枚で外の国の銅貨一枚と交換できるようになっている。

〝雑踏区〟では鉄貨三枚で安宿に泊まれ、十枚も出せばいい食事にありつける。

　それは〝雑踏区〟にあるのが基本的に粗悪品ばかりだから、全ての値段が安いという側面がある。

　ともかく、三、四日分の生活費になる鉄貨を、テグスは革袋に入れる。

　鉄貨で重くなった革袋を背負子に入れる代わりに、コキトのナイフを取りだした。

「このナイフを孤児院に寄付します。お母さ──レアデールさんに伝えて下さい」

「ちょっと、ナイフを寄付って。どんな武器でも〝雑踏区〟では高値がつくのよ!?」

「まだ日があるので、【小しよう四よん迷めい宮きゆう】に行ってきます」

　育ててくれた恩がある孤児院にナイフを寄付したテグスは、受付の女性が呼び止めるのを聞かずに、次の迷宮に向かっていった。







　移動で時間をとったし、鉄貨は十分あると判断して、テグスは【小四迷宮】付近の探訪者ギルドの支部では依頼を受けないことにした。

　そして、仮証時代に何度も来たことがある【小四迷宮】に早速入っていく。

「よーし、走って、さっさと最下層の八層に行くぞー！」

　宣言通り、魔物と出会うのを避けながら、要よう領りようよく凄い勢いで走って進んでいく。

　一層に出てくるジェリムは、横を抜けて走り去る。

　二層では《見み掛かけ岩いわ》という、地面を転がって動く岩の魔物が現れた。

「邪魔だよ！」

　小石を走りながら拾い、走るのに邪魔な《見掛岩》へ、横投げで投げつける。

　飛んだ小石に当たり、落ちた皿が割れたような音を立てて《見掛岩》は崩れ落ちた。

《見掛岩》の中身は空くう洞どうで、外側の石の厚みも薄く脆もろいため、走りながら投げた小石で簡単に割れてしまうのだ。

　続く三層では、《徒歩枝》が加わるが、移動速度が遅いので逃げ切れる。

　四層では、引っ繰り返した黒い平ひら鍋なべのような見た目と大きさの、硬い外がい骨こつ格かくを持つ《平へい硬こう虫ちゆう》が現れる。

　しかし、虫なのに飛べず足が遅いので、走れば楽に振り切れてしまう。

　五層では、大人の掌てのひら大だいの蝙こう蝠もりの魔物──《血ち吸すい蝙こう蝠もり》が出てくる。

　テグスは短剣の柄に糸を縛りつけてから投擲し、血を吸おうと来る《血吸い蝙蝠》の翼を斬り墜つい落らくさせて倒した。使った短剣は糸を引っ張って回収する。

　先へ進んで、六層からは、四種類の魔物が現れる。

　ひび割れた泥で体ができている、人間の子供のような姿の《渇かつ泥でい人にん形ぎよう》。

　黒光りする外骨格を持つが角が小さめな、人の膝までの大きさで雌めすの《二に角かく甲こう虫ちゆう》。

　肋ろつ骨こつが浮いた痩せ豚ぶたに見える、牙きばが小さい縞しま模も様ようの毛皮の《空くう腹ふく猪いのしし》。

　そして、武器を持たず、素手で襲いかかってくるコキトだ。

《渇泥人形》は短剣を突き刺した後で、やや強引に振り抜いて両断した。

《二角甲虫》の雌は、足先を下に差し込んで引っ繰り返し、さらした腹に短剣を刺す。

《空腹猪》の子供は、突進してきたときに麻網を広げて被かぶせ、動きを止めて首を切る。

　コキトは素手なので、短剣さえあれば正面押しで十分だ。

「よし、《二角甲虫》の翅はね殻からは素材、《空腹猪》の肉は食料として持って帰ろう」

　魔物の素材や肉を幾いくつかずつ確保してから、六層と七層を突破した。

　こうして八層──【小四迷宮】の〝迷宮主の間〟の手前に、早くもやってきた。

　入る前には、装備の状態確認と微調整をし、使えそうな物を背負子の中に準備する。

「この調子なら、すぐに〝外殻部〟に戻れるかな。【小三迷宮】の《迷宮主》と同程度の魔物なら、【小四迷宮】の《迷宮主》も倒せるだろうし」

　楽らつ観かん視しはしても緊張感は保ちつつ、テグスは〝迷宮主の間〟へと足を踏み入れた。







【小三迷宮】のときと同じ光景が繰り返され、中央に《迷宮主》が出現する。

「《徒歩枝》……じゃないか、もっと大きいし」

　目の前にいる魔物は、緑りよく葉ようが茂しげった枝を広げて直立する、《徒歩枝》に似た魔物だ。

　しかし、その茶色い地肌の植物の魔物は、大人の身長に迫るほど丈が高かった。幹みきもそれだけ太くなっている。

　その上、地面に接する部分には蠢うごめく根があり、幹の中央には人の顔のような瘤こぶがついていた。

「とりあえず、先手必勝ッ！」

　少し不気味な見た目の木の魔物に、テグスは左右の手で短剣を一つずつ投擲する。

　放たれた二つの短剣は、木の魔物が振り回した茂った枝に叩き落とされてしまった。

「ありゃりゃ、こりゃまずいかな？」

　呟きながら両手で一本ずつ、短剣を箱鞘から抜き出す。

　その間に、木の魔物は根を動かして、ゆっくりと前進し始めた。

　先ほど、短剣の投擲が効果がなかったので、テグスは直接近づいていく。

　木の魔物も根を動かして接近しながら、テグスに枝を振るった。

　枝が動いたのが見えた瞬間、テグスは止まって一歩だけ後ろに下がった。

　目もく測そくを誤った木の魔物が振るった枝は、茂る葉っぱが数枚テグスの鼻をなでただけ。

　枝をやり過ごしてから、テグスは木の魔物の幹に再接近する。

　右手の短剣に体重と走る勢いを込めて、突き刺した。

　だが、返ってきた手応えは、本物の木を突いたときと同じ硬い感かん触しよくだった。

　しかも、刺した短剣から、破は断だんした金属特有の嫌なきしむ音が聞こえる。

　短剣が駄目になったと判断し、テグスは手放して思いっきり大きく跳んで下がる。

「ちぇっ。【大迷宮】のコキトが使っていたボロい短剣じゃ、刺さりもしないか」

　打開策を考えようと、大きく深呼吸をする。

　箱鞘に入っているのは、全てがコキトから得た鈍な短剣なので使えない。

　身体強化の魔術で肉弾戦は危険が伴い、他の魔術は補助的なものばかり。

　その時、左腰に吊っている、クテガンからもらった斑はん紋もん鉈なた剣けんが目に入る。

「駄目元で、この魔物相手に一度試してみようか」

　テグスが柄に手を置いて、ゆっくりと引き抜く。

　すると、存在感を示すように、シャラリと鞘走りの音を立て剣身が露あらわになる。

　天井からの光を紋様が歪んで照り返し、まだらに危なく揺れる光を放った。

　剣身の剣けん呑のんな光に頼もしさを感じながら、テグスは斑紋鉈剣を横に寝かせて構える。

　斑紋鉈剣を右に引いて、体の左側を相手に向ける。剣術でいう脇構えの格好だ。

「ふぅ……行くぞッ！」

　短い呼吸と決意の言葉を発して、テグスは真っすぐに駆け出した。

　木の魔物は泰たい然ぜんと直立し、枝を広げて待ち構える。

　先ほどの攻防で木の魔物に知恵がついたのか、テグスが長い枝の圏けん内ないに踏み入っても、迂う闊かつに枝を振るってこなかった。

「［体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　ならばと、威力調整が不完全な身体強化の魔術を使い、低く飛ひ翔しようするように近づく。

「たああああああああああああ！」

　魔術によって増した膂りよ力りよくで、斑紋鉈剣を右下から左上に振り抜いた。

「わわわっととと……」

　切れ味任せで物を斬るという、テグスが感じたことがない妙な手応えに驚く。

　制御が不完全な身体強化の魔術のせいで、足と体と剣の動きをまとめられなくなり、たたらを踏みながら魔術を止めた。

　手足の力を元に戻してから、テグスは剣を持ち直して構える。

　しかし、視線の先にあったのは、魔物が斜めに両断されている姿だった。

　魔物の上半分は斜めの切れ目に沿って横へとずれていき、蠢く根がある下半分は前へ進み続けようとしている。

　木の魔物の上と下が、時間とともに別方向へとゆっくり分かれていく。

　やがて、上半分が先に地面に落ち、下半分も力を失ったかのように前へと倒れる。

　木が地面に落ちる鈍い音が二つ木こ霊だまする。

　初めての手応えだったので、テグスは安心しきれず、人の顔のような瘤に剣の切っ先を突き入れた。

　反応がないのを確かめて、テグスは相手が絶命したと納得した。

「うへぇ～、ちゃんと使えるようにならないと、本当にこの剣は危ないや」

　木を無茶な方法で切り倒したというのに、斑紋鉈剣には刃こぼれ一つない。

　取り出したボロ布で、ぐっと力を入れて拭えば、使用したことが噓だったように、歪みや傷が一つもない綺麗な剣身が現れる。

　その姿は、相応ふさわしくない相手を斬ったと物語っているようで、扱うに足る力量を備えろと発はつ破ぱをかけているようでもあった。

「……いつか絶対、使いこなしてみせるよ。それまで待っててね」

　テグスは、決意を込めて斑紋鉈剣に誓う。

　しかし、力強い宣言とは裏腹に、斑紋鉈剣を怖々と鞘に入れる姿は情けなかった。







　無事に【小四迷宮】を攻略したテグスは、赤い魔石を拾い、神像を磨いてから祝詞で地上近くへと転移する。

　探訪者ギルド支部にて、職員に赤い魔石を渡し、鉄証に『四』の古代文字を入れてもらった。

「へぇ、今日成人になったのに《遊ゆう動どう若じやく樹じゆ》を倒したのか。しかも、この前に【小三迷宮】を攻略してるのか、凄いな」

　待つ間の雑ざつ談だんの最後に、職員にそう褒められて、テグスは思わず照れてしまう。

「仮証のときに来ましたから、だいぶ楽でした。あ、そうだ、買い取りはしてますか？」

「買い取りなら、あっちの窓口に行ってくれ」

　職員の指示に従って、迷宮都市の周辺国で使われる共通文字で素材買い取りと書かれ、骨とお金を交換する絵が描かれた木板の場所へ向かう。

「買い取りを、お願いしたいんですが？」

「はいはい。なにを持ってきたんだ。ジェリムの水みず石いしなら買い取るが、《徒歩枝》や《見掛岩》の破は片へんなんかは買い取らないぜ」

　テグスは背負子から、雌の《二角甲虫》の翅部分の外骨格を四組取り出した。

「これで、幾らでしょう？」

「雌の《二角甲虫》の翅殻か。依頼が増えてたから、ちょっと値上がりしているぞ」

　世間話をしながら、テグスに買い取り額を書きつけた木片を見せる。

　共通文字表記で二十八──鉄貨で二十八枚という意味だ。

「この値段でいいです。ここで《空腹猪》の肉も買い取ってますか？」

　鉄貨を手にしながら、テグスはもう片方の戦利品のことを聞く。

「あの子猪の肉だろ。あんまりいい値つかないから、食っちまった方がいいぞ」

「参考までに、おいくらですか？」

「依頼もないから、一匹丸々毛皮つきで鉄貨二十枚だ。だが肉だけだと【小しよう六ろく迷宮】の《丸がん転てん豚ぶた》の方が人気で、買い手もいない」

《空腹猪》の肉は安過ぎて、買う人も売る人も珍しいようだった。

「それじゃあ……そうだ、この横にも孤児院ありますよね。そこに寄付ってできます？」

「《空腹猪》だって食いもんに変わりはないから、ありがたいが。いいのか？」

　この「いいのか」は、テグスの育ったのとは別の孤児院なのに、という意味だろう。

　もしくはテグスのお人よし具合を、危き惧ぐする意味もあるかもしれない。

　しかし、気にする様子もなく、テグスは肉を押しつけるように差し出した。

「別の孤児院で育っても、探訪者ギルドにお世話になったのは事実ですから。僕が食べる分とお土産の分さえ残ればいいので」

　テグスは茶目っ気を出した笑顔で、《空腹猪》の腹回りと足の肉を四組渡した。

「……お前、変わってるって、人から言われないか？」

「なんでか、よく言われます」

　本当に寄付をしたよ、と呆れ気味な態度の男性職員に、苦笑いで応えたのだった。







　支部から立ち去ったテグスは、宿を探すことにした。

　仮証を持っていた頃は、孤児院で寝泊まりできていたので、〝雑踏区〟で宿を探すのは初めての経験である。

　道すがらの光景で一番目を引くのは、街がい娼しようたちだ。

　けばけばしい化粧と、性的に見える服で、自分を買ってくれる人を待っている。

「ねぇ、ボクちゃん。一晩、買ってみないかい？」

　少し年かさのある街娼が、からかい半分に襟えりを引き、胸元の肌を露にする。

「申し訳ありませんが、先を急ぐので。今日はご縁えんがなかったと」

　テグスは赤面もせずに、彼女に丁てい寧ねいな断りの言葉を並べた。

　すると、街娼は断られたのに薄く微笑み、立ち去るテグスの背に手を振ってくれた。

　近くにいた他の街娼たちも、見守るような目で見送ってくれている。

　少し落ち着かない気分のまま、安酒場付近で酔い潰れる人々の脇を通っていく。

　ふと見かけた食堂で鉄貨を支払い、持ち込んだ《空腹猪》の肉を調理してもらい、二つ【小迷宮】を攻略したお祝いで、お腹なかいっぱいになるまで食べた。

　満腹になって食堂から出ると、あつらえ向きに近くに宿屋を見つけた。

　だが、宿屋の印が看板に描かれているが、少し大きいだけで周囲と同じあばら屋にしか見えない。

　しかし、テグスは何となく気になって、開けっ放しの扉から入ってしまった。

「一晩、いくらですか？」

　テグスは見かけた、頰ほお杖づえをついた男に尋ねる。

　男はやる気のなさそうな視線を向けて、だるそうに口を開く。

「……素で大部屋なら鉄貨三枚。個室なら五枚。呼んで汚すなら上乗せで七枚だ」

「個室でお願いします。それと、興味本位で聞きますけど、呼ぶって何をですか？」

　テグスは尋ねながら、態度の悪い男が差し出した掌てのひらに、鉄貨五枚を置いた。

「うちは娼婦の連れ込みも可だ。そのときは追加料金を払ってもらってる。色々と汚れるからな。まあ、ガキには縁遠いことだ」

　指で突つついて鉄貨を確認した男は、頑がん丈じようそうな木の棒を一本手渡してきた。

「心しん張ばり棒ぼうだ。押し入った強盗を殴る武器に使ってもいい。部屋は廊下の一番奥だ」

　言い放つとすぐに、男は視線をそらしてしまう。

　渡された木の棒を手に、とりあえずテグスは言われた部屋に入ってみた。

「……あまり期待してなかったけど、思っていたよりもいい宿だね」

〝雑踏区〟では、眠れる場所があるだけ上等な部類だ。

　なのに、油ゆ灯とうランタンが照らす個室の中は、小綺麗に整っていた。

　ゴミ一つない個室には、大部分を占せん領りようするベッドがあった。

　安物で使い込まれているが、洗濯済みのシーツが敷いてある。

　窓は羽目殺しの木窓なので、床の穴に棒を差し込み閉じた扉へ立てかければ、意外なほどに安全な部屋となった。

　試しに強く扉を引いてみても、棒の強度もあってビクともしない。

　穴場の宿を見つけたと嬉うれしい気分で、背負子を木床に下ろしてベッドに腰掛ける。

　シーツの下に藁わらが敷かれてあるらしく、特有の匂いがテグスの鼻をくすぐった。

「軽く体を拭いちゃおうかな……」

　背負子から比較的綺麗な布と、革袋の水筒を取り出し、体を拭いていく。

「さて、この綺麗な短剣はいいものそうだから、『鑑かん定てい水すい晶しよう』を使って調べようっと」

　背負子の隠し箱から、神像から得た綺麗な剣身の短剣と、黒ずんだ水晶を取り出す。

「あと四回ぐらいは、どうにか使えるって言われたけど」

　錬れん金きん術じゆつで作られた鑑定水晶は、武器や薬品に植物など、迷宮で手に入れた謎の品々を、なんでも鑑定できる優れものだ。

　しかし使用する度に、水晶が黒ずんで鑑定内容が見にくくなる欠点がある。

　その上、【大迷宮】の中にある、あの不思議な町以外では滅めつ多たに手に入らない。

「ワレ、願う。この短剣の真なる名称と、その役割を知ることを」

　テグスの祝詞を受けて、短剣に押し当てていた水晶が小さく光る。

　光が消えた後で、水晶を右目の前に掲げた状態で、ランタンの明かりを通す。

「うーんと、名前が『補ほ短たん練れん剣けん』だってのは、分かったけれど……」

　表記が古代文字である上に、鑑定水晶の黒ずみで読めない場所が多数あった。




『銘：技■■の補短練剣

　効：■■神の祝福■■■、所■す■■の技■■得を■進■、■度の成長■■■する』




　テグスが確認できる表記は、たったそれだけしかない。

「何の神かは分からないけど、神の祝福つきってことは『神しん剣けん』の類たぐいなのかな？」

　神の祝福が施ほどこされた品々は、極ごく稀まれに迷宮で手に入り、特異な効果があることが多い。

　祝福のある武器を区別するため、探訪者たちは神剣や神しん槍そうなどと言い表す。

「なら、この補短練剣は、誰にも見せられないね。絶対、誰かが奪いに来るだろうし」

　短剣の数だけは困っていないので、補短練剣の使用はしばらく保留にすることにして、補短練剣と鑑定水晶を背負子の隠し箱へ戻してしまう。

　今日中にやるべきことはもうない。

　テグスはランタンの火を消してベッドに入った。

「ふわ～……やっぱり、一日で【小迷宮】を二つ攻略したら……少し疲れたかな……」

　安全な部屋の中ということもあって、すぐにテグスはぐっすりと寝入ってしまった。























【小しよう四よん迷めい宮きゆう】を攻略してから、移動を含めて二日。

　テグスは【小しよう一いち迷宮】と【小しよう二に迷宮】を攻略し終えてしまった。

　素早く攻略できた理由は、索さく敵てきの魔術を使用して、魔物の居場所を回避したためだ。

　加えて、それぞれの《迷めい宮きゆう主ぬし》が【小四迷宮】で戦った魔物の強化版だった。

　二本の長い角つのを持つ雄おすの《二に角かく甲こう虫ちゆう》が、【小一迷宮】の《迷宮主》。

　大きくなり牙も伸びた大人の《空くう腹ふく猪いのしし》が、【小二迷宮】の《迷宮主》である。

　似た魔物と戦った経験があるので、戦いやすかったのだ。

　しかし、攻略した後に入った小部屋では、どちらの神しん像ぞうが持っていた武器も特にいい物はなかった。

　それでもテグスは、二つとも布で磨いてから地上に戻った。

　これで残すは三つ──【小しよう五ご迷宮】と【小しよう六ろく迷宮】に【小しよう七なな迷宮】だ。

　テグスは古代文字の一から四の印が刻まれた鉄てつ証しようを指でなぞりつつ、次に行くと決めた【小五迷宮】への道すがら、育った孤こ児じ院いんに寄ろうとしていた。

　探たん訪ぼう者しやギルドの支部の前で、勤きん務むを終えたテマレノにばったりと出くわす。

　そして、立ち話もなんだからと支部の中に連れ込まれてしまった。

「どうだ調子は」

「上々だよ。【小一迷宮】から【小四迷宮】まで攻略し終えたしね」

　椅い子すに座ったテマレノに、テグスは鉄証を取り出して誇らしげに掲げて見せる。

　一から四まで印があるのを見たテマレノは、感心したような呟つぶやきを漏らした。

「ほぅ、たった数日でもう四つか。相変わらず成人したばかりとは思えない、図ず抜ぬけた成果を上げているな。それで、今日は鉄証を見せびらかしに来たのか？」

「【小五迷宮】に行く途中で、少したまった鉄てつ貨かを寄き付ふしに、孤児院に顔を出すつもりだったんだよ」

　鉄貨の入った袋を出したテグスは、気恥ずかしさで赤くなった頰ほおに笑みを浮かべる。

　テマレノは安心したように軽くため息を吐き出し、続けて呆れた表情になった。

「鉄貨を寄付しに寄る時間があるなら、次の迷宮に行け。【小七迷宮】がおすすめだな」

　勧すすめられたのが【小七迷宮】だったのを、テグスは少し意外に思った。

「【小七迷宮】って一番難しいって話だから、最後に回すつもりだったんだけど。仮証のときも、入り口で印をもらいに行っただけで、中は知らないし」

「仮証のとき──ああ、【小七迷宮】は一層目が最下層という、珍しい迷宮だったな」

「だから、仮証持ちの間では、行っただけで認可の一つがもらえるって有名だよ」

「……次に行く迷宮の話からずれたな。とにかく【小七迷宮】を勧めたと覚えておけよ」

　世間話の流れから、テグスは寄き付ふ金きんをテマレノに預けた。

　ついでに顔見知りで頼みやすいので、魔術の本を出してもらう。

　迷宮の攻略中、あったら便利だと思った魔術を探す。

　そして、武器の刃の切れ味を増すという『鋭えい刃じん』の魔術と、物を温める『温熱』の魔術を紙に書き写していく。

「そんなに何個も魔術を使うつもりか。お前、魔術を使って、大丈夫だったのか？」

「何個あっても困らないだろうし、大丈夫って何が？」

　テグスは本の中にある、『無む詠えい唱しよう』なる上級者向け技法に目を通しながら尋ね返す。

「……根こん拠きよはないが、きっと魔法すらすぐに覚えるんだろうな、こいつ」

　テマレノは驚き疲れたように肩をすくませ、達たつ観かんしたような呟きを漏らした。

　根拠はないと言いながらも、何か確信めいた物言いだったのが、気にかかる。

　とりあえず、時間が空いたら魔法を学んでみようと、心の中にとめておいた。

「本、ありがとうございました。それじゃあ、行ってきます」

「次に来るときは、寄付なんかじゃなく【小迷宮】を全部攻略した後にしろよ」

　テマレノの言葉を、社しや交こう辞じ令れい含みの励はげましだと受け取り、別れを告げて外に出る。

　寄付金をテマレノに預けてしまって、手ぶらで孤児院に入る気になれなかった。当初に立てた予定通りに【小五迷宮】へ向かうべく、テグスは道を駆けていく。

　道を弾み行く姿を、路上の浮浪者たちが沈んだ目で見つめ、暗い顔を浮かべた。

　近道をするべく裏路地の一つに入ろうとすると、待ち構えていた四人の男が、囲うように前後に立ちはだかる。

「……何の用でしょう？」

　いい気分だったのを邪魔されて、テグスは憮ぶ然ぜんとした態度で箱はこ鞘さやから短剣を抜いて、男たちに視線を向ける。

「軽い調子で歩きやがって、目め障ざわりなんだよ」

　言いがかりをつけてきた男は、酒に酔っているのか、赤ら顔で据わった目をしていた。

　他の三人の男たちも顔は赤いが、優位を信じ暗い喜びに思いを馳はせる目をしている。

　男たちの表情と態度を見て、テグスはあっさりと彼らをどうするか決めた。

「言いがかりなんて迷惑です、さっさと死んで下さい」

　言葉と共に、手を振る勢いで短剣を投げ放つ。

「──ぎぃあああああああああ！」

　酔いの深い方の男の目に短剣が突き刺さり、大きな悲鳴が上がった。

　その他の男たちは、突然の事態に動きを止めている。

　テグスは小こ鞄かばんから視認しにくい糸を出しながら反転し、背後にいた二人に接近した。

　一瞬の間に、二人のそれぞれの首へ輪にした糸をかけ、強く引いて食い込ませる。

　緩ゆるまないことを確認し、新たに抜いた短剣で結び目のすぐ上を切り離す。

「っかく──い、息が」

「くそ、この、かはッ」

　首に深々と食い込んだ糸に指をかけようとする二人は、息苦しさに地面に膝ひざをつく。

　テグスが普通の少年じゃないと気がついたのか、無事な一人が逃げ出した。

　男の後ろ姿を見ながら、テグスは目を押さえ地面を転がる男の首に、短剣を突き刺す。

　そのとき、ある思いつきが、テグスの脳のう裏りに閃ひらめいた。

「無詠唱か。物は試しだよね」

　テグスは本で読んだばかりの、魔術の無詠唱使用を試してみようという気になった。

　死体の目と首に刺さっている二本の短剣を引き抜き、逃げる男を目で追つい跡せきする。

　本の記述を思い出し、身体強化の魔術を唱えるときと同じように魔力を集める。

　口には出さず、心の中で［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］と呪文を唱えた。

　すると、いきなり成功したのか、背の背負しよい子こや自分の体の重さが軽くなる。

　さらに走りだせば、足が生み出す力の大きさに、魔術の効果を実感できた。

「そ、そんな。ま、待ってくれ！」

「駄だ目めですねッ！」

　走る勢いのままに、男の肺を狙って背中から二本の短剣を刺し入れる。

　そして背を蹴って引き抜いた。

　血を吐き崩れ落ちた男の襟えり首くびを摑んで、引き摺ずりながら来た道を戻っていく。

「魔物と戦うときは、無詠唱って意味がなさそうだよね。［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　無詠唱にがっかりな評価をつけつつ、新しく覚えた鋭刃の魔術を鈍なまくらな短剣にかけ、喉に糸が巻かれた二人へ向けて切れ味を確かめる。

　魔術で刃が薄く発光した短剣は、新品の肉切り包丁のように肉と骨を断ち切った。

　鋭刃の魔術の効果に満足して短剣をしまうと、死体となった男たちの持ち物を漁あさる。

「それにしても、無詠唱で身体強化した感覚って、とっさのときに予想外の力が出たときと、同じ感覚だったな……」

　手に入れた数十枚の鉄貨をもてあそびながら、どういうことかなと首を傾げた。

「……実は、前々から魔術を使っていたとか？　まさかね」

　自分自身で言ったことを否定して、テグスは【小五迷宮】へ再び足を向けるのだった。







【小五迷宮】付近のギルド支部にて、テグスはどんな魔物が現れ、どの部位が買い取り可能かの情報を仕入れた。

「換金率のいい魔物を狙う人で、迷宮の中は混雑しているから、気をつけなよ」

　職員の忠告も聞き終え、ようようと全十一層の【小五迷宮】の攻略に乗り出した。

「《斑まだら芋いも虫むし》は素材にならない、っと！」

　第一層と第二層に出る、《白芋虫》に紫色の斑はん点てんが浮き出たような姿の《斑芋虫》を、鈍な短剣で両断する。

　死し骸がいは捨て置き、より下層へ向かうべく通路を駆け続けていった。

　しかし、聞いてはいたが、いままでの【小迷宮】に比べて、すれ違う探訪者の数が多い。

「ちょっと、横を通してもらいますねー」

　集団で進む他の探訪者たちを追い抜いて、テグスは奥へ下へと足早に進む。

「《歪ゆがみ犬いぬ》か……毛皮が買い取り可能だし食べられるけど、狙うなら帰りかな？」

　三層と四層で新たに出会った魔物は、少し大きな犬のような見た目の《歪犬》。

　だが、右後ろの足の筋肉だけが異常に発達している点と、背骨の真ん中が山形に曲がっている点で、犬ではないと分かる。

　近づいてきた《歪犬》へ、テグスはここまで使用し続けてきた麻網を広げて投げた。

《歪犬》も逃げようとはしたが、足の筋力差で体勢を崩し、網に包まれてしまう。

　テグスは殺す時間も無駄と判断し、麻網を放ほう棄きして先に進んでいった。

　五層に到着し、テグスはここまでと同じ調子で駆け出そうとする。

　だが、五層はここまでで一番探訪者の数が多く、走るとぶつかりそうだった。

　テグスは、通路を小走り程度の速さで進み、他の人を避けて通っていく。

　少し先に進むと、三人組の探訪者が戦っているところに出くわした。

　相手は、黄ばんだ砂のようなもので体が作られている、子供の大きさの人型の魔物だ。

「砂のような体の人型の魔物……確か、《黄おう塩えん人にん形ぎよう》って名前だったっけ？」

　五層から探訪者の数が多くなった理由は、この《黄塩人形》を狙っているからだ。

　テグスは確認のために《黄塩人形》だったと思われる、地面に残った黄ばんだ粒に指をつけて口に運んでみた。

「しょっぱい。情報通りに、塩でできているんだ」

　口の中にジャリッとした砂の舌触りと、突き刺さる塩分の辛さが広がる。

　そう、この《黄塩人形》は、砂と塩でできている魔物だったのだ。

　そして、この砂混じりの塩は、〝雑踏区〟の住民の必ひつ需じゆ品ひんでもある。

　必需品なだけに買い手が多く、実入りも見込めるので、探訪者が集まっているのだ。

　しかし、《黄塩人形》は鈍どん器きの攻撃を手足で受け止めきる防御力を持つ魔物だ。見かけた三人組の探訪者も、木製の鈍器を振るって奮ふん戦せんしている。

「《黄塩人形》を探訪者が取り合っているなら、戦わなくても先に進めるかも」

　目的は迷宮の攻略なので、人を搔かき分けて進んでいく。

　すると、戦わずに五層に続き六層も通り過ぎることができた。

　到着した七層は、五層、六層と比べて、通路を進む人が少なくなった。

「ちょっと確認してみようか。［動体を察知パルピ・ベスタ］」

　索敵の魔術を使用して反応をみる。

　探訪者らしき集団で移動する反応は少なかった。

　すると、七層に人が少ない原因である魔物が、通路の奥からゆっくりとやってきた。

「《辛しん葉よう椒しよう草そう》だったね。情報だと、《黄塩人形》よりも換金率は高いらしいけど……」

　曲がり角から出てきたのは、膝丈ほどの長さの葉が集まった植物の魔物だった。

　鋸のこぎりの刃のような赤茶色の葉をガサガサと鳴らし、ゆっくり移動している。奇妙ながら牧歌的な雰囲気がある変わった魔物である。

　しかも、《辛葉椒草》は目の前にいるテグスを、襲おうとする素そ振ぶりすらないのだ。

　魔物とは思えない姿と行動は、戦うには簡単そうで、厄介そうには見えない。

「うーん、情報の確認のために、一匹だけ狩ってみようかな」

　テグスは少し距離を空けてから、《辛葉椒草》へと短剣を投げつけて命中させる。

　中心部に短剣を受けた《辛葉椒草》は大げさに葉を揺らして、短剣が刺さった場所から流れ出る汁を周りに飛ばすと動かなくなった。

　死んだ《辛葉椒草》に少し近づくと、テグスの目に痛みとも痒かゆみとも取れない違和感が現れる。

「攻撃されると、情報通りに体液を飛ばしたね。では、葉をちょっと味見で……ひ、ヒー、か、辛い！　ヒリヒリしてきた！」

《辛葉椒草》の葉の端を千ち切ぎって食べた途端、手で扇あおいで空気を口に送り込みながら、飲料水の魔術を使うより手早いので水筒の水を飲み始めた。

「こんな辛い葉の汁が、大量に空気中に飛んでたら、確かにたまったもんじゃないね」

　一匹が飛ばした分だけなら、今のように少しの違和感だけで済むだろう。

　だが仮に、大量の《辛葉椒草》が死に、飛沫しぶきがばら撒まかれたら、通りかかった人は目や喉の痛みで苦しむことになるだろう。

　加えて、《辛葉椒草》の葉は、それなりに硬くてギザギザに尖っている。

　この葉で不注意に肌を切ってしまうと、傷口に強烈な激げき痛つうが走るのだ。

　だからこそ、探訪者の多くが《辛葉椒草》を嫌い、倒そうともしないのである。

「僕にしてみたら、こっちの方が軽くていいんだけどね～」

《辛葉椒草》に刺さった短剣を摑んで持ち上げ、《辛葉椒草》を背負子に入れた。

「情報を聞いたときに、職員の人に持ってきてほしいって言われたけど……【小五迷宮】を攻略した帰りに狩ればいいかな」

　それからは、《辛葉椒草》と戦わず傷つけずに、七層と八層を進んでいく。

　やがて、九層に到着すると、大人の身長ほどの長さで、細めの縄ほどの太さの、茶色に青い縞しまが入った鱗うろこを持つ、蛇へびの魔物が現れた。

「《縞しま青あお蛇へび》は確か、毒がない魔物だったかな」

　しかし、長い牙を剝むいて威い嚇かくするその姿は勇いさましく、十分に危険に見える。

《縞青蛇》はそのまま這はい寄り、少し遠間から喉を狙って襲いかかってきた。

　毒がなくても、仮に長い牙に嚙かまれたら、人の頸けい動どう脈みやくが切られてしまうだろう。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　だが、テグスは落ち着いて横に避け、手の短剣に鋭刃の魔術を込めて振るった。

　牙が肌に触れる直前に、《縞青蛇》の首が宙に舞う。

「ふぅ──って、うわッ!?」

　しかし、仕留めたと安心したテグスの首に、頭がない《縞青蛇》が胴を巻きつかせ、締めつけてきた。

　慌てて自分の首と蛇の体の間に、腕を入れて窒ちつ息そくするのを防ぐ。

　息苦しさを感じながらも、《縞青蛇》の生命力が尽きて胴が緩むまで待った。

「ああもう、跡あとがついた！」

　少しの油断で招いた危機の証拠に、首と腕に鱗の模様にアザが刻まれていた。

　イライラと頭のない《縞青蛇》の尾を摑んで振り回し、大おお雑ざつ把ぱに血抜きをする。

　鈍な短剣を食道部分から差し入れて、開きにして内臓を取り出した。

「［ものよ温かくなれオジエクトン・ヴアルマン］！」

　鈍な短剣で《縞青蛇》の身を支えながら、温熱の魔術で温めていく。

　苛立ちのせいか、《縞青蛇》の開きはすぐに茹ゆでたような見た目になった。

　湯気が立ち昇るのを確認してから、テグスは齧かじりつく。

　脂の少ない鶏とり胸むね肉にくみたいな味で、もう一口食べたくなる美味しさだった。

　その味に思わず不機嫌なことを忘れて、口元に笑みを浮べてしまう。

　あえて一つ不満を漏らすなら、味付けをし忘れたことだろう。

「《黄塩人形》を狩って、塩を取ってくればよかった……」

　愚痴をこぼしてから、九層と十層を《縞青蛇》を相手にし腹に収めながら通る。

　いよいよ到着した、最下層である十一層。

　一通り用意を整え工作を行うと、なぜかギルド支部で唯一情報を教えてもらえなかった、【小五迷宮】の〝迷宮主の間〟へと入っていった。







　入った瞬間に他の【小迷宮】と同じ光景が広がる。

　出現した《迷宮主》は、【小五迷宮】のどこかで見たことがある姿だった。

「《黄塩人形》──じゃないよね。大人みたいに大きいし、体は真っ白だし」

　人型の白い魔物を観察しつつ、背負子を地に下ろす。

　そして、左回りに歩き始めた。

　白い魔物は静止したままで、テグスの行動を首を巡らせて見続けている。

　ここに入る前に作った武器を取りだそうと、テグスが前腰の小鞄へ左手を伸ばした。

　その瞬間、魔物が唐突に動き出した。

　しかも、大きく腕を振り、広い歩幅で突進してくる。

「くッ、いきなりッ！」

　視認しにくい糸で二つの小石を繫いだ武器を、小鞄から引っ張り出して投げつけた。

　人型だからと動きを阻そ害がいする道具を選んだのに、速度が足りず避けられてしまう。

　しかし、ここで得た少しの時間で、短剣を右手で抜いていた。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　鋭刃の魔術で、構えた短剣の刃に魔力の光が灯る。

　近寄ってきた魔物は、手を握って突き出してきた。

　頭を左横に振りながら避け、次に来た蹴りを横に跳んでかわす。

　魔物が振り回してきた腕をしゃがんで潜くぐったとき、反撃に短剣を突き出した。

　短剣は魔物が防御に用いた腕に刺さったが、硬い感触と共に抜けなくなる。

「なんだこの手応え──塩!?」

　短剣で削けずれた魔物の破片が口に入り、そのしょっぱさに目を丸くする。

　どうやら、この魔物は固まった塩で体ができているらしい。

　だが、驚いて動きを止めている暇はない。

　白い塩の魔物は短剣が刺さる腕を動かし、テグスの体勢を崩そうとしてきた。

　短剣から手を離して、仕切り直すために跳んで距離を取った。

　両者が離れてできた時間で、白塩の魔物は腕に刺さる短剣を抜いて地面に捨てる。

　すると、腕に開いた穴がだんだんと小さくなっていく。

「再生能力？　いや、体の塩を融ゆう通ずうして穴を埋めたのかな」

　そんな予想をしつつ、思い出すのは《黄塩人形》と戦っていた三人組の戦い方だ。

「鈍どん器き攻撃──体を砕いたり塩を削っていって、時間をかけて倒すんだろうね」

　結論を出し、前腰の小鞄から、糸で二つの小石を繫いで作った武器を出す。

　糸で繫がれた片方の石を摑む。

　そして、もう一方を大きく旋せん回かいさせ始めた。

　今度は手放さず、鞭むちを使うようにして、旋回させた方を打ちつけていく。

　白塩の魔物は腕で防御したが、衝撃で塩の破片が宙を飛んだ。

　当たったのを確認してから、糸を引いて回収し、また振り回しては打ちつける。

　白塩の魔物は腕で防御しながら、歩いて近寄ってこようとしていた。

　テグスは努つとめて一定距離を保ち続け、一方的に打ち据え続ける。

　防御する腕から、石が当たるたびに塩が散っていった。

　だが、白塩の魔物は学習したのか、徐々に防御が上手くなってきている。

　このままでは、手詰まりになると考えて、テグスは武器を投げつけた。

　唐突な使用法の変化に対応を誤り、白塩の魔物は腕で受けてしまう。

　固結した白塩の体の周りを石が巡り、見えにくく頑丈な糸が巻きついていく。

　しかし、魔物はとっさに肩かた肘ひじを張って、動ける隙間を作ろうとしていた。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　多少でも行動が阻害できている隙に、両手に構えた短剣に鋭刃の魔術を使用する。

　走って近づき、巻かれた糸の合間を通すように、短剣で連続攻撃を繰り出した。

　二つの短剣と塩の塊かたまりがぶつかり、ガリガリと削り合う音が鳴り続ける。

　だが、塩の体では痛みを感じないのか、気にせず糸を解ほどこうと腕を動かしている。

　感情のない見た目通りの人形のような振舞いに、テグスは短剣を振るいながらもだんだんと焦じれてきた。

　次の打開策を模索していると、短剣を振るったときに飛んだ汗が、白塩の魔物の表面に染み入ったのが目に入った。

　テグスの脳のう裏りに、閃きが走る。

　この思いつきを試すべく、テグスは右手の短剣を魔物の腹部へ刺す。さらに、人差し指を短剣の刃に沿って伸ばした。

「［水よ滴れアコヴイ・フアリ］！」

　飲料水を生む魔術を唱え、伸ばした指先から勢いよく水を出す。

　指の先から出た水は、テグスの予想通りに白塩の魔物の体に吸い込まれていく。

　白い塩の体が、水に濡れて灰色っぽく変化してきた。

　だが、糸を解き終えた白塩の魔物は、何もなかったかのように、テグスに殴りかかろうとする。

　水を含み色が変わった腰の部分を捻ひねり──水で変色した胴どう部ぶがいきなり崩れ落ちた。

　そこからの白塩の魔物の崩壊は早かった。

　胸下から膝上までが水で一気に崩れ、湿った音とともに全身が地面の上に落ちた。

「ふぅ……やっぱり塩なんだから、水に溶けるよね」

　指から出していた水を止め、床に落ちた魔物を見る。

　すると、降参の意思を伝えるように、水がかかっていなかった部分が崩れて、白い塩の山に変わった。

「はふぅ……今回の相手は、強くはなかったけど硬かった」

　汗をかいたので、テグスは指で白い塩を一ひと掬すくいして舐なめてみた。

《黄塩人形》の砂混じりの塩よりも、舌に広がる塩の風味が心地いい。

「硬い上に格かく闘とう技ぎも使ってくるから、白塩の魔物を狙う人がいないのかな？」

　美味しくきめ細かい手触りと白さの塩を、攻略の証あかしの赤い魔石に変えないといけないので、勿もつ体たいなさを感じながら魔石化する。

「ふぅ、【小迷宮】の数字が増えるたびに《迷宮主》が手て強ごわくなってるよね。このままだと【小七迷宮】では、どんな強い魔物が《迷宮主》で出てくるんだろう」

　赤い魔石を拾いながら、憂ゆう鬱うつそうに言った。

　でも口元は、まだ見ぬ魔物を想像して、楽しそうな笑みを浮かべている。

　岩が動く音とともに出現した出口の先で、出会った神像が持っている武器はボロボロなものだけだった。

　テグスは神像の苔こけむした場所を丁寧に拭き、職員に頼まれた《辛葉椒草》を集めるべく、来た道を引き返し始めたのだった。







　八層まで戻って《辛葉椒草》を狩り集め、背負子に回収していく。

　だが、大量に倒せばその分だけ飛散する《辛葉椒草》の汁で、目が痛くなってくる。

「そんなときに、この魔術。［そよ風よ吹けゼフイロ・ブロヴイ］」

　手からそよ風よりやや強い風が吹き、空中に漂う《辛葉椒草》の飛沫を吹き飛ばす。

「うん、大丈夫そうだし、《辛葉椒草》を背負子一杯に持って帰ろうっと」

　安全な方法を身に着け、八層と七層で倒した《辛葉椒草》を背負子に入れていく。

　ほどなくして背負子が満杯になり、テグスは地上へと戻ることにした。

　六層の通路を進んでいたとき、踏み入った小部屋状に開けた場所で《黄塩人形》と戦う、首輪をつけた少女に出くわした。

　何気なく観察していると、少女が右足を軽く引きずっていることに気がついた。

　足を痛めているらしい少女は、《黄塩人形》の攻撃を防ぐのに手一杯なのに、それでも逃げようとしない。

「いけない！」

　助けに入るか否かテグスが悩んでいたら、《黄塩人形》の蹴りが少女の腹にまともに入ってしまっていた。

　少女は体をくの字に曲げると気絶したのか、崩れ落ちる。

　テグスは急いで介入することに決め、駆けながら抜いた短剣で《黄塩人形》の首を刺し貫いた。

　首に短剣を根元まで刺された《黄塩人形》は、崩れて黄砂混じりの塩の山になった。

「……なんだか凄く刃が入りやすかった。砂混じりで塩が固まってなかったのかな？」

　呆気なさすぎて、白塩の魔物との差異に、テグスは戸惑ってしまう。

　消化不良な気分を抱きつつ短剣を箱鞘に戻し、ぐったりと倒れる少女を助け起こす。

「ねえ、大丈夫かい。ちゃんと生きてる？」

　反応がないので、うつ伏せから仰あお向むけにさせて生死と怪我の具合を確認する。

　薄汚れた肌の上にボロボロの衣服を着た、テグスと同年代の顔立ちの少女だった。

　栄養状態の悪さを表すような、真っ平らな胸を上下させて息はしている。

　死んでないと安心して、少女の服を軽くめくって怪我の有無と状態を確認する。

　このときに、胸の頂点も見えてしまう。

　だが、人命救助に意識を向けているので、テグスは気にもしない。

　体を見ると、少女の浮いた肋ろつ骨こつとへこんだ腹の間──《黄塩人形》に蹴られた場所が跡になっていた。

　内臓が壊れるようなひどい怪我ではないと、触れた感触と色から判断する。

　怪我は他にも手足に多少あったが、治ち療りようの必要がない軽度なものだった。

　むしろ、怪我より栄養失調で危険そうに見える。

「【小五迷宮】でやることは済んじゃったから、この子の仲間を探してもいいんだけど、いなそうだよなぁ……。多分、孤児院の子だろうから連れていってあげようか」

　背負子があることと、戦せん闘とうになったら少女を地面に置かないといけなくなるので、自ずと抱っこをする形になる。

「あ、獣じゆう人じんだったのか、この子」

　抱え上げて尻の下に置いた手が、服の中から垂れ下がったフサフサな尻尾しつぽに触れた。

　ぐったりしている少女の頭をよく見ると、特徴である獣けもの耳みみがボサボサの頭髪に埋まっていた。

　だが、獣人だと知ったところで、対応を変えることはない。

　テグスは少女を抱えて走りながら、極力伝わる揺れを抑えつつ地上へ急いだ。







　やってきた【小五迷宮】近くの支部で、職員の男性に赤い魔石と鉄てつ証しようを渡しつつ、腕の中の少女のことも話した。

「若いのに一人で《精せい塩えん人形》を倒すとはな。その上に人助けするなんて、感心だ」

　白い塩の魔物の正式名称は《精塩人形》だと頭に入れつつ、職員の言葉が予想していたのとは違っていることに気がついた。

「あれ。この子、ここの支部の孤児院の子じゃないの？」

「孤児院で見たことはないな……その子の鉄証があるなら、ちょっと見せてみなよ」

　テグスは少女の衣服から鉄証を探しだして、職員に手渡す。

「鉄証の裏面を見れば──名前は、ハウリナ。この生年月日なら、十三歳だな」

　ハウリナという名の少女がテグスと同い年と分かり、新米の探訪者だとも分かった。

「それで何ど処この子か分かりますか？」

「分かるのは、孤児じゃないってことだけだな。外から来て鉄証を作ったって印があるんだよ。お前のと見比べてみてよ」

　ハウリナの鉄証とテグスの鉄証を見比べてみると、中心にある模様が異なっている。

　テグスの鉄証の模様は、三重丸で囲われた中に、崩した古代文字の三をつる草や花で飾り立てたようだった。

　対してハウリナの鉄証には、囲まれた中が無地な三重丸である。

「その模様で、子供が孤児からか外と様ざまかが、すぐに分かるようになっているのさ」

「何でそんなことをしているんです？」

「迷宮都市で育ったお前らと、他からの無知なガキを同列にして、なんの得があるのさ」

　ギルドが探訪者の背景を見分けるのに、この模様を使っているのだろう。

　例えば、迷宮都市で孤児から成人になれた人は、それだけの力が備わっているので、ギルド側としては即戦力に数えたいわけだ。

「それじゃあ、どこの子か分からないですね。この女の子、どうしましょう？」

「関係者が見つかるまで、一時的にここで預かるのは可能だ。コレが必要だけどな」

　受付の男は親指と人差し指に中指を使って、何かを擦こする動きをする。

　それは硬貨を擦り合わせて音を出す動きの模も倣ほうで、要するに金銭を要求していた。

　テグスは手持ちの少ない鉄貨を全て、その職員へと手渡した。

「これなら、二日三日は預かれる。だが見つからなかった場合はどうする？」

「【小しよう三さん迷宮】の孤児院に行くように言って下さい。テグスに言われて来たといえば、追い返されることはないでしょうから」

　こうしてハウリナを預けたテグスは、忘れかけていた背負子の中の《辛葉椒草》を、全て買い取り窓口にて換かん金きんした。

　すると、多くの鉄貨を得たので、職員に追加の預かり賃を払おうかと考えた。

　だが、ハウリナの怪我の具合なら三日もすれば回復するだろうと考えて、必要ないと判断する。

　手にした鉄貨をどう使おうかと思案しながら、支部から外へと出ていったのだった。







　次の日。

　朝早くに、レアデールがいる【小三迷宮】の孤児院へと、テグスはやってきた。

　もしかしたら、行き場を失ったハウリナが数日後にくるかもしれないので、あらかじめ伝えておこうと思ったからだった。

　だが再び、探訪者ギルドの支部の前で、テマレノに出くわした。

「おお、テグスか。お前に伝えなきゃならんことがあったんで、丁度いいな」

「伝えなきゃいけないって、どうしたの？」

「いや～、まさかお前がな～……」

　どんな反応を期待しているのか、テマレノは一人で面白がっている。

　だが、何のことだか見当もつかないので、テグスは首を捻ひねるばかりだ。

「いやー、お前が恋人を、レアデールに会わせたらしいじゃねーか。つい先日、大人になったばっかりだってのに、お盛んなことだな、オイ」

　全然話が見えないので、テグスは怪け訝げんな顔を浮かべることしかできない。

「……えーっと、それってどういうこと？」

「おいおい、隠すことないだろうよ。昨日いきなり、獣人の娘がテグスを訪ねてきて。もう孤児院のガキが、兄ちゃんの彼女って騒いで──って違うのか？」

　テグスの表情を見て、テマレノは楽しげな顔を止やめて聞いてきた。

「違うって。《黄塩人形》に殺されかけた女の子を、迷宮で助けただけ。その子は彼女とか、恋人とか、そんなんじゃないから」

「チッ、なんだよ。食い意地だけのガキが色気づきやがったと思ったのによ～」

　勝手に抱いた期待でなにを失望しているのかと、呆れてしまう。

「まあいい。レアデールが、テグスが来たら顔を見せろって伝えて、って言ってたぞ」

　しかし、テマレノの言い放った言葉に、テグスは一転して慌て出した。

「どうして先に言わないんですか！　レアデールさんは怒らせると怖いのに！」

「いいじゃねえか。どうせ、お前がこんなに早く来るとは思ってないだろうよ」

　テマレノが去っていくのを見送らず、テグスは孤児院に急いで入っていく。

　調理場へと顔を出すと、レアデールがニッコリと笑って手招きしていた。

「おはよう、テグス。朝食作るの手伝ってくれない」

「いいけど。何か僕に用事があるんでしょ？」

「あの子のことについて少しね。でも、子供たちが起きてくるまでに朝食作らないと」

「……分かった。何から手伝えばいい？」

「ありがとう。じゃあ、芋の皮かわ剝むきをお願いね」

　相変わらず精せい霊れい魔ま法ほうで調理するレアデールの横で、テグスは黙もく々もくと芋を剝むいていく。

「はい、じゃあ笊ざるの上に山盛りにして、鍋の上に置いて布ふ巾きんを被せてっと。じゃあ、火の精霊さん～、お鍋の水を温めて～、湯気をもうもう出しちゃおう～♪」

　竈かまどに精霊の火が焚たかれる。

　あっという間に、鍋の水がお湯に変わり、息苦しいまでの湯気が噴き上がった。

　噴き上がる湯気で芋を蒸している間に、野菜や野草と香こう草そうでスープを作っていく。

「もう一人の火の精霊さん～、こっちのお鍋はじっくり温めたいの～、だからダラダラしててね～♪」

　少し仕込んであったようで、お玉でグルグルとかき回す鍋から、いい匂いがしてくる。

　手伝うことはなくなり、テグスはあのことを尋ねることにした。

「獣人の女の子について話があるんだよね？」

「その件はちょっと待って。子供たちが朝ごはん食べた後でね」

　レアデールが調理の手を止めて後ろを振り返り、テグスもつられて振り向く。

　食堂の出入り口付近に、孤児院の子供たちと一緒に、獣人の女の子──ハウリナが立っていた。

　レアデールにあれやこれやと世話を焼かれたのだろう、助けたときよりかなり小こ綺ぎ麗れいになっていた。

　艶つやのある毛先が白い茶髪は、後頭部で一ひと括くくりにされて、肩けん甲こう骨こつ辺りまで伸びている。

　警戒している勝気そうな翠すい緑りよくの瞳と、意志の強さを表してそうなキリッとした眉を持ち、鼻はやや高めで唇は薄く紅あかい。

　そして、なぜか取られている首輪の跡が、うっすら残っている。

　体の発育は遅いのか起き伏ふくもないが、整った顔立ちと手足の長さが印象的に映る体型だ。

　しかし、痩せすぎて骨が浮き出ているので、ぱっと見では勝気そうな欠食少年に見えてしまう。

　でも、物を食べて少しふっくらすれば、絶ぜつ世せいの美少女になると思える資質があった。

　思わずテグスが、昨日助けた子とは違う女の子じゃないかと疑ってしまうほどに。

「ほら、みんな座って、蒸ふかし芋とスープを食べましょうね」

　テグスとハウリナがお互いに立ち尽くしているので、レアデールが行動を促うながす。

「「「は────い」」」

　元気よく孤児たちが返事をして、ハウリナを引っ張って空いている席に座らせ、テグスも手を引かれた。

　三十人ほどの孤児たちが椅子に座り、全員いっしょに朝食を食べ始めた。

「はぐはぐはぐ！」

　食器を使ったことがないのか、ハウリナは蒸かし芋を手て摑づかみで食べ、スープも木皿を摑んで豪ごう快かいに飲んでいく。

　誰にもこの食事を渡してなるものかという、必死な食べっぷりだった。

「こらッ。あなたたちは、ちゃんとスプーンとフォークを使いなさい！」

　孤児たちが真似して手摑みで食べようとして、レアデールにその手をはたかれる。

　いつもとは違う食事風景の中、テグスが半分ほど食べ進めると──

「はふぅ～～……」

　ハウリナは芋の欠片を指で拾い、スープの滴しずくを舐なめ取るようにして食べ終えていた。

　それでも食べ足りないのか、チラチラと窺うかがうように、テグスの芋を横目で見ていた。

　テグスは苦笑いしながら、口をつけていなかった芋を、ハウリナの皿に置いてあげた。

「ありがとっ！」

　すると、蕾つぼみが花開くようにして笑顔になったハウリナが、幸せそうに食べ始める。

　少女らしく可愛らしい声に、テグスは驚いて思わず見つめてしまう。

　目め敏ざとく見ていたレアデールが、失礼だとテグスの後頭部を平手で強めに叩いた。

　注意され、少しばつの悪い顔をしながら、テグスは自分の分を食べ進めていく。

「朝ごはんを食べ終わったなら、子供たちは遊んでらっしゃい。お母さんは、この二人と難しい話をするから」

「「「は──い！」」」

　難しいという一言が効いたのか、小さな孤児たちは我先にと出て行ってしまう。

　三人だけになり、レアデールに指定された椅子へ、テグスとハウリナは座り直す。

「さて、お互いに自己紹介からね。私はレアデール、この孤児院のお母さんよ」

「えっと、テグスです。十三歳になったばかりで、鉄証持ちの探訪者です。迷宮は【小一迷宮】から【小五迷宮】まで攻略済みです。人生の目標は全部の迷宮の全てを、この目で見ることです」

　レアデールから視線で指示を受けたテグスは、無ぶ難なんに自己紹介を終わらせた。

「ハウリナ。『白はく狼ろう族ぞく』の支族、『黄こう牙が』の民。十三歳……奴ど隷れい……」

　少女の声ながらも硬い口調で、ハウリナは自分のことをそれだけ話した。

　最後の一言には、言い表しようのない悔しさが滲にじんでいる。

　だが一点、迷宮都市では聞きなれない言葉に、テグスは首を捻ひねった。

「奴隷って、この迷宮都市にいたんだ。奴隷商なんてなかったと思ったけど？」

　ハウリナがビクリと奴隷という言葉に反応する。

　しかし、二人とも見なかったことにした。

「その通りよ。この迷宮都市に法律なんてないから、奴隷制度も存在してないわ」

「でもその言い方だと、本当はあるって話に繫がったりする？」

「そうね。迷宮都市に法律がないから人を売り買いしてもいい、って考え方をする人たちがいるのよ。流る民みんや難民に売らせた子や、さらった人たちに『奴隷枷かせ』を着けて売っているの。この子のは、私が外しちゃったけどね」

　テグスは、奴隷枷のことだけは、噂うわさで聞いたことがあった。

　奴隷枷とは『命令の指輪』と一対で、錬れん金きん術じゆつで作られる道具だという。

　主人が指輪をはめて罰したいと思うと、奴隷枷が奴隷に軽い衝撃を与えるらしい。

「つまり、奴隷枷をつけられてるだけで、迷宮都市には奴隷がいないってことでしょ」

「──？　なに、言って、いる？」

　迷宮都市の常識をハウリナは知らないらしく、認識に違いがあるようだった。

「えーっとね、もうハウリナちゃんは、奴隷じゃないってことは分かったかしら？」

「奴隷ない？　奴隷いる、沢山、檻おりの中。主人、ここで、奴隷、買った」

「それは勝手に、人を売り買いしているだけなの。だから奴隷じゃないのよ」

「本当に、本当に。ここ、奴隷ない？」

「ええ、ないの。だからハウリナちゃんは、ハウリナちゃんとして生きられるのよ」

　ハウリナは少し呆然とした後で、何かをこらえるようにぐっと顔に力を入れると、俯うつむいてしまった。

　泣き顔を隠すように、レアデールは両腕の内にハウリナを入れ、強く抱き締める。

　テグスは、しんみりした空気を読んで、静かに座ったまま待つことにした。

　やがて、ハウリナの方から、レアデールの体を軽く押して体を離す。

　てっきり泣いていたかと思いきや、目に泣いた痕こん跡せきはなかった。

　むしろ、意志の強さを映した瞳で、様子を窺っていたテグスを射抜いてくる。

「助けてもらった、聞いた。迷宮から」

「ま、まあ、確かに助けたけれど」

　なぜ睨むに近い視線を向けられているか分からず、気き後おくれしながらうなずく。












「命の恩、命で返す。白狼族のオキテ。あなた、新しい主あるじさま。守る、命いのち懸かける」

　言いたいことは言ったと晴れやかな顔をして、テグスの足元に伏せた。

　その姿は、狼が新しい群れの主に平服するような、偉い大だいなる先せん導どう者しやに最大の敬意を払った教きよう徒とのような、そんな厳おごそかな雰囲気があった。

「その、いきなり主様とか言われても、困っちゃうんだけど」

「ダメ、か？」

「テグス、黙って主になってあげちゃいなさい」

　尻込みするテグスに、レアデールから拒否を認めない口調の言葉が放たれた。

　今までもこれからも、一人で迷宮に挑むと意気込んでいたテグスには、あまりにも突然な要よう請せいだった。驚いて振り向いた視線の先には、聞き分けのない子を叱るときの、レアデールの笑顔があった。

　この笑顔のときに、変に抗こう議ぎをしたら大変なことになると、テグスはわかっていた。

　実質、テグスの取るべき道は一つしかない。

「分かったよ、ハウリナの新しい主になるよ」

「よかった。一生、従う」

　ハウリナが再び平伏しようとするのを、テグスは慌てふためきながら止める。

「ちょっと待って。これから主従になるなら、色々と決めごとを作ろうよ」

「聞く。どんなことでも、いい」

　そしてテグスは、レアデールも交えてハウリナと話し合いをしていく。

　最終的に、三人の間になされた取り決めは──

　ハウリナは主呼びは禁止し、テグスを名前で呼ぶこと。

　ハウリナは探訪者として、テグスと一緒に行動すること。

　テグスはハウリナの準備が整うまで、迷宮の攻略を休むこと。

　ハウリナに言葉を、レアデールが教えること。

　という四つだった。

「新しくテグスと同年代の可愛い娘ができるなんて。早速、言葉遣いからね！」

「わかった！」

　レアデールはハウリナに、とても嬉しそうに言葉を教え始める。

　一方で、テグスは迷宮の攻略が休止になり時間ができたので、心にとめておいたあることをやりに支部に向かうのだった。







　今回、テグスが探訪者ギルドの職員から借りるのは、魔法のことが書かれた本だ。

　前にテマレノから、魔法もすぐに覚えてしまいそうと言われたのを思い出し、テグスは一度は試してみようと考えたのだ。

　最初の部分は読み飛ばし、魔法の実践編に入ったところから、じっくりと読む。

　この本に書いてあることによると、種族によって得意な魔法が異なるとのこと。

　レアデールのような樹き人じん族ぞくは精霊魔法に優れ、『頑がん俠きよう族』は『鍛か冶じ魔法』が得意で、『草そう隠いん族』は『五ご則そく魔法』、『獣人族』はそれらの魔法が苦手な代わりに魔術が得意。

　それで『人間種』はというと、どの魔法も扱えたり扱えなかったり。魔術も使えない人がいたりする。そんな多種多様なのが特色なのだそうだ。

「もしかして〝雑踏区〟から先に行かない人って、このどちらも使えない人かな？」

　そんなことを考えながら、ゆっくり魔法の本を読み進めていく。

　すると魔法別に、まとめて書かれている頁ページを見つけた。

「まずは精霊魔法。これには、水なら水筒、火なら松たい明まつといった、属性媒体が必要？」

　レアデールが料理する場合、水みず瓶がめが水の精霊、竈が火の精霊の媒体だったのだろう。

　納得したテグスは、基本の中から土の精霊魔法を選び、使用してみようとする。

「精霊魔法は『お願い』の魔法。精霊にやって欲しいことを想像し、魔力を差し出す。楽しげにすると、なおいい」

　テグスが脳裏に描いたのは、歌いながら精霊を使って料理をするレアデールの姿。

　あれは実に楽しげだが、流石にいま支こ部こで歌うのは、恥ずかしく感じる。

　なので、以前テマレノに魔力が多そうだと言われたこともあって、多く魔力を差し出すワイロ戦法で、お願いを聞いてもらおうと考えた。

「土の精霊さん。手を当てた場所を、ちょっとだけ出してくれません？」

　地面に手を置いて精霊に頼んだ口調が、レアデールの歌の一節みたいだった。

　しかし、お願いは土の精霊にちゃんと通じたようだ。

　テグスが集めた魔力を、何かがパクリと食べた感触が手に走り、手を当てた地面が拳こぶし一つ分だけ小さく隆りゆう起きした。

「……一応はできたけど、これは精霊魔法の適てき性せいがあるって考えていいのかな？」

　魔法の本には、才能のありなしの基準は書かれていなかった。

　これでは、成功しても精霊魔法の才能があるのかは、いまいちよく分からない。

「そうだ元に戻さないと。土の精霊さん、これを平らに戻してくれませんか？」

　試す意味を込めてもう一回。

　しかし、今回は何か不満があるのか、隆起した場所は元に戻らない。

　諦めずに魔力を手にためた状態に保っていると、まるで仕方がないと言いたげに魔力を食べる感触がした。

　すると、非常にゆっくりとした動きで、隆起した部分が元に戻っていく。

「本当に助かりました、土の精霊さん。ありがとうございました」

　元に戻った地面を、テグスは手でなでながら、いるであろう土の精霊にお礼を言う。

　だが、才能があるのか、たまたま成功したのかの判別に困ってしまった。

「いったん保留にして。気を取り直して、別の種類の魔法──次は鍛冶魔法だね」

　初心者用の鍛冶魔法、石を二つ繫ぐ『結けつ合ごう』という魔法を、使ってみることにした。

　二つの石を小鞄から取り出し、左右の手に石を一つずつ持つ。

「［石トン─連結コシオン］」

　この呪文を唱えて魔力を通すと、二つの石の端と端が繫がるらしい。

　しかし、テグスには鍛冶魔法の才能がないのか、魔力を与えても石はくっつかない。

「うん、諦めて、次は五則魔法だ」

　初心者向けの魔法は、二つ書かれてあった。

　物を一瞬だけ宙に止める『保持』と、投げた物の軌き道どうを途中で曲げる『曲きよく投とう』だ。

「ここでなら、保持の方を試してみようかな？」

　支部の建物内なので、テグスは持っている石の片方を、指で摘つまみ直して持ち上げる。

　そして、地面に落ちる手前で止まる姿を想像しつつ指を離す。

「［物よ瞬の間だけオブジエクト・シイヴエリス・空中にて静止しろデム・モメント・デ・チイエロ］」

　魔術のときより大分長い呪文を、間違えないようにゆっくりと唱える。

　すると、テグスが思い描いた通りの場所で、小石がほんの一瞬止まり、地面に落ちた。

「［物よ瞬の間だけオブジエクト・シイヴエリス・空中にて静止しろデム・モメント・デ・チイエロ］」

　再び。今度は地面とほんの僅わずかな隙間を開けて、石が一瞬静止して、地面に着地する。

「……これって、意外と色々なときに使えるんじゃ？」

　例えば、高いところから落下したとき。地面にぶつかる直前にこの魔法を使えば、勢いを殺して安全に着地することが可能になる。

　もしかしたら、飛んでくる武器を空中で静止させることも、可能なのかもしれない。

　それがどんなに凄いことか理解して、テグスは五則魔法が気に入ってしまった。

「曲投の五則魔法の呪文は、色々変化があるね」

　投げた物を曲げる方向によって、呪文の後半が変わるのを面白がり、他にどんなのがあるんだろうと本を読み進めていく。

　頁を捲めくって目についた、五則魔法を使う際に気をつける点という項目を読んでいく。

　項目に書かれている内容は、五則魔法は他の魔法や魔術より魔力を多く使うこと、魔力の欠けつ乏ぼうが起こりやすいこと、魔力欠乏の症状と対処法などだった。

「五則魔法は、長時間使っちゃ駄目なのか。でも、『焚たき火』の魔法とかあるけど」

　さらに読み進めていって、とある一文を読んだ瞬間にテグスは思わず頭を抱えた。

「初級以上の五則魔法を使う場合。専用の杖か神に祝福された武器が必要になります。って、どっちもお金を積んだって〝雑踏区〟じゃ手に入らな……」

　テグスは思い出した、背負子の隠し箱の中に、神の祝福が施ほどこされた短剣──補ほ短たん練れん剣けんを持っていることをだ。

「……これはもう、五則魔法を学べって、神様のお告げだよね？」

　魔法を学ぶためのお膳ぜん立てがされているので、思わず呟きを漏らしてしまった。

　だが、補短練剣を使うのならば、鞘さやを新たに手に入れなければならないだろう。

　もしも、鈍な短剣と間違って投げてしまったら、目も当てられない。

　考えていると、遠くからテグスを呼ぶレアデールの声が聞こえた。

「どうしたの？」

「ハウリナちゃんがバテちゃったから、気晴らしさせてあげられないかしら」

「わふっきゅぅ～～～～」

　顔を出した食堂で、ハウリナが机の上に頭を乗せて目を回していた。

「これはまた、詰め込んだようだね」

「言葉を覚えるには、忘れる量より多くを詰め込めばいいのよ！」

「……なんで僕以外、古代語を忘れたのか理由が分かった気がする」

　丁度、武器屋に行くつもりだったので、ハウリナを連れて外へ出ることにした。

「武器屋なら、支部の横の脇わき道みちを進んで、五軒目に『ツェーマ武器店』があるわ」

「じゃあ、まずはその武器屋に行ってみようかな。ほらハウリナ、散歩に行くよー」

「わふっ、散歩いく、のよですー」

　勉強で起きた混乱が頭から抜け切っていないようで、変な言葉遣いでふらつきながら、ハウリナは尻尾を揺らしてテグスについていくのだった。







　ツェーマ武器店は、敷地面積は広いが狭い間口の、あばら屋改造型の店てん舗ぽだ。

　武器屋を表す看板の絵が、何故か剣や槍ではなく、棍こん棒ぼうなのが特徴のようである。

「ここだね」

「主──テグス。なぜ、この場所に、です？」

　ハウリナは勝気な瞳の輝きはそのままに、どこか命令を待つ猟りよう犬けんのような雰囲気で、テグスの横に立って顔を向けてきた。

「ここでちょっと買い物をしようとね」

「そうか、です。では、待つ、です」

「いやいや。ハウリナも来るんだからね」

「買う金、ない、です」

「武器を買うかどうかは別として、こんな場所に女の子を一人で置いて行けないよ」

「女の子、違う。黄牙の民、戦士、です」

「《黄塩人形》に負けたのに、戦士なの？」

「……戦士、違う。女の子、です」

　耳を伏せ肩を落としてしょんぼりする姿が、叱られた飼い犬のようで可愛らしい。

　テグスは冗談だと分からせるために、ハウリナの茶と白が混じった髪を梳すくようになでてやった。

　頭に手を置いたときにビクッと体を硬こう直ちよくさせたが、優しい手の動きに体から力が抜け、表情も緩んでいく。

「んッ──わふぅ～～～んぅ～～」

　身を任せるように、髪と同じ色合いの獣耳を押しつけ、なでてと催さい促そくし始めた。

　テグスは満足するまでなでてやってから、二人でツェーマ武器店の中に入る。

「すいませーん。レアデールさんから、ここを勧められたんですけどー」

「はいよーって、レアデールの紹介かよ。案の定、孤児院のガキが二人だしよぉ」

　いい態度とは言えないが〝雑踏区〟では、これが普通の接客態度である。

　しかし、ハウリナは声が聞こえた瞬間、警戒しだした。テグスは大丈夫だと、なでて教えてあげる。

「今日はどんな用かね。腰の剣みたいに刃のある武器は、ここじゃ扱ってないぜ」

　言葉通りに鈍どん器きばかりの店内を、テグスは興味深そうに見回す。

「何で剣とかを扱ってないんですか、売れるでしょ？」

「盗まれる心配がなくて安全に売れて稼かせげるからこそ、鈍器の専門店なんだよ」

「ふーん。とりあえず、短剣用の鞘があれば二つ欲しいんですけど」

　一つは補短練剣用。

　もう一つはハウリナに持たせる鈍な短剣用の鞘が要るからだ。

「だから、剣はないと言っただろ。まあ、鞘だけはあるぞ、補修用のだがな」

　差し出してきたのは、一つは木でできたもので、もう一つは革でできた鞘だった。

「このどっちか選べ。木のほうが鉄貨で百枚、革の方が五十枚だ」

「え、木の方が高いんですか？」

「ここじゃ魔物の革なんぞピンキリだ。逆に木の方は、【中ちゆう迷めい宮きゆう】以降の迷宮でしか、鞘になるようないい木材が手に入らんからな。ぐっと高くなる」

「へぇ～。でも、この箱鞘は、結構な安値だったんですけど？」

　ポンポンと叩いたのは、右腰にある包丁入れのような箱状の鞘だ。

「そりゃあ、包丁入れを改造したヤツだろ。日用品は行商人が外から持ってくるんで、ここでも大量に出回っているぜ。だがなあ、坊主それ不ふ便べんだろ？」

　テグスは意味が分からず首を傾げ、店主に次の発言を促す。

「普通、留め金がない鞘に武器入れていると、戦せん闘とうの最中で抜け出たりしないか？」

「いいえ。ちょっと動いたりはしますけど、体の使い方でどうにかなりますし」

　どんな動きをしているのかを見せるように、中腰で短く前後移動する。

　移動するテグスの動きは滑らかで、歩くときに頭の位置の上下幅がやけに小さい。

「……子供のくせに、ぶっ飛んだ技術持っているな。だが悪いこと言わねえから、留め金つきの鞘を買え。特に、そっちの嬢じようちゃんに、短剣を使わせるつもりならな」

「確かに、動きを身につけるより、留め金をしたほうが簡単でしょうね」

　理由を理解して、テグスは感心したようにうなずいた。

「……留め金のない鞘を使って戦えてるのが、こっちは不思議でならないがな」

　店主は説明に疲れた様子で、どちらか選べと二種類の鞘を手渡す。

　両方を見つつ、よく分からないので、テグスは自分では選ばないことにした。

「どっちがいいか、教えてください」

「おい、高く売れるからって、木の鞘を勧めるとは思わないのか？」

「色々と聞いて答えてくれる人は、大体がいい人です。それと、レアデールさんから紹介されたお店ですから」

「レアデールが言った店だから、信用するって言うのか？」

「もし騙だまされたら、レアデールさんに泣きつきます！」

　言い放つと、店主は口を開けて呆気に取られ、次に大笑いし始めた。

「ぎゃあははははっ。そいつはいい考えで、いい脅おどしだ。お前、いい探訪者になるぞ」

　ツボに入ったのか、涙が浮かんだ目を擦こすりつつ、店主は手で木の鞘を前に出す。

「普通、木の鞘は水に弱いから革より安値だ。だが、【中迷宮】の《巌がん密みつ硬こう樹じゆ》から作ったこの鞘は、鉄並みの頑がん丈じようさに木の軽さで多少水気を吸ってもカビないっていう、まさに理想的な鞘なんだぜ」

　店主の売り文句を聞いても、普通の木でできた鞘にしか見えない。

　しかし、いい物なのだろうと考え、《巌密硬樹》の鞘を二つ購入することを決めた。

　代金を出そうとしていると、店内にブンブンと武器が振られる音が聞こえてくる。

　音の方に顔を向けてみると、身長ほどの長さの鉄棒のような武器を、ハウリナが手て馴なれた調子で振り回していた。

　テグスと店主の視線に気がついたのか、ハウリナは棒を扱う手をピタリと止める。

「話、終わる、です？」

「それはもう少し、もしかして、ハウリナはそれが欲しいの？」

「黄牙の民、攻撃に体使う。子供、狩かりの補助、コレ使う。ハウリナ、子供違う。けど体細い、小さい、半人前、です」

　ハウリナがその武器を使いたいらしいと、テグスは理解した。

「そりゃあ鉄てつ棍こんだな。細い見た目で不安に思うかもしれないが、【小迷宮】程度なら十分に通じるぜ。鉄貨二百枚でいいぞ」

　ハウリナが気に入ったと見るや、店主から売り文句が出てきた。

　ハウリナは申し訳なさそうな目をしつつ、玩具おもちやをねだる子犬のように尻尾を大きく振って、暗に欲しいと意思表示をしてくる。

「……その鉄棍ってやつと、木の鞘を二つ下さい」

　見つめあいに負け、鉄棍も購入することに決まった。

「毎度。合計で鉄貨四百枚だな。紹介者がいるから、ツケにもできるぜ？」

「ちょうど先日、狩り集めた《辛葉椒草》を換金して、小金が入ったので大丈夫です」

　背負子から出した鉄貨が入った袋を、店主へ手渡す。

「へぇ、即金でポンと出せるなんて、若いのに二人でずいぶん稼いでいるんだな」

「昨日まで、一人でしたけどね……」

　一人で稼いだお金だと、ハッキリ言うのをためらって、テグスは言葉尻を濁にごした。

　すると店主は目を開いて驚いた後で、怪け訝げんな顔を浮かべた。

「おいおい、昨日の今日に仲間にした子のために、武器の購入に大金払うってのか？」

「仲間にしたなら、それが当たり前じゃないですか」

「普通は、新しい仲間に、すぐ武器を買ってやらないぞ。まったく、お人よしだな」

　店主は手の袋を逆さにして、ざっと音を鳴らし、全ての鉄貨を机の上に出した。

　続けて、四角と半円の目盛りがある溝がついた木の板を取り出す。

　四角い溝の方に、四角い鉄貨をはめ入れていくのをみると、この木の板は硬貨の数を数えるための便利道具らしい。

「──これで四百っと。まいどあり」

　鉄貨四百枚を袋から取り出し終えた店主は、残りの鉄貨を袋に戻して返してきた。

「あとは、短剣の形に鞘を調整するぞ。使っている短剣出しな、合わせてやるから」

　初対面の人に見せるには、価値のある神剣の補短練剣は危なすぎる。

　代わりに、ほぼ見た目が同じな、鈍な短剣を差し出した。

「なに、すぐ終わる。［木鞘ウーシイ─溝変更デイチヤテレ─短剣形状デシフイグレ］」

　鍛冶魔法で調整された鞘は、鈍な短剣とぴったりだ。

　鉄棍もついでにと、ハウリナの手に合うように魔法で工夫してもらった。

　よほど手になじむのか、まるで玩具を与えられた子犬のように、嬉しげに鉄棍を振り回すハウリナなのだった。







【小迷宮】攻略を続け、早く次に行きたい気持ちは、もちろんテグスにはある。

　だが、孤児院を拠きよ点てんにして、ハウリナの回復を待つ時間は、魔術と魔法とクテガンからもらった斑紋鉈剣の練習に当てようと考えていた。

「適度に運動させてあげるのも、ハウリナちゃんの体の回復に役立つからよろしくね」

　レアデールに言われて、ハウリナの戦い方の面倒は、テグスが見ることになった。

　朝早く、テグスと一緒に、ハウリナは鉄棍を手に持って【小三迷宮】へ挑んでいく。

　朝食は、【小三迷宮】内で《白芋虫》を食べることで済ませる。

「はぐはぐはぐはぐ」

　昼ごろ、集めた《白芋虫》を調理してもらい、パンといっしょにお腹一杯に食べる。

「はい、もっと食べていいからね～」

「ほら、もうちょっと綺麗に食べようよ」

「んぅ～～～」

《白芋虫》の体液で白くなった口の周りを、テグスに布で拭かれる。

　くすぐったさと優しさに、嬉しくてハウリナは目を細め尻尾を揺らした。

　昼食が終われば、ハウリナはレアデールと言葉の勉強を行う。

「はい、ハウリナちゃん。『私の名前はハウリナです』」

「私、の、名前は、ハウリナ、です」

「もうちょっと滑らかに喋りましょう。はい」

「私の、名前は、ハウリナです」

　幼い子たちの昼寝を邪魔しないように、孤児院の外の敷地にて何度もくり返す。

「テグス！　私の名前は、ハウリナです！」

「おお、ちゃんと喋れてる。偉いよ」

　テグスは二人の近くで、補短練剣を握って魔法の練習をしていた。

　ハウリナが近づくと休止して、頭をなでて褒める。

「わふ～～～～んぅ～～～」

　温かく安心する手の感触に頰を緩ませながら、ハウリナはもっととねだった。

　夕食の前後には、テグスは斑紋鉈剣と同程度に削った木を持ち、ハウリナは真まっ直すぐな枝を使って、戦う練習をする。

「たああああああああああああああ！」

「あおおおおおおおおおおおおおん！」

　真面目な練習なのに、二人してじゃれ合っている気がしてくる。

　楽しくなって笑顔になったまま武器を打ち合わせていった。

　そうこうして夜になると、二人で孤児院の狭い物置──寝床に入る。

「お休み、ハウリナ」

「おやすみです、テグス」

　布を敷いただけの場所で、お互いに抱き合うような格好で眠りにつく。

　伝わってくるテグスの体温と匂いに包まれ、ハウリナは安心感で頰を緩ませて目を閉じる。

　獣耳に聞こえるテグスの心音。

　一つ聞こえるごとに増していく眠気に、ハウリナは笑顔のまま眠ってしまった。

　寝入るハウリナの獣耳を指でなでながら、テグスは今までいなかった探訪者仲間という存在に、新鮮な楽しさを感じていた。

　戦い方や考え方が違う人と一緒に行動すると、違った発見があって面白いのだ。

　そして、二人で眠ろうとするときに、なんとなく楽しい別の理由もある気がするのだが、いつも眠気に負けて考えきれない。

　この日も、腕の中の温かさに負けて、テグスは眠りながら微笑むのだった。























　テグスとハウリナが孤こ児じ院いんで生活し始めて、一いち巡じゆん月つきが過ぎた頃。

「あおおおおおぉぉん!!」

【小しよう三さん迷めい宮きゆう】の《迷めい宮きゆう主ぬし》、ナイフ持ちのコキトを、ハウリナが一人で倒した。

「はい、じゃあ教えた祝詞のりとを唱えてみようか」

「やるです。ワレ、もうこれ等らに、得るモノ、なし。疾とく御み許もとに、お返しする、です」

　ハウリナの喋り方は改善されたが、語尾に「です」をつけるクセが残っていた。

　一方で、痩やせすぎて骨が浮いていた体には、たくさん食べて運動してきたので、少女らしい筋肉と薄く脂し肪ぼうがついている。

　顔色と肌はだ艶つやも良好な状態になったので、健康的で活発な少女に見える。

「魔ま石せき化かしたです」

「ハウリナの鉄てつ証しように印しるしを刻むのに必要だから、失くさないようにね」

「失くさないです！」

　ハウリナは魔石を革袋に入れ、口くち紐ひもをきちんと締めて、自身の背負しよい子この中へ入れた。

　これでいいかと問いかける瞳を受けて、テグスは頭を優しくなでてやる。

　細められた目も、左右にゆっくりと振っている尻尾しつぽも、すごく嬉しげだ。

　テグスは、なでて褒めるのがすっかり習慣になってしまったと、苦笑いする。

「さて、この先に行こう。ハウリナは神しん像ぞうを見るの初めてでしょ？」

「うん。初めてです」

　二人は、左右三対の手に武器を持った《技能の神ティニクス》の像を、今後の成長を願いながら布で磨いていく。

「綺き麗れいにしたです」

「そうだね、綺麗になったね」

　薄うっすらと水気が表面にある神像は、水浴びをしてこざっぱりとしたように見えた。

　出来に満足した二人は、祝詞で一気に一層まで転移し、地上へ続く階段を上って迷宮を後にする。

　この日の夕食後、二人はレアデールに呼び止められて食堂に残された。

「ハウリナちゃんは元気に喋れるようになったし、テグスは剣の扱いと魔法が上手くなって、ハウリナちゃんを任せられるから、ここを出ていっても大丈夫だと思うの」

　レアデールの言葉に、テグスは理解を示し、ハウリナは不満そうな顔をする。

「出るの分かるです。でも、テグスを守るの、ハウリナの役目です！」

「ふふっ、御ご免めんなさいね。テグスを守れるぐらいに、ハウリナちゃんは強くなったって言い換えるわ」

　レアデールは微笑むと、ハウリナの頭を優しくなでて誤ご魔ま化かした。

「んうぅ～……気持ちいいですー……」

「【小三迷宮】の《迷宮主》を、ハウリナだけで倒せたから、丁度いいんじゃない」

　誤魔化されてしまったハウリナへ、テグスは半笑いを向けながら話を元に戻す。

「あら、ハウリナちゃん。《迷宮主》倒したの？」

「ちゃんと、一撃です！」

　ハウリナは、三と古代文字が刻まれている鉄証を、レアデールに掲かかげて見せた。

「あらあら、凄いわね！」

　レアデールがより嬉しげに頭をなでるので、ハウリナは誇らしそうな顔になった。

　二人の様子を苦笑して見ていたテグスに、レアデールが少し厳しめな目を向ける。

　その目はハウリナの今後を心配しているものだと、長年の養は母はと子供の関係からテグスには分かった。

　テグスは胸を拳こぶしで叩いて任せてほしいと意思を伝えた。

　レアデールは顎あごを引くような小さいうなずきで理解を示す。

　再び笑顔に戻ったレアデールは、唐とう突とつにハウリナをきつく抱き締めた。

「お別れの夜だから、お母さんと寝ましょう。ハウリナちゃんに愛情を注そそぎ足りないの」

　抱き締められているハウリナが、なぜか許しを請こうような視線をテグスに向ける。

「一緒に寝てあげたら。ハウリナもお母さんの子供には変わらないんだし」

「じゃあ、一緒に寝るです。お母さん」

「なら、眠る前に子こ守もり唄うたを歌ってあげるわね」

　二人が並び立って寝室へ向かうのを見送ると、テグスは昨日より少し広く感じる物置の中で眠ったのだった。







　次の日、孤児院に別れを告げ、テグスは行き先を【小しよう一いち迷宮】に決定する。

　数字が大きい【小迷宮】には、強い魔物が出ると経験で知っていた。

　だからこそ、ハウリナのために、弱い方から順に攻略していこうと考えたのである。

　弱い魔物が出るとはいえ、一巡月を回復と訓練に費やしたお蔭かげだろう。

　ハウリナは【小一迷宮】の《迷宮主》──雄おすの《二に角かく甲こう虫ちゆう》を一人だけで撲ぼく殺さつしてのけた。

　移動と休憩を挟んだ翌日。

【小しよう二に迷宮】の《迷宮主》──大人の《空くう腹ふく猪いのしし》の突進と長い牙に少し翻ほん弄ろうされながらも、ハウリナは一人の力で倒しきる。

　しかし、やや危ない場面もあったので、次に行く【小しよう四よん迷宮】の《遊ゆう動どう若じやく樹じゆ》と戦わせるのはまだ早いと判断した。

　実力をもっと上げるため、【小四迷宮】付近で見つけたあの穴場の宿に連泊して、【小四迷宮】に連日入り《迷宮主》以外の魔物と戦い続ける。

　その間、二人で模も擬ぎ戦せんをしてみたり、金稼ぎに倒した魔物の素材を売ったりし続け──十日が経過した。

「ハウリナ、行ったよー」

　テグスが子供の《空腹猪》を引きつけて、避けざまに麻あさ網あみを広げて投げて絡からませる。

「うん、です！　［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

　この十日でハウリナがテグスの手ほどきで覚えた、身体強化の魔術を使った。

　増した膂りよ力りよくでの鉄てつ棍こんの一振りで、《空腹猪》の頭を陥かん没ぼつさせて殺す。

「じゃあ捌さばいちゃうけど、ハウリナはまた腸はらわたを食べるの？」

「ハラワタじゃなく、心の臓ぞうと肝の臓です」

　ハウリナがウキウキとした様子で、テグスが《空腹猪》の腹を開くのを待っている。

　テグスは苦笑いしながら、《空腹猪》の喉のど下したから股こ間かんまでを一直線に切り裂く。

　するとその切れ目から、まだウネウネと動く臓器が、まとめて出てきた。

「テグスも食べるです。赤ん坊でも、獲れたてだいじょーぶです！」

「普通は捨てるものだから、それはないと思うんだけど」

　内臓は腐りやすいため、探たん訪ぼう者しやの多くは運ぶときの重量軽減を狙って捨ててしまう。

　そのために、内臓は捨てるものという認識が、探訪者たちの間で広まっている。

　レアデールも料理に使わなかったので、テグスは今まで食べたことがない。

「試ためすです。美お味いしいです」

　あまりにも強く勧すすめてくるので、少し気後れしながら心の臓と肝きもを受け取った。

　二つを少し切ったのを口に入れると、心の臓は普通の肉とは違って、コリコリとした食感が面白いが、かなり生臭かった。

　肝は嚙かむと、口にべっとりと味が広がる食感と、血とはまた違った生臭さがある。

　吐き出すのは勿もつ体たいないと飲み込んだが、生の内臓はテグスの口には合わなかった。

　だが、ハウリナは本当に美味しそうな顔をして、生の内臓を食べている。

「テグス、もっと食べるです」

　ハウリナはテグスが食べていないと分かると、再び勧めてきた。

「う～ん、あんまり好きになれないんだけど？」

「食べたら、体が強くなるです」

　澄すんだ目で見つめられると、断るのがいけないことのように思えてきた。

　仕方なく、テグスは手にある二つの臓器に、最後の抵抗とばかりにある魔術を使う。

「［ものよ温かくなれオジエクトン・ヴアルマン］」

「その魔術、なんです？」

　唱えられた魔術の呪文を初めて聞いたハウリナは、興味深げに尋ねてきた。

「ある程度まで、ものを温める魔術だよ」

　火で炙あぶった程度まで温められて立ち昇る、肉とは違った内臓独特の生臭さ。

　嗅いで、嫌そうな顔をしてから、目を瞑つむりながら口に入れた。

「……ん？　意外と、美味しい？」

　生とは食感と味が違っていた。

　温めると生臭さが旨うまみに変わるのか、深い旨みが舌の上に広がっていく。

「焼いて食べる、子供だけです」

「生よりも焼いたほうが好きだから、僕は子供でいいかな」

　ボソボソしていて水が飲みたくなるが、魔術で温めた肝は食べられると分かった。

　いい発見をしたと、次から次へと食べ進める。

「けふっ。よく食べたです」

「ほらもう。血で口がべとべとじゃないか」

　内臓を食べ終えると、ハウリナの手と口の周りは血で真っ赤だった。

「ほら、ちゃんと洗わないと。［水よ滴れアコヴイ・フアリ］」

「あ、っぶ。テグス、おぼ、おぼれるです～」

　真っ赤な手と口を飲料水の魔術で洗ってやった後で、腹を開いた《空腹猪》を背負子に括くくりつける作業に入る。

「今日はこれで終わりにして、地上に戻ろう」

「ええ～……もっと、肝食べたいです」

　耳を伏せてしょげる背を問答無用と押して、地上へと向かって行くのだった。







　テグスはギルドの支部で魔物の素材を換かん金きんしながら、ハウリナが強くなってきたので、《遊動若樹》と戦わせてみようと考えていた。

「……それで……これの対応を……」

「それなら……の回かい状じように……注意を……」

　しかし、換金した鉄てつ貨かを受け取ろうとして、職員間の会話のある言葉が気になった。

「ちょっと聞こえたんですけど、回状って何ですか？」

　聞き慣れない言葉を、買い取りの対応をしてくれていた職員に尋ねる。

「回状っていうのは、全てのギルドの支部へ伝えられる、いわば回覧板のようなものだ。これには最近の出来事や、ギルド側が注意する事こと柄がらが載っている」

「ということは、何か問題が起こったんですか？」

「……孤児院に、肉を寄付してくれるお得意様だしな」

　少し付近を見回してから、職員はテグスに顔を近づけてきた。

「何でも。どこかの国の馬ば鹿かな貴族のガキが、ぶつかった相手に剣を抜いて、返り討ちにあったらしい」

　迷宮都市には、流る民みんや難民に犯罪者だけでなく、外の国の貴族が来ることもある。

　騎き士しや軍務系の貴族が、武む者しや修しゆ行ぎように訪れるのだ。

　文官などの内務系の貴族も、食い扶ぶ持ちを減らしに、嫡ちやく男なん以外の男子を送り込むこともある。

　どちらの貴族の目標も、【中迷宮】や【大迷宮】の攻略で名を上げて凱がい旋せんすること。

　しかし、内務系の貴族子し息そくの多くは、背景からか度々衝しよう突とつを起こして、住民に殺される出来事が頻ひん発ぱつしている。

　だが、殺し合いなど〝雑ざつ踏とう区く〟では日常茶飯事で、貴族相手でも問題にはならない。

　なので回状に載るほどの問題とは思えずにいると、職員は顔をもっと近づけてきた。

「でだ、普通はそこで泣き寝入りするはずなんだが。最悪なことに、仇あだ討うちなんて名目で人を集めているらしい。しかも、ガキを返り討ちにしたのが獣じゆう人じんらしくて」

　職員の視線がハウリナへ向けられ、テグスは意味合いを理解する。

「見み境さかいなく獣人に喧けん嘩かを吹っかける人が大勢いる、ってことですか？」

「そういうことだ。まあ、こんな提案に乗るのは、落らく伍ご者しやか好き者ぐらいだろうがな」

　職員から、呼びかけに集まる人たちは、大した実力がないことを聞いて安心した。

「教えていただき、どうもありがとうございます」

「ありがとうです……」

　二人して礼を言う。

　もっとも、テグス以外の男性はまだ苦手なのか、ハウリナの言葉は素っ気なかった。

　有ゆう意い義ぎな情報を手に入れ、引き続き金稼ぎを含めた食料集めに、再び【小四迷宮】に入っていく。

　歩みを進めて四層に到達すると、一人の男に剣を向けられてしまった。

「う～ん、情報を得てから現れるまで、早くないかな？」

「な、何を変なことを言ってやがるう！」

　プルプルと剣先を震えさせながら、二人へと剣を向けているこの男。

　鋳ちゆう造ぞう品ひんながらよさそうな剣を持っているのに、服装はボロボロで薄汚れている。

　格好のチグハグさから、例の貴族の子息が雇やとい入れた人だろうと予想がついた。

「ハウリナ。近くで他に人がいる？」

「数人いるです。でも、別の場所にいくです」

　ハウリナの返答を受けて、テグスは男に向き直り、少し話をしてみることにした。

「えーっと、お仲間はいないんですか？」

「う、五う月る蝿さい。お、お前らなんか、一人でだって」

「ううううぅぅぅ！　やっつけるです！」

　情報を収集しようという思おも惑わくは、いきなりハウリナが唸うなりながら男に襲いかかったので、ふいとなった。

「ハウリナ、腕と足！」

　しかし、テグスが咄とつ嗟さに発した言葉に、ハウリナは反応して鉄棍の軌き道どうを変える。

　脳のう天てんを砕こうとしていた鉄棍は、軌道を変えて腕の骨を折って剣を落とさせる。

「ぐおおおおおおおおぉぉぉ……」

「ぐるるるるるるる！」

　続けて、うめく男の両足の脛すねを左右の順に叩き折る。

　崩れ落ちた男へ再度振り上げられた鉄棍は、テグスに摑つかまれて止められた。

「ちょっとハウリナ、どうしたの？」

「ふーふーふー、男の人、倒すです」

　うずくまる男を見るハウリナの目には、憎しみと怒りがあった。

「どうどう。この人は、ハウリナを奴ど隷れいとして扱った人じゃないからね」

　原因を悟ったテグスは、ハウリナの頭を抱いて、鼓こ動どうを獣けもの耳みみに聞かせてやる。

「ふーふー……わふっ。落ち着いたです」

　力が入っていた肩が下がり、荒れた息も整っていく。

　すがりつくように胸元へ顔を埋めるので、より安心させるようになでてやった。

「ぐおおおぉぉぉ～～、腕が、足がああああ～～」

　二人の傍かたわらで、男が芋いも虫むしのようにぐねぐねと体を動かしている。

「さて、おじさん。ちょーっと探訪者ギルドの支部まで、一緒に来てくれない？」

「この、この獣人のクソガキ。足が、腕がぁ～～」

「ちょっと、聞いてますか～？」

　うわ言を続ける男に、テグスは痺しびれを切らせて、折れている脛を踵かかとで踏んだ。

「ぎゃあああああ、足、足、足が、足を～～!?」

「支部まで来て、洗いざらい喋って欲しい。そう言ったんだけど、聞こえてます？」

「そんな、そんなこと、できるわけが──」

「うん。ナニか言ったかな？」

　聞きたい答えとは違ったので、踏んでいる足に体重をもっとかけていく。

「ぐおおおおおぉぉ。話す。話すから。足、足を退どけてくれぇ～」

「退けてくれ？」

「ぐうううぅうぅ。お話しいたしますから。その足を、おみ足を、退かして頂くわけには、参りませんでしょうかああぁぁぁ!?」

　踏む足にさらに力が入ると、男は悲鳴を上げつつ涙を流して懇こん願がんし始めた。

　この言葉に納得し、ほぼ全体重で折れた場所を踏んでから、足を退かしてあげた。

「初めからそう言ってくれれば、手荒な真似しなくて済んだのに」

「テグス。こいつ、どうするです？」

「手足縛って、支部へ搬はん送そうかな。色々と情報を喋ってもらわないと」

「敵対する人、殺すが一番です。レアデール、言ってたです？」

「その方が後あと腐くされないんだけどね。回状に書かれた内容に遭遇した場合、どうするか聞くのを忘れてたから。念のためにね」

　男をうつ伏せに寝かせると、折れた骨に響いたのか絶叫が上がる。

　しかし、テグスたちは無視して縛り上げた。

　巻き上げた剣と金品は、纏まとめて背負子の中へ収めてしまう。

「じゃあハウリナ、運ぶの手伝ってくれる？」

「棍に括りつけて、さらし者です！」

「ぐううぅぅ。なんで、何でこんな目にぃ……」

　こうして支部に運ばれた男は、二人に見せられない種類の尋じん問もんを受けたらしい。

　残念なことに、男は貴族の子息とやらの名前を知らなかった。

「ちッ。知っていれば、何ど処この国の貴族の馬鹿なのかが分かったんだが」

　それでも、男が握っていた情報は有益だったようで、職員はニヤケ顔をしている。

「貴族の息子とやらを、探訪者ギルドはどうするんです？」

「ああ、そうだなー……明日あたりに、冷たくなっていると嬉しいな」

「……そういう依頼が、あったりするんでしょうか？」

「仮にあっても、お前らにはやらせねえよ」

　この話は終わりだとばかりに、職員は指先で机を二度叩く。

　この態度で、探訪者ギルドに不利益な存在を消す依頼があるらしいと分かる。

　でも、不ふ審しんを打って不評を買ってもまずいので、話題を変えることにした。

「明日か明後日あさつてに【小四迷宮】を攻略したら、ここを離れる挨あい拶さつに来ますね」

「さらりと、突とつ拍ぴよう子しもないことを言うな。どの【小迷宮】の支部にも、《迷宮主》で足止めされている奴がごまんといるんだぞ」

　気をつけろと忠告する職員に、テグスは自分の鉄証を掲げる。

「いまさらですよ。僕は攻略済みですし」

「……本来は、お前みたいな子供が一人で倒せる相手じゃないんだがなあ」

　テグスが【大迷宮】に行っていたと知らない職員は、納得がいかない顔をしていた。







　そして翌日。

　強きよう振しんした鉄棍の一撃で、【小四迷宮】の《迷宮主》である動く若木の魔物──《遊動若樹》を、ハウリナは単独で倒すことができた。

　赤い魔石を持ち帰り、支部でハウリナの鉄証に古代文字の四の印が刻まれる。

「あと一つです！」

　テグスの鉄証にある印の数まで、あと一つとなったことが嬉しいらしい。ハウリナはにこにこ笑顔で、尻尾を満足げに振っている。

　微笑ましく見ながら、テグスは背負子の中の《空腹猪》の肉を目の前の机に積んだ。

「お別れの挨拶と餞せん別べつです」

「今日はまた《空腹猪》の肉の量が多いな、いつにも増して」

　テグスとハウリナが持ってきた肉──《空腹猪》十匹分を、孤児院に寄付する。

「だが、これで終わりだと、孤児院のガキどもが泣くな。肉が食えなくなったってな」

「《空腹猪》の肉が安いのをいいことに、大量に塩漬けにしているんでしょう？」

「ちっ、知ってたか。まあ、お蔭さまで、節約すれば定期的に孤児院の飯に肉を出せるぐらいは溜たまったぜ。それはさておき、例の貴族の続報があるんだが」

　雑談の延長のような口調のままで、職員は少しだけテグスに顔を寄せる。

「奴らがいるのは【小四迷宮】と【小五迷宮】の辺りだそうだ。気をつけろよ」

「ご忠ちゆう告こく感謝します。仮の話ですけど、出会ったらどうしたらいいでしょうか？」

「貴族のガキは生かして連れてこい。殺したときは、身分が分かる物を持ってこい」

　口ぶりから、貴族の子息の生死には、あまりこだわっていないと分かる。

　話し終えたテグスはハウリナと共に、次に挑む予定の【小五迷宮】へと歩き出した。

「……ハウリナ？」

　少しして、唐突にハウリナが足を止めたので、テグスは不審に思って顔を覗のぞき込む。

　まるで親の敵かたきに会ったような、眉まゆ尻じりを上げて眉み間けんに皺しわを寄せた表情をしていた。

　出会ってから今まで、ハウリナがテグス以外の男性に警戒を見せたり、寝るときにやたらとくっつきたがるなど、不安を抱き続けている様子はあった。

　しかし、殺さんばかりの怒りの形ぎよう相そうを浮かべたのは、初めてだった。

「いったい、どうしたの？」

「前の主の、サイテーな匂い、です」

　ギラギラと剣けん呑のんな目を周囲に向け、小鼻と獣耳まで動かして、前の主とやらを探す。

　そして目と鼻を、脇わき道みちに立っていた痩せた男に向けると、足音荒く近づいていった。

「おい、教えるです」

「な、なんだよ。聞きたいことがあるってんなら、別の人にしてくれ」

「教えるです。あのサイテー主は、どこいるです？」

　口調は静かだが、嚙みつかんばかりの威い圧あつ感かんに、男は明らかにうろたえた。

「な、なにを言ってんのか、分かんね──!?」

「ちょっとお話を、聞かせてもらっていいでしょうか？」

　喚わめきかけた男の股こ間かんに、テグスは短剣の切っ先を当て、にっこりと笑いかけた。

「わ、わかった。何か聞きたいってことは、分かった」

「分かってくれましたか。なら……あなたの雇やとい主について、教えてもらえますか？」

　男に不釣り合いな良品質の剣を見ながら、短剣で股間を軽くつついて尋ねる。

「な、なに言っているのか──」

「獣人を殺したら、その雇い主から、いくらかもらえるんでしょう？」

　テグスが言葉をかぶせ気味に追及すると、男はあきらめて答え始めた。

「そいつらとは、ついさっきたまたま会っただけで、何も知らない。会ったときに、仕事をしないか、って持ちかけられただけなんだ」

「少し前に会ったのなら、場所はどこですか？」

「そ、そんなに遠くない。あいつらは、この小道を【小五迷宮】の方に行ったんだ」

　顔をハウリナに向ける。

　鼻で匂いを確認してからうなずきを返してきた。

　予想通り、無差別に獣人を殺そうとしている人と、ハウリナの元もと主あるじは同じ人だ。

「噓じゃないみたいだね……提案なんだけど。雇い主と僕らを、忘れてくれないかな？」

「忘れた、今日起きて今まで記憶がない。だからキミらも知らない！」

　必死に訴えかける男に、テグスは最後の一押しをする。

「顔は覚えたから、変な噂うわさが流れたりしたら、探し出して抉えぐるから」

　どこかは言わなくても分かったのか、男は急いで頭を上下に動かす。

　テグスが短剣を箱はこ鞘さやに収めると、男は必死に逃げていった。

「ここで支部に報告に戻ってもいいんだけど」

「狩るです！　お返しするです！」

「まあそうだよね。丁度いい機会だし」

　貴族の息子とやらを殺せれば、ハウリナの男性への苦手意識を克こく服ふくする機会になるはずだ。

　ハウリナも、奴隷のときのお返しをしたいと、一目見て分かるほど張り切っている。

　二人はうなずき合うと、貴族の息子とやらを探して道を駆け始めたのだった。







　ハウリナを先頭に、〝雑ざつ踏とう区く〟の狭く入り組んだ路地を走っていく。

　自じ慢まんの鼻で匂いを識しき別べつして、迷う素振りもなく曲がり角を選び続けている。

　何度か路地の角を曲がると、二人が向かう先に、四人の人影が見えてきた。

「待つです！」

　ハウリナが大声を上げると、四人の人影がテグスたちの方に振り向く。

　一人はテグスたちよりやや年上だろう、真新しく高級そうな服の上に鎧よろいをつけた若い少年。

　もう一人は質より実を取った渋い色の鎧を着た、中年一歩手前のような大人の男。

　次に〝雑踏区〟の住人のような、汚い姿の青年。

　最後は、首に奴隷枷かせをつけた、痩そう身しんの少女だった。

「よしよし。丁度いいところに、獣人が来た。ほら、お前の力を見せてみろ」

　鎧をまとった少年がテグスたちを指差し、独り言のような言葉を発する。

　すると薄汚れた青年は、意を決した表情で、テグスたちに剣で斬りかかってきた。

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］、ジャマです！」

　走るハウリナは、身体強化の魔術まで使って、鉄棍で青年を殴り飛ばした。

　青年は体をくの字に曲げて吹っ飛ぶ。

　あばら屋を突き破り、壁の向こうに消えた。

「やはり、そこらの者では無理か。幼く見える相手でも、獣人は獣人のようだな」

　残念でもなさそうに言う少年に、隣の中年男が口を寄せる。

「若様。あの獣人の子は、迷宮に囮おとりに置いてきたものでは？」

「ん？　……おお、見た目が変わっていたので気がつかなかった。戻ってきたのか？」

　若様と呼ばれた少年が、噂の貴族の子息であり、ハウリナの元主のようだ。

「だれが、もどるか！」

　レアデールに矯きよう正せいされた口調をかなぐり捨て、ハウリナは鉄棍で打ちかかる。

　だが、護衛らしい中年男が割って入り、手にしていた盾で鉄棍を受けきった。

「ぐッ。その力、隠していたのか？」

「身につけたです！」

　次々にくる鉄棍を盾でいなしている中年男に、テグスが短剣を投げつける。

　中年男は首を横に曲げて避けると、少年の横に退いた。

　当たらなかった短剣は、柄つかに繫がれた糸に引かれて、テグスの手へと宙ちゆうを舞い戻る。

「盛り上がっているところ悪いんだけど、死ぬか降参するか選んでくれない？」

　不ふ遜そんな物言いをするテグスに、若様と呼ばれた少年が半笑いの顔になった。

「面白いことを言う。名めい誉よか降伏かは、そちらが決めることでは？」

「君はできれば生かしておいてって言われてたけど。ハウリナ、殺しちゃっていいよ」

　ハウリナ自身で奴隷の過去を振り切らせたい、そう思ったテグスの発言だった。

「──分かったです！」

　聞いたハウリナは少し驚いたが、一転して嬉しそうな顔になると少年に打ちかかる。

「若様に行かせると──!?」

「悪いけど行かせてあげてよ」

　立ちはだかろうとする中年男を、短剣を投げつけて動きを止めさせた。

　その間に、ハウリナは少年を攻撃圏けん内ないに捉える。

「いままでの、お返しです！」

「飼かわれていた恩を忘れて！」

　振るわれた鉄棍を、少年は抜いた両手剣で受け流す。

　金属同士がぶつかる音の後で、鉄棍に薄い傷が生まれ、両手剣が刃こぼれする。

「くっ、武器の相性が悪いか!?」

「いけない。若様、いま助けに──!?」

「行かせあげてって、言ったよね？」

　テグスは両手の短剣を逆手に構え、中年男とハウリナたちの間に割って入った。

「二度も三度も、邪魔をするな！」

「ハウリナが憂うさを晴らすには、あの若様ってのと戦って勝たないといけないからね」

　盾と片手剣を構える中年男に、テグスは両手の短剣で斬りかかった。

　右に左に移動して、次々に素早く放たれる斬ざん撃げき。

　受けた盾の表面に傷が増えていく。

「おい、何してる。こっちに来て助けないか！」

　鉄棍を受け続けて、刃こぼれが目立つ両手剣を手に、貴族の少年が大声を上げた。

　この言葉に反応したのは、オロオロとしていた奴隷の少女だった。

　奴隷枷による苦痛を感じたのだろう、痛そうな顔でハウリナに摑みかかろうとする。

「そこに、寝てるです！」

　容よう赦しやない蹴りを腹に受け、少女は後ろへと転がると、ぐったりと横たわった。

「チッ、奴隷はどれもこれも使えないな！」

「ご飯もくれない、くせにです！」

　叫びと共に鉄棍を振り、両手剣と正面からぶつかった。

　この一撃でとうとう剣が限界を迎え、半ばから折れ飛んでしまう。

「よくも、我が剣を！」

「若様!!」

　テグスが放つ短剣の連撃を、盾でさばき続けていた中年男の注意がそれた。

　テグスはするりと中年男の横に立つと、右太ももに短剣を突き刺した。

「よそ見は、駄だ目めじゃないかな？」

「なんッ、ぐおおおおおおぉぉぉ」

　振り回してきた片手剣を避けながら、短剣につけた糸を男へ巻きつけていく。

　二重三重に巻かれるうちに、男は剣すら振れなくなってしまった。

　身動きが取れなくなった男を、テグスは後ろから蹴って転ばせる。

「ぐおおおおお、こんな、こんな場所でえええええ！」

　地面にうつ伏せに倒れ恨み言を吐はく男の後ろ首に、テグスは短剣を刺してひねった。

　首の関節が折れる音がして、男は全身を弛し緩かんさせて動かなくなった。

「次は、おまえです！」

「し、しまっ、ぐうううぅぅぅ……このおおおおおお！」

　鉄棍の振り下ろしを、短くなった剣身で受け損なった少年は、肩口に痛つう打だを食らう。

　骨が折れたのか、両手剣を片手で支えながら、ハウリナに斬り込んできた。

「あおおおおおおおおおおおおん！」

　鉄棍で折れた両手剣を横から打ち飛ばし、がら空きになった少年の顔に蹴りを放つ。

　少年は顔を歪ませて吹っ飛び、地面を転がり、あばら屋の壁にぶつかって止まった。

　荒く息を吐くハウリナの代わりに、テグスが足先で貴族の少年を仰向けにすると、綺麗に白目をむいて失神していた。

「ほら、失神していて動かないから、ハウリナが止とどめを刺しちゃいなよ」

「ギルドに連れてく、聞いたです。いいんです？」

　打ち倒して一応の気は晴れたのか、ハウリナがためらいがちに聞いてきた。

「いいよ、殺しても。奴隷だったときと決別して、新しく生き直すためなんだから」

　ハウリナは少し考える仕し草ぐさをしてから、後ろ腰にある短剣を抜いて手に持った。

　短剣を失神している少年の首に当てると、体重をかけて押し込んでいく。

「──！　ぐごぼおおぼごぼおおおお!?」

　痛みに飛び起きた少年は、目の前のハウリナを摑もうと腕を持ち上げようとする。

　だが、短剣が首の骨にまで達すると、体が痙けい攣れんを起こし、伸ばしかけていた手が地面に落ちた。

「は──は──は──……」

　ハウリナは荒く息を吐き、手を赤く染めながら、目の前の死体に見入っている。

　意識を現実に引き戻すように、テグスはハウリナの肩を軽く一度だけ叩いた。

「……テグス」

「どうかした、ハウリナ？」

「これ、サイテーの主だったです。ご飯くれなかったです」

「あ、うん。それは最低だね」

　一瞬だけ食べ物の恨みが原因かと誤解しかけたが、ハウリナの悲ひ痛つうな表情を見て、そういう次元の話ではないのだと理解した。

　テグスはハウリナの赤く染まった手を、魔術で洗い始める。

　この水で、ハウリナが奴隷だったという過去を、残らず洗い流せるよう祈りながら。

　祈りが効いたのか、手が綺麗になると、顔もややすっきりとしたものになっていた。

　安心したテグスは、死体から物品を奪い取り、奴隷の少女の奴隷枷を罠開けの要よう領りようで外してやった。

「でも、一人いなかったです」

　そのとき、ふと思い出したような口調で、ハウリナが呟きをもらした。

「一人いないって、この三人で全部じゃないってこと？」

「これ、弟です。兄がいるです」

　貴族の息子が獣人に返り討ちにあった、というギルド職員の発言を思い出した。

　少年の死体を確かめるが、ハウリナがつけた傷以外に怪我はない。

「あと一人、獣人を逆恨みしている人がいるってこと？」

「たぶん、どこかにいるです」

　逆恨みで迷宮都市の獣人を無む差さ別べつに狙う人物が、このまま引き下がるとは思えない。

　だが、いない人物について考えていても仕方がない。

　テグスは失神している元奴隷の少女を運んで、【小四迷宮】近くの探訪者ギルド支部へと引き返した。

「──それで例の貴族のガキをぶっ殺し、この子を助けたのかよ、無茶をしたもんだ。しかも、貴族のガキがもう一人いるってんだから。はぁ、頭が痛い……」

「この子の面倒を見てもらうお礼ついでに、コレでいいものを食べてください」

　愚ぐ痴ちる職員に、殺した貴族の少年から得た、鉄貨でいっぱいな小さな革袋を握らせる。

　仕方がないという顔で職員が懐ふところに収め、元奴隷の少女を抱きかかえて運んでいった。

　ハウリナには心の整理が必要だろうと、迷宮に行くのを取り止めて、連泊している宿に引き返すことにした。

　すると、部屋に戻ってすぐに──

「入るなり、ベッドで寝ちゃったね」

　心も体も疲れていたのだろうが、寝顔は悩みを知らない幼おさな子ごのようなあどけなさだ。

　この顔を見られただけでも、若様と呼ばれた少年と、決着をつけさせて良かったと感じる。

　でもまだ一人、あの少年の兄が残っているという不安があるのか、ハウリナはテグスの手を握って眠っていた。







　貴族の少年を殺してから数日間。

　二人は【小しよう五ご迷宮】に移動して、《迷宮主》である《精せい塩えん人にん形ぎよう》と何度も戦い続け、お金稼ぎと並行して戦う経験を積んでいった。

　今日は最後に、テグスの判断で、ハウリナ一人で《精塩人形》と戦っていた。

　肉にく薄はくし、鉄棍を手放した両手で、ハウリナは《精塩人形》の頭を摑んだ。

「その首、もらったです！」

　そのまま、伸しん身しん宙返りをするように、頭上を飛び越していく。

　顔を限界以上に動かされ、固結した塩の首がひび割れて、やがて二つに折れた。

　体から頭が離れると、一瞬にして《精塩人形》は塩の山に変わってしまう。

　ハウリナは両足で着地すると、体についた塩を手で叩き落とし始めた。

「一人だけで倒せたんだから、ハウリナが魔石化していいよ」

「やったーです！　ワレ、もうこれ等に、得るモノなし。疾く御許に、お返しする」

　傍らで待たい機きしていたテグスの言葉に喜びながら、魔石化の祝詞を上げていく。

　出現した赤い魔石を拾い上げると、尻尾を振りながらテグスに見せにきた。

　嬉しげな姿につられて笑顔になりつつ、テグスはもっと喜ばせようと頭をなでてやる。

　貴族の少年を殺してから、ハウリナの笑顔が一段と華やいできた。

　戦闘中の行動も、思い切りがよくなったのか、大だい胆たんな行動が多くなってきている。

　人と獣人では、元々の筋肉の質と運動神経が違うので、獣人の方が勝まさっている。

　つまり、テグスよりハウリナの方が、体の潜せん在ざい的てきな資質では勝っているわけだ。

　実際に、ここ数日でのハウリナの成長の早さに、テグスは舌を巻いていた。

「今だときっと、ハウリナの方が格かく闘とうでは上かもね」

「でも、テグスは色々なこと、魔術が使えて、エライです！」

　テグスの発想力と魔術からくる戦闘手段の多さが、ハウリナはうらやましいようだ。

　褒め合ってお互いに多少気恥ずかしいまま、神像を磨き、地上近くに転移する。

　地上に戻った足で、ハウリナの鉄証に五の古代文字を打ち込んでもらうため、ギルドの支部に入った。

「随分と嬉しそうだけど、どうしたの？」

「これでテグスと、印がおそろいです！」

「そうなんだ。よかったね、ハウリナ」

「んふ～、よかったです！」

　ハウリナをなで回していると、鉄証に印を打ってもらった女性の職員に、肩を突つつかれてしまった。

「そういうのは、他の場所でやってね。それとこれは獣人の人に、言うことになっているんだけど」

　手招きされたので、テグスとハウリナはその職員に顔を近づける。

「獣人の殺害を画かく策さくしていた例の貴族の息子と従者が、暴ぼう漢かんに襲われて死亡してたんだって。それでもう無む闇やみに狙われなくなったから、安心してもいいって」

　当事者なので知っていたが、二人は親切な職員に頭を下げた後で、買い取り窓口で《精塩人形》の白い塩を入れた袋を複数売り払った。

　鉄貨を手にして、支部からすぐ近くにある大衆食堂へ向かう。

「明日は、一番階層が多い【小しよう六ろく迷宮】だからね。お腹いっぱい食べて英えい気きを養おう」

「わふわふ。たくさん食べるです！」

　塩がいい値段で売れたので、テグスとハウリナは料理を大量に注文した。

　目の前の机に、茹ゆでた野菜と芋、香こう草そうと塩が振られ焼かれた肉の山、酢す漬づけ野菜、顔を隠すほど大きなパンが数個に、パンを浸ひたすためのスープが並べられた。

「わうわう。美味しそうです！」

　豪ごう華かな料理を目の前に、尻尾を激しく振り、表情で早く食べようと語っている。

「温かいうちに、食べちゃおう！」

「わふわふ。食べるです！」

　ハウリナがまず手を伸ばしたのは、大皿の上にある焼いた肉の山だった。

　嬉き々きとして山を崩して取り皿へ移すと、大口を開けて一気に放り込む。

　頰ほお袋ぶくろを持つ小動物のように、頰を大きく膨ふくらませて、口をもぐもぐと動かしていく。

「お肉、美味しい？」

「ごくんっ。美味しくて、大変です！」

　口の肉を喉を鳴らして飲み下し、幸せそうな声で感想を言うと、また肉を頰張る。

　テグスも料理を食べようと、どれを取るか迷ってから、茹で芋を選んだ。

【小五迷宮】の特産品が塩なので手に入りやすいのだろう、他の場所では考えられないほど、贅ぜい沢たくに塩を入れて芋が茹でられていた。

　塩気の強さは、野菜にかけられた和あえ酢ずや、肉の味つけにも共通している。

　周りの客が酒を飲んでいることから、濃こいめの味付けがされているようだ。

　一方で、スープの味は控えめで、飲めば口の中の塩気を洗い流し、再び新鮮な気持ちで次の料理を迎えることができる。

「ほら、肉ばっかり食べてないで。こうすれば肉も野菜もパンも食べられるでしょ」

　味を堪たん能のうしながらも、パンに入れた切れ目に、焼いた肉と酢漬け野菜をはさみ和え酢をかけたものを、ハウリナに差し出した。

　恐る恐る、料理をはさんだパンを口にして、驚きで尻尾が一直線に立ち上がる。

「テグス、天才です！」

　パンの食べ方に賞しよう賛さんを送ると、一心不乱に食べ始めた。

「慌てて食べると、喉のどに詰まらすよ」

「たひじょうぶれふ、んぐ。黄牙の民、飲み込む力、強いです」

　見て見てと指差すので、ハウリナの喉に注目する。

　ものを飲み込むと、喉がふくらむ。

　そして、素早く上から下へと移動していく。

　動きはなかなかに滑なめらかで、喉を詰まらせる心配はなさそうだった。

「飲み込む力が強いのは分かったけど、嚙んで食べるのを忘れちゃ駄目だよ」

「しっかり、嚙んでいるです。アゴと歯も、強いです」

　言い切って、がぶり、とパンを丸まる齧かじりにし、歯型がついた断面を見せてくる。

　断面はかなり鋭えい利りで、刃物で押し切ったかのようだった。

　テグスが感心している間にパンを食べ終え、物欲しそうな目を向けてくる。

「もしかして、もう一個作って欲しいとか？」

「わうわう！」

　自分からは言い出しにくかったのだろう、嬉しそうに首を上下に振ってくる。

　その姿は、飼かい主の手から物を食べたいとねだる、飼い犬のようだった。

「しょうがないな」

　面倒見のよさから、甘えられると弱いテグスは、苦笑いしながらパンを手に取った。

　同じ手順でパンに料理をはさみ、手渡そうとする。

　ハウリナが受け取ろうとするより先に、横合いから誰かの手がパンを叩き飛ばした。

　やや大きな音がしたことと、空中にパンが飛んだことで、食堂が一瞬にして静かになった。

　手を叩かれパンを駄目にされて、テグスは少し怒りながら叩いた人に視線を向ける。

　そこにいたのは、体に包ほう帯たいを巻いた、身なりがよさそうな青年だ。

　だが、初めて会ったはずなのに、テグスはどこかで青年の顔を見た気がしていた。

「……なぜ、なぜ我が可愛い弟が死んだというのに。その奴隷である貴様が、このような場所で、暢のん気きに食事をとっているのか！」

　青年が怒鳴った先は、飛んだパンを悲しげに見ていたハウリナだった。

　声をかけられたハウリナは、青年の顔を見て驚いた表情になった。

　ハウリナの反応で、この青年が殺したあの貴族の少年の兄だと気がついた。

　どうりで見た気がするはずだと納得する。

「おい、何か言ったらどうだ。この奴隷が！」

「……違うです。奴隷じゃないです」

　べぇっ、とハウリナが舌を出す。

　おちょくられた青年は顔を真っ赤にすると、なぜかテグスへ顔を向け直してきた。

「貴様が、弟の奴隷を奪った盗人ぬすつとか！」

　いきなり、突拍子もない言いがかりをつけてきた。

「変なことを言いますね。迷宮都市ここには、奴隷なんて存在しないんですが？」

　青年の話につきあうつもりがないので、テグスは言葉を返しながら食事を続ける。

「貴様、食事の手を止めないか。無ぶ礼れいだろう！」

「無礼なのは、人の食事を邪魔するそちらでしょう。飛ばされた野菜と肉を挟んだパンの弁べん償しようしろと、狭きよう量りようなことは言いません。だからさっさと消え失せてください」

　何の気なしに、パンが落ちた先に目を向けると、浮ふ浪ろう児じに見える男の子が拾っていた。

　視線にビクリと体を硬こう直ちよくさせる子に、テグスは手を振って持って行けと伝える。

　男の子はパンを持って、食堂から逃げていった。

　このテグスの身振りや態度が、ひどく横おう柄へいに見えたのか、青年の顔がより赤くなる。

「ぐぬぬ。盗人猛たけ々だけしいとは、まさにこのこと。だが、そこの奴隷という明確な証拠がある以上、貴様の罪は明白だ！」

　芝しば居いがかった言い方と見み栄えの張り方に、周囲の客たちからの注目が集まった。

　客の一人が、青年をもっと怒らせろと身振りで伝えてきた。

　テグスは、求めに応じることにした。

「もしかして、迷宮都市に来て日が浅いんですか？　証拠を突き出す機関も、罪を確定する法もないんですが？」

「貴様も探訪者であろう。ならば、ギルドに申し立てすれば──」

「ギルドは不利益がなければ、探訪者の間のいざこざに首を突っ込みませんよ。各自で勝手に解決しろ、って言われるだけです」

　テグスは一いち々いち相手にしながら、肉を切り分けてハウリナへと差し出す。

　少し悩んだ様子を見せてから、肉の誘惑に負けたようにパクリと食べたハウリナは、幸せそうに頰を緩ませた。

　まるで、いないかのように扱われて、青年の額に怒りで血管が浮かび上がる。

「ええい。こちらには、奴隷の売買契約書があるのだ、大人おとなしく──」

「契約書が本物だと証明する機関がない、って言ったの聞こえませんでした？　次は、証人でも出しますか？　それとも、売った奴隷商人を連れてくるんですか？」

　テグスは食事を続けながら、次々に言葉を続けて言い返させないようにする。

「うがあ！　なぜこちらが貴様に、うかがいを立てるような真似をせねばならん！」

「うかがいも何も、言いがかりつけているのは、そっちです。あと、うるさいですよ」

「うるさいのは貴様の方だ、この盗人め！　ここの流りゆう儀ぎに従い、剣のサビとなれ！」

「こっちを盗人に仕立て上げて殺すなんて、使い古されてカビた手法ですね」

　怒り心しん頭とうの青年は気づいてないが、店内の客は二人のかけ合いを肴さかなに楽しんでいた。

　店員は店内を忙しく移動して、客から追加の料理や酒の注文に対応している。

　通り際に、もっとと身振りする店員の逞たくましさに感じ入りながら、ため息を吐き出す。

「はあぁ～～～……弟さんが虫けらのように死んで、虫の居所が悪いからって、人に絡むのはどうかと思いますよ。ここは迷宮都市ですから、虫以下の貴方あなたのクソな弟が、クソみたいに死ぬのも当然でしょう。おっと、食事処でクソだなんて下品でした」

　芝居で、口調は丁寧に、けなし言葉をちりばめて、青年の怒気をあおっていく。

　思おも惑わくに乗った青年の顔色が、面白いように赤くなっていく。

「だれが、クソのクソだと……こちらが、エクスクリメント家の子息と知ってか！」

「自己紹介されても、虫以下でクソ以下の貴方なんか、興味ありません。そもそも、孤児で無学な僕が、どこのクソがひり出した長いクソの家を、知っているとでも？」

「ぎゃははははは、クソのクソとか。今日で一年分はクソって聞いたぞ！」

　二人の言い争いが、下品な客の笑いのツボに入ったのか、大きな笑い声が上がった。

　笑い声につられて巻き起こる他の笑い声を、青年は嘲ちよう笑しようだと受け取ったのだろう。

　さらなる怒りで顔を真っ赤に染めて、腰に吊っていた剣に手をかけた。

「止めた方がいいですよ。何処かの国のクソ貴族が産んだ、肥こえだめな子供が粋いきがって剣を抜いたって、雑草一本切れないですから」

　薄ら笑いで言い切ってから、興味が失せたように、パンに料理をはさみ始める。

「きき、貴様、何度も何度も侮ぶ辱じよくしてくれおって。この場で剣のサビにしてくれる！」

　しゃらんと鞘走る音が鳴り、赤い顔の青年は抜き身の剣を掲げ持つ。

　食堂の客から、おぉ～、っと緊迫した場面に場違いな歓かん声せいが上がった。

　恐らく、客たちは完全にはたで芝居を見ている気分なのだろう。

　周りから求められている気がして、テグスはもう一ひと煽あおりすることにした。

「剣を抜いたら、遊びじゃ済まないですよ。剣を収めて、周りの皆さんの飲食代を出すなら、許してあげますよ。悪い取引じゃないでしょう？」

　聞き分けの悪い幼おさな子ごを諭す口調で言うと、客から笑い声と歓声が上がる。

「ぎゃははは。兄ちゃん、その子に詫わび入れて、オレらに酒を奢おごってくれよー！」

「馬ッ鹿か、ここは剣で斬りかかる場面だろうが。ワビ入れちゃ興ざめだ！」

「どっちでもいいぜ。楽しけりゃなー！　げははははっ！　酒だ酒をくれ！」

〝雑踏区〟特有の酔いやすい安酒を飲む、赤ら顔の一団からそんな野や次じが飛ぶ。

　嘲笑を受けた青年はプルプルと震えだし、鋭い視線でテグスを睨みつけてきた。

「き、貴様。今までの言葉は、こちらを見み世せ物ものにするつもりで──」












「あ、ようやく気がついたんですか。本当に、お、馬、鹿、さ、ん、ですね～」

「ですね～」

　テグスが顔を向けて言うと、ハウリナも癪しやくに障る口調を真似して言葉を放った。

「貴様らー！　もう容よう赦しやせんぞぉ！」

　顔を怒りで赤黒くした青年は、いきなり剣を振り下ろしてきた。

　テグスは座ったまま、箱鞘から抜いて逆手に持った短剣で、剣をあっさりと受ける。

「攻撃が軽いんですよ！」

「ぐほおおおおおお!?」

「あははははっ、喧嘩だ。やれやれ───！」

　剣を弾きながら立ち上がったテグスは、左ひだり拳こぶしで青年の腹を強打した。

　変な声を上げて後ろに下がった青年に、周りから戦え戦えと囃はやし立てる声が上がる。

「ほらほら、どうしたんですか。観客がお待ちですよ？」

「ぐぐぐっ、もう許さん。お前ら、欲しがってた物をやるぞ、入ってこい！」

「「「へ～～～い～～～」」」

　足をプルプル震わせる青年が声を上げると、多数の男女が食堂に入ってくる。

　全員は共通して、焦しよう点てんがあわない目をギラギラとさせ、異常に痩せていた。

　数人が異常な状態の原因である、煙に変に甘い匂いがする煙管キセルを咥くわえている。

「こいつを倒したやつに、あの煙草たばこを倍くれてやるぞ！」

「ひ、ひひヒ、コイツはオレの獲え物ものだ──！」

「おれだ、おれのだああああああああああ！」

「あたしのよおおおおおおおおおおおおお！」

　青年の言葉を皮切りに、彼らはいっせいにテグスに摑みかかろうとしてきた。

　知性の溶けきった目の薬物使用障害者たちが従う理由を、テグスは理解して納得する。

「あぶない薬の力で、この人数を仲間にしたってわけだね」

　薬物使用障害者相手でも気兼ねせず、容易たやすく一人の急所に短剣を突き立てた。

「ぶっ殺しです！」

　ハウリナも憎い相手の手下なので、鉄棍で複数人の体の骨を次々に叩き折っていく。

「煙草を煙草をおおおおおおお！」

「じゃまだ、じゃま──────！」

「……てめぇ、オレの酒をどうしてくれる！」

「食い物を粗そ末まつにするなんて、これだから薬中は！」

　狭い食堂で暴れる薬物使用障害者の何人かが、我関せずと食事をしていた客の机を蹴り、皿や酒の杯を引っ繰り返してしまう。

　ギルドの支部が近いとあって、客の多くが探訪者だったのか、武器を手に薬物使用障害者を殺しにかかる。

　こうして、客を全員巻き込んだ大騒動になった。

「なにをしている。そいつらじゃない。このガキの方だ！」

　木皿や椅い子すが飛び交う中、青年が声を上げるが、誰も聞いている様子はなかった。

　客は薬物使用障害者を殺すのに忙しいし、薬物使用障害者は混乱に頭が追いついていない。時間が経つと、青年の近くにいた薬物使用障害者たちも、乱闘の輪に加わっていた。

　守りが薄くなった青年に、ハウリナが後ろから近づいて殴りかかる。

「そこに、座れです！」

「──ぐおおおおおおおぉぉぉ……」

　鉄棍で向こう脛を殴り折られ、痛みで青年はその場にしゃがみ込んだ。

　脂あぶら汗あせを流す青年の背を、テグスは足裏で踏んで押さえる。

「なにか最後に言いたい言葉は？」

「だ、誰か、助けろ──」

　情けない末まつ期ごの言葉を吐かせると、首の骨の合間に短剣を突き入れた。

　テグスは、傷口からじわじわと赤色が広がる服を漁あさって、探し物をする。

「あった。おおーい、これが欲しいんじゃないのかー？」

　掲げたそれは、草のような物が入った感かん触しよくがする麻袋。

　生き残っていた薬物使用障害者たちが袋を目にすると、一斉に争いを止める。

「欲しければ、とってこーいー」

　テグスが店の外へと袋を投げると、彼らは我先にと外へと走り出ていった。

「よこせよごぜ──────！」

「放せ、放せって言ってるうううう！」

　外の奪い合いの声を無視して、死体の服を再び漁ったテグスは、硬貨が多数入った革袋を見つけた。

「すいません、店員さーん。迷惑かけた人たちに、これで料理とお酒を奢おごってあげて」

「はいはい。えーっと、このくらいだったら……喜べ、いまいる客たち。これから日が落ちるまで、みんなの飲み食いをタダにしてあげるわ！」

　店員の言葉に、食事を台無しにされて、ギスギスしていた空気が一変する。

「おー、坊主。太っ腹だな！」

「なら今日は、遠えん慮りよせずに飲めるぜ。お代わりだ、お代わり！」

「いつもは遠慮している料理を頼むとしよう」

　方々から感謝の言葉が上がり、争いさかいなどなかったように、食堂内は元に戻った。

「ご迷惑のお詫わびに、死体は掃除しますので。残った料理は包んでくれませんか？」

「なら死体を捨てるのはお願いね。後始末はこっちでやるから──袋の中身、店の一日分の売り上げぐらいあるから、オマケよ♪」

　儲もうけさせてもらっちゃったと、店員が茶目っ気を含んだ小声で言ってきた。

「じゃあ死体を、外に出してきます」

「はい、じゃあ持ち帰りできるように、料理まとめちゃいますね」

　テグスとハウリナは死体を路地の端に運ぶと、使えそうなものを奪った。

「料理は美味しかったので、また今度ちゃんと食べにきます」

「料理、食べにくるです！」

　作業を終え、店員から持ち帰りの包みを受け取り店から出ようとした。

　客たちからタダ飯タダ酒を感謝する口笛と声が再び上がる。

　手を上げて応えながら、テグスとハウリナは外へと出ていった。

「テグス、剣や武器は、どうするです？」

　質のいい武器は〝雑踏区〟では貴重で、売れば大量の鉄貨が手に入るのだが──

「短剣や斑はん紋もん鉈なた剣けんがあるから剣は要らないし……売らずに残した白塩と一緒に、孤児院のお土産にしようかな」

　あっさりとテグスは、孤児院に寄付することに決めてしまった。

「わふっ。みんな、きっと喜ぶです」

　ハウリナも賛さん同どうし、目を細めて嬉しそうに笑うと、テグスに体を摺すり寄せる。

「……どうしたの、ハウリナ？」

「何でもないです。仲良しの仕草です」

　恐らく、最後の懸け念ねんだった貴族の兄もいなくなり、気分が楽になったのだろう。

「そうなんだ、別に構わないけど……はい、あーん」

　理由には触れずに、肌に触れているハウリナの体の温かさと柔らかさを誤魔化そうと、持ち帰りの料理を一欠片かけら手づかみで差し出す。

「あーん、なのでふ」

　ハウリナは口で受け取って、もぐもぐと幸せそうに嚙むと、より肌をくっつけた。

　取るべき選択肢を間違えたような気がして、テグスは人差し指で頰をかく。

「……テグス」

「なに、ハウリナ」

　小さな呼びかけにテグスが目を向けると、ハウリナが嬉しそうに微笑んでいた。

「ありがとうです。新しい主、テグスでよかったです」

「どういたしまして。僕もハウリナと知り合えてよかったよ」

　言ってから急に小っ恥ずかしくなったテグスは、ハウリナの頭を強くなでてぐしゃぐしゃにすると、少し体を離して足早に宿に向かうのだった。























　テグスとハウリナが次に挑むのは【小しよう六ろく迷めい宮きゆう】。

　ハウリナの保ほ護ごと成長、貴族の兄弟との戦せん闘とうという、不測の事態が続いたため、テグスにしてみればやっと来たような気分だ。

【小六迷宮】の周囲は、今まで以上に建物が密集し、人も多くて賑にぎわっていた。

「今までより、ずーっと人多いです」

「【小六迷宮】は、別名で『〝雑ざつ踏とう区く〟の食料庫』って言われるほど、色々な魔物が出てくるらしいよ。多くの人がお金を稼かせぎにきたり、食料集めしたりするらしいんだ」

「食料庫……食べ物たくさんあるです？」

　食べられる魔物の姿を想像したのか、目を輝かせて、尻尾しつぽをパタパタと振っている。

「聞く限りじゃ、食べられる魔物が多いけど。鉱こう物ぶつや薬の扱いの魔物も出るらしいよ」

　喋りながら、すぐ先にある【小六迷宮】の出入り口とは、別方向へ歩いていく。

「テグス。迷宮、そっちじゃないです？」

「ちょっと防具を買おうと思ってね。【小六迷宮】と【小しよう七なな迷宮】は、今までより危険らしいから。防具ぐらい、用意しておかないとってね」

「必要、思わないです」

　ここまで順調だったので自信がついたのか、ハウリナは疑問を持った顔をしている。

　だが、テグスが想定している危き機きは、なにも魔物に限ったことではない。

「人が多いってことはね、中には人のお金を巻き上げる人もいるってことだよ。そんな人に大勢で来られたら、危険でしょ」

「ムッ。人の獲え物もの、横取りダメです！」

「そうだね。でもそういうことが分からない人もいるんだよ」

　なにせ迷宮都市ここには、法律はない。

　盗もうが殺そうが罪に問われないと知ると、途と端たんに無茶な行動をする人は、どんな種族からも一定数出てくる。

「ということで、レアデールさんに聞いた防具屋に来たけど。開いてない？」

「来るの、早すぎです？」

「あら、可愛らしいお客さんね」

　戸締りされた店の前で、二人が顔を見合わせていると、女性らしい声が聞こえてきた。

　振り返ると、頰ほお被かむりをして食材が入った籠かごを持つ、若い女性が立っている。

　彼女が籠を持ち直すと、服を押し上げる豊かな胸がふるりと揺れた。

「えっと、お姉さんは、この店の人ですか？」

「そうよ。この『ソディー防具店』の、店主さんなんですよ」

　この女店主が胸を張ると、その大きな乳ち房ぶさを強調するように、服が張り詰めた。

　思わず目がいきそうになるのを、テグスは努つとめて視線を女店主の顔へ向け続ける。

「えーっと、防具を見に来たんですけど。店は開いてますか？」

「ええ。切れちゃった食材を買いに行ってただけなの」

　扉を開かい錠じようした女店主は、二人を店の中へと招き入れた。

　テグスは中へと入る。

　ハウリナは少し鼻をヒクヒクさせて、匂いを嗅かいでから中へと入っていった。

　ハウリナを真似て、テグスが鼻で嗅ぐと、微かすかに動物の革と薬品の匂いがした。

「獣じゆう人じんの人には、なめし中の革の匂いはきついわよね」

「だいじょーぶです。すぐ慣れるです」

　どうやら店の奥は作業場らしく、中に入って進むと、匂いがだんだんと強くなる。

「それで防具を見たいって話だけど。二人は【小六迷宮】に行くつもりなの？」

　売台の向こうに座った女店主は、テグスとハウリナに心配そうな目を向けた。

　確かにテグスもハウリナも、十代前半の少年少女らしい体つきをしている。

　探たん訪ぼう者しやがひしめく【小六迷宮】には、二人は似つかわしくない見た目かもしれない。

　自分の見た目を理解しているテグスは、鉄てつ証しようをだして見せ、ハウリナもそれにならう。

　それぞれの鉄証に、一から五の刻こく印いんがあるのを見た女店主は、驚いた顔を浮かべた。

　慌てて表情を引っ込め、続けて申し訳なさそうな笑顔を浮かべる。

「余計なお世話だったみたいね。残りの二つなら、こっちが先ですものね」

「忠ちゆう告こくしてくれるのは、ありがたいので、気にしないで下さい」

「優しい人の言葉、よく聞きなさい、ってレアデールお母さんが、言ったです！」

　ハウリナのその一言で、再度女店主が驚いた顔をする。

「あら。『歌か唱しよう精せい霊れい使い』のレアデールの子供だったのね。なら納得ね」

「レアデールさんのことを、よく知っているんですか？」

「それは知っているわよ。昔は結構な有名人だったし、同族で同性だからね」

　頭に巻いた頰被りを取り払うと、レアデールと同じ緑の髪が出てきた。

　耳の先も尖っていることから、彼女も樹き人じん族ぞくだと分かる。

「ソディー防具店にようこそ、小さな探訪者さんたち。店主のメイピルよ。それで、どんな防具がいいのかしら。ご予算はどの程度？」

　髪と耳を見つめている二人に、演えん劇げきの一幕のような物言いで、メイピルは微笑ほほえむ。

「ええっと、予算は二人合わせてこれです。防具はあまり分からないので、お任せしちゃおうかなと」

　テグスが鉄貨が入った数個の袋を、背負子の中からメイピルへと手渡した。

　このお金は、二人が以前【小五迷宮】にて狩り続けた、十数体分もの《精せい塩えん人にん形ぎよう》の塩を換かん金きんして稼いだものだった。

「ふ～ん、鉄貨で五百枚分ね～……」

　袋を次々に片手でポンポンとお手玉して、メイピルは大体の金きん額がくを悟ったらしい。

　続けて、テグスとハウリナの姿を観察し始めた。

「子供は背が伸びるから、盾を勧すすめちゃうんだけど。二人には邪じや魔まそうね」

「色々と小細工するので、手は空けておきたいですね」

「鉄てつ棍こんで、撲ぼく殺さつするジャマです」

「なら鉄貨五百枚分を、丸々鎧よろいに回すとして。希望はあるかしら？」

「運動量が多いので、軽いのがいいですね」

「二人、おそろいがいいです！」

「うふふっ、なら軽けい装そう鎧よろいの類たぐいね。分かったから、ちょっと待っててね」

　可愛らしい要求を聞いて奥へ引っ込むと、同じ見た目の鎧を二つ持ってきた。

「《平へい硬こう虫ちゆう》の硬こう殻かくを使った胸当てよ。下手に革鎧の上に板金を張った物より、硬くて軽いから。二人にピッタリだと思うんだけれど」

　差し出してきた鎧は、胸から鎖さ骨こつまでを覆おおう灰色の曲がった板と、背部に保持用の灰色の当て板に、板同士をつなぐ革かわ紐ひもという構造だった。

　恐らく胸当て部分に《平硬虫》の硬殻を使っているのだろうが、本来は鉄の平ひら鍋なべのような黒さなのに、鎧では灰色になっていた。

　不ふ思し議ぎに思いながら、テグスは鎧を手にとってみると、すんなり持てるほど軽く、試しに叩いた手が痛いほどの硬さがあった。

「でも、ちょっと大きくないですか？」

　体に当ててみると、一回りから二回りぐらい余裕があるように見えた。

「子供はすぐに大きくなるんだから、これくらいは許容範囲よ。紐で調節可能だから、体に合わせられるし」

　メイピルがテグスに鎧を着せて、革紐を調整し始めた。

　その作業中、メイピルの胸が当たったりして、テグスは落ち着かない気分になる。

　しかも、胸鎧の位置調整で、目の前で前まえ屈かがみにしゃがまれたときは、服が窮きゆう屈くつなのか襟えり元もとの紐が緩んでいて、深い谷間と白い肌が覗のぞいていた。












　その上、メイピルはレアデールと同じ、樹人族の女性だ。

　テグスは何だか不道徳な気がして、目を上に向けて待つことにした。

「はい。これで大丈夫だと思うんだけれど。調子はどうかしら？」

「えッ、えっと──動きにくくはないです。脇わきに少し隙すき間まがあるのは、気になりますが」

　体を動かした感かん触しよくを伝えると、メイピルは指で鎧との隙間を調べていく。

「ちゃんと食べて体が成長すれば、すぐに埋まるわよ。じゃあ次は獣人の娘こね」

「お願いするです」

　テキパキと調整し終えた鎧は、ハウリナの体にピッタリと合っているように見えた。

「動きやすいです！」

「そう、それはよかったわ。それで、この鎧をお買い上げでいいのかしら？」

「ハウリナもよさそうですし、これでお願いします」

「でも、せっかく防具を買うなら。《平硬虫》の鎧だけじゃ、格好がつかないわ」

　言いながら出してきたのは、手の甲から肘ひじまでの手てつ甲こうだった。

　こちらも灰色の板なので、《平硬虫》の素材が使われているようである。

「盾が不要といっても、腕の防具は必要よ。これなら、殴るときにも重ちよう宝ほうするわよ」

「……へぇ、意外と重さは気にならないですね」

　着けてもらって腕を軽く振ってみると、ちょっとした重さを感じるが、悪影響を及ぼすほどの重量ではなかった。

「これより、足の欲しいです」

　着けた手を右に左に捻ひねった後で、ハウリナは嫌そうな顔をして外してしまった。

「これ、気に入らなかったかしら？」

「鉄てつ棍こん使う、手の動き大切です。感覚変わると、失敗するです、足だと変わらないです。鉄棍使い、蹴りも使うです」

　手甲を返しながら、どうにか相手に伝えようと、身振りを含めて話をする。

　メイピルは身振りを見て言葉を聞いて、うなずきを返した。

「つまり。鉄棍を扱うのに手甲は邪魔だから、代わりに脛すね当あてが欲しいってことね？」

「ですです。そうです！」

　ハウリナは伝わったと大喜びし、大げさに頭を上下に振る。

「ふふっ。それじゃあ脛当てを持ってくるわね。在庫あったかしら？」

　微笑ましそうに笑ったメイピルは、頰に手を当て首を傾げながら店の奥へ戻った。

　今度は少し時間がかかり、物を探す音や何かが落ちる音がして、メイピルが持ってきたのは一組の脛当てだった。

「これは《平硬虫》だけじゃなくて、【小しよう一いち迷宮】の《迷めい宮きゆう主ぬし》の《二に角かく甲こう虫ちゆう》の翅はね殻からも使っているの。その分、手甲よりも値が上がっちゃうんだけど」

　言われて見てみれば、脛当てには灰色の板だけではなく、脛の直上と足の甲の部分に青黒い素材が使われている。

　黒と灰色の二色の脛当てを、ハウリナは両足に着けてもらい、感触を確かめるために軽く蹴りを何度か放つ。

　びゅんびゅんと、蹴りにしては、やけに早い風切り音がする。

　よほど作りがいいのか、足にくっついているかのように、脛当ての位置は動かない。

　最後に大きく回し蹴りを放ち、ハウリナは空中で足を上げたまま静止した。

　ゆっくりと足を下ろすと、テグスに凄く物欲しそうな目を向けてきた。

「そんな顔をしなくても買ってあげるから」

　ハウリナの頭をなでながら、メイピルの方へと顔を向ける。

「鉄貨の追加は必要ですか？」

「これ全部買ってくれるのなら、オマケして、この鉄貨全部でいいわよ」

　迷宮に連日潜って稼いだお金なのに、テグスはあっさりと鉄貨入りの袋を、メイピルの方に押しやった。

「はい。確かに」

　メイピルが袋を受け取って、防具一式はテグスとハウリナのものになった。

「《平硬虫》の防具は革鎧と違って傷みにくいから、整備の必要はあまりないわ。でも、大きな傷とかができたら、見せに来てね」

「そのときは、またお世話になります」

「お世話になるです」

　挨あい拶さつを三人で交わした後で、テグスはふと疑問に思ったことがあった。

「それにしても、店名の『ソディー』って、何ですか？」

　同じ疑問をよく言われるのか、メイピルは苦笑いを浮べる。

「ソディーは、私の夫よ。大分前に亡くなっちゃったけどね」

「それは、失礼なことを聞いちゃって」

「全然失礼じゃないわよ。夫は天てん寿じゆを全うして、老ろう衰すいで死んだんだもの」

　くすくすと笑うメイピルの髪と耳を見直して、人間よりも長生きな種族の人だったと、テグスは再認識したのだった。







　新品の防具を身に着けて、探訪者ギルドの支部にて、大まかに情報を仕入れてから、二人は【小六迷宮】の出入り口にやってきた。

「【小迷宮】の中で、換金率が高い魔物が多く出るため一番人気で、最多の全二十層の迷宮。層が多い分だけ魔物の種類も多いから──」

「食料庫、言われてるって、テグスが教えてくれたです？」

「足止めされている暇つぶしに、もう一度情報を整理しようとしただけだよ」

　暇つぶしに語ったように、【小六迷宮】には多くの探訪者が集まるため、常に入る人数に制限が設けられている。

　迷宮内に入るための待たい機き列れつは長く、百人を軽く超える人たちが暇そうに並んでいた。

　彼らの服装や武器は多種多様で、布の服から金属製の鎧まで、剣や槍やりに弓や鈍どん器きという見慣れた武器以外に、鞭むちや大型包丁、果ては縄を持つ人もいる。

　並ぶ人の多くが、【小六迷宮】を専門にしているのか、並び方も慣れていた。

　恐らく、迷宮攻略のために並んでいるのは、テグスとハウリナぐらいだろう。

「攻略が目的の人のために、専用の列を作って欲しいとは思うけど──」

　暇つぶしに並んでいる人たちを眺めていたら、列の先で喧けん騒そうが聞こえてきた。

「テメェ、横入りするんじゃねーよ！」

「仲間が場所取りしてたんだからいいんだよ！」

「──きっと、横入りとかされちゃうから、無理なんだろうね」

　待てない探訪者たち同士の、順番待ちによるいざこざが、入り口前で起きていた。

　当人たちは喧嘩に熱中して順番が来ても、【小六迷宮】の中に入ろうとしない。

　うんざり顔で業ごうを煮やした他の探訪者たちが、迷宮の中へ彼らを蹴り入れた。

「て、テメェら、何しやがる」

「五う月る蝿さい。列から外れるように蹴らなかっただけ、ありがたいと思え」

　言い争いをしていた二組よりも、蹴り入れた男性たちの武装の方が高品質で、装備に見合うだけの貫かん禄ろくがある風体をしていた。

　彼らの一種威い圧あつ的てきな見た目に、蹴り入れられた方の人たちは、ブツブツと小さく文句を言いながら階段を下りていった。

「あんなふうに、周りに迷惑をかけることは、しちゃいけないからね」

「うん、です」

　元気よくうなずいたハウリナの頭をなでつつ、手が当たってピクピクと動く獣耳を手指で捕まえて、擦こするようにしてなでる。

「んッ、ふぅ～～」

　耳の毛に指が触れるとくすぐったいのか、少し小さな声を上げる。

　でも、テグスの指を拒否するような仕草はなく、むしろ逆側の耳が催さい促そくするかのように小さく動いている。

「坊主たち。入った入った」

「あ、はい。ありがとうございます」

　なでて時間を潰していたら、いつの間にか二人が中へ入る番になっていた。

　声をかけてくれた、後ろの人に会え釈しやくをしてから、二人は一緒に階段を下りていく。

　その間、長時間なで続けたせいか、ハウリナの表情は少し蕩とろけていた。

　だが階段の先、一層にも人が並んでいるのを見て、ハウリナが真顔に戻る。

　そして不ふ機き嫌げんそうに、ぷくっと膨れた。

「また人です……」

「まあまあ。仕方がないでしょ」

　なだめつつ列に並んでいると、脇わき道みちから緑色の枕大の芋いも虫むしが出てきた。

　口に針のような突とつ起きがついていることから、《口こう針しん芋虫》という魔物だ。ギルドの支部で手に入れた情報から、テグスはそう判断した。

　のっそりと出てきたその魔物は、近くにいた人に槍で一突きにされてしまった。

「敵じゃないです」

「強さ的には、雑ざ魚このようなものらしいからね」

　安全に人の列がゆっくりと進み、三層に到着する。

　三層に入った途端に列は解かれ、人々はバラバラに幾つかある通路へ向かい始めた。

「ほら、坊主たちも、さっさと選んで進め」

　向かう先を迷う二人に、人のよさそうな顔つきの男性が、声をかけてきた。

「何で皆さん、ここから分かれるんですか？」

「この階層から、どんな魔物が出るか知っているか？」

「二層からは鉱石系の《転てん刃じん石せき》、三層は動物系の《小ぼ火や蜥蜴とかげ》が加わるって」

「その《小火蜥蜴》ってのが、列を解消する理由なのさ」

　ぐしゃぐしゃとテグスの髪をかき回して、その人は仲間たちと共に去っていった。

「どういうことです？」

「つまり《小火蜥蜴》は火を放ってくるから、列になってると危ないってことだね」

「なるほど。火は、厄介です」

　うなずくハウリナの頭を、テグスはなでてから、勘かんで選んだ通路を進んでいく。

　途中、威い嚇かくしてきた《口針芋虫》を、ハウリナが無言で一撃で潰した。

　さらに、《転刃石》という、所々が金属質な手て毬まり大だいの脆もろい石の魔物と出会うが、ハウリナが無む造ぞう作さに鉄棍で砕く。

　次に出会った、口から火を出す《小火蜥蜴》という腕の長さほどの魔物を、今度はテグスが短剣の投とう擲てきで殺した。

　トカゲなのに食べられないので放置し、発見した階段で四層へと下りていく。

「四層から出てくる《滴てき油ゆ鼠ねずみ》っていう魔物は、初見だと驚くらしいよ」

「驚くです？」

　言いつつも、驚く理由が下りてすぐ分かるとは、二人とも思っていなかった。

「なッ!?」

「危ない、です！」

　下り立った瞬間、何匹かの魔物が火ひ達磨だるまになりながら突進してきた。

　テグスは急いで右手で二本短剣を引き抜く。

　そして、左手だけで視認しにくい丈夫な糸を柄つかにそれぞれ別に結びつける。

　テグスの準備が整うまでに、ハウリナは鉄棍を構えて臨戦態勢に入っていた。

「よっとッ！　もう一本！」

　準備を終えたテグスは、右手を振りかぶり、火のついた魔物へと短剣を投擲する。

　もう一方の短剣も、別の燃えながらやってくる魔物を狙って、左手で投げつけた。

　魔物に突き刺さった短剣に火が燃え移る前に、糸を勢いよく引っ張って回収する。

「ハウリナ！」

　短剣が手に戻る間を保もたせるべく、テグスはハウリナに迎げい撃げきの指示を出す。

「あおおおおぉぉん！」

　咆ほう哮こうを発して、長く持った鉄棍の先を、燃える魔物へ鋭く突き出す。

　一撃で先頭の魔物の頭部を陥かん没ぼつさせ、次の魔物へ再び鉄棍の突きを繰り出した。

　先頭で戦うハウリナを狙って、飛びかかろうとする燃えている魔物を、テグスは短剣の投擲で殺し続けていく。

　合計で十には満たない数の魔物を倒した頃、火に焼かれて絶命したのか、急に残りが地面に倒れて動かなくなった。

「こ、これは、確かに驚くね」

「うん、驚くです」

　魔物が火達磨になって突っ込んでくるとは、思ってもみなかった。

「これが《滴油鼠》です？」

　鉄棍で指したのは、大きな鼠の見た目なので、恐らく《滴油鼠》の焼死体。

　テグスは鉄棍を借りて、先端でまだ燃えている《滴油鼠》の体を押してみた。

　すると《滴油鼠》の体からじわりと染み出した油が、引火して火か勢せいが強まった。

「……もしかして《滴油鼠》の油に、三層にもいた《小火蜥蜴》が火をつけたのかな？」

《滴油鼠》から染み出る油は、随ずい分ぶんと可燃性が高いようだ。

　四層の地面の所々に、《滴油鼠》の燃えやすい油は少したまっていて、先ほどの戦闘の余よ波はで引火している場所もあった。

「……こんな場所はさっさと通り過ぎるに限るね」

「早くいくです」

　厄介な場所を早く抜けると決めて、二人は通路を走って進んでいく。

　着いた五層の床にも《滴油鼠》の油だまりがあったので、戦法を変えることにした。

　まず、三層でも出現する《転刃石》を砕き、破片を入れた革袋を左手に歩き始める。

　そして、出くわした《滴油鼠》に、袋から《転刃石》の破片を一つ出し投擲した。

　尖った破片が、《滴油鼠》の胴体に突き刺さる。

「ヂュヂュウゥ……」

《滴油鼠》はその場でもがいていたが、やがて動かなくなった。

　一度やり方を確立すれば、器用さが自じ慢まんのテグスは、次々に戦果を挙げていく。

　五層から新たに現れる、幻覚薬の材料という《浮ふ燐りん蝶ちよう》も、破片で射抜いてしまう。

　再び火達磨の魔物たちが襲ってきたときも、二人にたどり着く前に、大半を破片の投擲で倒してしまうのだった。







　六層への階段を探して歩いていると、ハウリナが軽くテグスの裾すそを引っ張ってきた。

「テグス。お腹、減ったです～」

「えっ、もうお昼になった？」

「うん。ぺこぺこです」

　今までの【小迷宮】との広さの違いに、うっかり時間の経過を勘かん違ちがいしていたらしい。

「テグス。ご飯、ないです？」

「う～ん、六層からは《蔓つる鞭むち瓜うり》っていう、薄甘い実が生なる魔物が出るんだけど」

「甘いの大事です！」

「そうそう、大事だよね」

　迷宮都市では甘かん味みは貴重なので、食い意地が張った二人の欲求は高い。

　ハウリナがより意気込んでいるのは、女の子なのでより目がないためだろう。

《蔓鞭瓜》とは、六層にたどり着いて、ほんの少し通路を進んだ場所で出会えた。

「……大きいです」

「意外と大きいね」

　見た目は、大きな葉っぱを何枚も敷き、上に丸く薄緑の巨石を置いたようだった。

　大きな葉の下にウネウネと動くのは、恐らく《蔓鞭瓜》の根だろう。

《蔓鞭瓜》の実だと思われる大きな球体のてっぺんからは、小さな葉が何枚かついた蔓が何本も伸びている。

《蔓鞭瓜》は二人に出会うと、てっぺんの蔓を鞭のように素早く振るい始めた。

「とりあえず様子見で」

　振り回している蔓に当たると痛そうなので、ハウリナを少し後ろに下がらせた。

　革袋から取り出した大きめな《転刃石》の破片を、《蔓鞭瓜》へと投げつける。

《蔓鞭瓜》は蔓を一斉に振るって、飛んできた破片を打ち落とした。

「うーん、飛び道具は、効果がないのかな」

「駄だ目めなら、叩くです」

　言うや否や、ハウリナは走り寄り、振るわれた蔓を搔かい潜くぐった。

「あおおおおおおおおおん！」

　鉄棍を振り下ろし、実の四分の一を吹き飛ばすと、《蔓鞭瓜》が動かなくなった。

「テグス。やっつけたです。切り分けて食べるです！」

　近くで実の甘い匂いを嗅かいだからか、大はしゃぎで手招きする。

　ご馳ち走そうを前にした子供のような様子に、テグスは苦笑いしかできない。

「僕を待たずに、ハウリナが短剣で切り分けてもいいんだよ？」

「そうだったです。短剣、持っていたです！」

　ハウリナは、後ろ腰につけている短剣を忘れていたらしい。

　慌てて短剣を抜いて、いそいそと薄緑色の実を切り分け始めた。

「はぐはぐ。ミズミズしいです。ちょっと甘い、美味しいです！」

　よほど気に入ったのか、嬉き々きとした笑顔で、次から次に食べていく。

　美味しそうに食べるので、テグスの喉のどがごくりと鳴った。

　テグスはそそくさと《蔓鞭瓜》を切り取り、外と同じ薄緑色の中身を食べてみた。

「確かに水分多いし、よく味わうと甘い」

　歯ごたえは、シャクシャクと生の芋のような食感だった。

　水分を多く含んでいて、一ひと嚙かみすれば果汁で口が満杯になってしまう。

　加えて、糖とう分ぶんが多少あるのか、ほんのりと甘さを感じた。

　欲張って皮の近くを食べてしまうと、甘さよりも野菜のような青臭さが先に立つが、少し甘い果か肉にくであることは変わらない。

「一体でこんなに大きいなら、もっと〝雑踏区〟に出回ってもいいと思うんだけど。やっぱり水分多くて腐りやすいのかな？」

「テグス、テグス。食べないのなら、もっと食べてしまうのです！」

「あ、待ってよ。まだ食べるから！」

　食べつくされてはたまらないと、テグスも《蔓鞭瓜》の実を食べていく。

　この後も、火達磨で襲ってくる魔物も駆く除じよしながら、出会った《蔓鞭瓜》を倒して、実を飽きるまで食べていった。

　食べ過ぎて水腹になりながら、階段を下りて七層へ到着。

「さっそく、新しい魔物──《大おお蜜みつ蟻あり》がお出迎えとはね」

　視線の先には、直立すれば子供の身長はある大きさの、蟻に見える魔物がいた。

　キチキチと顎あごを鳴らして威い嚇かくする《大蜜蟻》へ、《転刃石》の破片を投げつける。

《大蜜蟻》に当たるなり破片が砕けてしまい、体表に少し傷ができただけに終わった。

「前に出るです！」

　六本足を動かして近づいてくる《大蜜蟻》に、ハウリナは自分から近づいて、下からすくい上げるように鉄棍を振るった。

　振るわれた鉄棍は、《大蜜蟻》の顎にがっしりと挟まれて、止められてしまう。

「テグス、摑まれたです!?」

「大丈夫、そのまま押さえておいて！」

　テグスは要望を出しながら、短剣を抜き《大蜜蟻》へ接近する。

「首を落とすからね。［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　ハウリナが押さえている間に、鋭刃の魔術をかけた短剣で首を切り離した。

　力任せに押さえていたハウリナは、急に《大蜜蟻》の頭が外れて体勢を崩す。

「わふっ!?　頭が嚙んだままです」

　鉄棍に嚙みついたままの頭に驚き、慌てて蹴りはがす。

　テグスが生死の確認をしていると、《大蜜蟻》の体から甘い匂いがしてくる。

「《大蜜蟻》って名前だし、体液が甘いのかな……って、ハウリナ何しているの？」

　甘い匂いに反応したのか、《大蜜蟻》の死体の匂いを嗅ぎ回り始めていた。

「この蟻、甘い匂い一番強いの、お腹です！」

　短剣を抜いて《大蜜蟻》の胴と腹の境さかい目めに突き刺し、腹の部分を切り離してしまう。

　腹の断面からあふれ出てきた液体を、口をつけてちゅうちゅうと吸い始めた。

「ちゅぅ───。わふわふ！　甘いの、どろどろです！」

「ちょっと、ハウリナ!?」

　よほど出てくる体液が甘くて美お味いしいのか、うっとりとした目で吸うのを止めない。

「ちょっと前に《蔓鞭瓜》をあれだけ食べたのに。女の子は甘い物が別のお腹に入る、っていうけど」

　少しだけ呆れながら、テグスも舐なめてみたいなと、食い意地の張ったことを考える。

「はふぅ……テグスに、残りあげるです」

　満足するほど吸ったのか、ハウリナが《大蜜蟻》の腹の部分を手渡してきた。

　テグスも興味があったので、押したら体液が出てくる場所に口をつけ、吸ってみる。

　口に入ってきたのは、喉に引っかかりを感じるほどの、とろみのある甘い蜜だった。

　味は《蔓鞭瓜》の果汁を凝ぎよう縮しゆくしたような、ほのかな青臭さがある強い甘味。

　邪魔に感じる青臭さだが、後味をすっきりしたものにする働きをしていた。

　よくできた蜜を吸い尽くし、テグスはハウリナに振り返る。

「《大蜜蟻》の蜜を狙って、少し七層で長居する？」

「たっぷり飲んだです。まだお腹、だいじょーぶです！」

　ハウリナは口ではそう言っているが、目はまだ欲しいと言っていた。

　テグスもまだまだ味わい足りないので、もう二、三匹は狩りたいと思っていた。

　お互いにしょうがないという顔をしながらも、嬉々として《大蜜蟻》を探し回った。

　順調に腹を満たした二人は、膨ふくれた腹と和やかな雰囲気で、八層に入った。

　八層の通路の見た目が、ここまでと違っていると気づき、二人の顔が引き締まる。

「なんか、小さな穴があるね」

「かなり、穴だらけです？」

　通路の天てん井じようと言わず地面といわず、色々なところに、指二本分の小さな穴があった。

「考えられる理由は、この層から出てくる《潜せん跳ちよう蝦しや蛄こ》なんだけ──どッ!?」

　地面に空いた穴の一つに近寄ると、何かが上へと飛び出てきた。

　察して顔を横に倒して避けると、頭上の天井から何かが当たった音が響く。

「逃がさないです！」

　ハウリナが鉄棍の先端で、飛び出てきた何かを、天井へ押しつけて潰した。

　鉄棍が離され天井から落ちてきたのは、全長は掌てのひら大だいで太さは指二本分の、細長い多足の虫のような魔物だった。

「これが《潜跳蝦蛄》かな。見た目からしたら、虫なのかな？」

《潜跳蝦蛄》が当たった岩天井に目を向けると、小さいながらヒビが入っていた。

　仮に、《潜跳蝦蛄》が体に当たったら、骨にヒビで済めばましな威力があるようだ。

「フンフン。潮の匂いがするです」

「潮の匂いってことは、海ってとこの生き物の魔物なのかな？」

　内陸地の迷宮都市から出たことがないテグスは、潮の匂いという言葉から、話に聞いた『海』という場所を連想した。

「《潜跳蝦蛄》も食べられる魔物って聞いたけど……」

　見た目は硬そうで、小さくて食べ応えがなさそうなので、食しよく指しがあまり動かない。

「こういうの、殻を外して、食べるです」

　少し敬けい遠えんするテグスに教えるように、ハウリナは外殻をぺりぺりと剝はがし始めた。

　殻の下から、透明な白さで濡れているように照る身を取り出す。

　肉とも魚とも違う見た目の質感の身に、ハウリナだけでなくテグスの喉も鳴る。

　食いしん坊二人の直感が、美味しいものだと見抜いた瞬間であった。

「半分ずつ食べようね」

「半分こです」

　ハウリナが身の真ん中を摘つまんで分けると、ちょっとだけ大小の差が出てしまった。

　どちらを渡すか悩む様子を見せるが、テグスは見た目で小さい方を摘み上げる。

「こっちもらうね。あ～ん、もぐもぐ──」

　ハウリナが何か言う前に、ニコリと笑って口の中に入れてしまう。

　身はしっとりとした舌した触ざわりなのに、歯触りは引き締まった肉を嚙んだようだった。

　強く一嚙みすると、果物の甘味とは違う、独特の甘さが舌に広がった。

　海のものを初めて食べるテグスにとって、味と食感に驚きと興奮を覚えてしまう。

「美味しい！　ハウリナも食べてみなよ！」

「うん、食べるです。あむっ──美味しいです！」

　興奮冷めやらないテグスの様子に、ハウリナも急いで身を口に入れる。

　歯で嚙んだ瞬間に目を見開き、尻尾をピンと伸ばして、驚きを全身で表した。

「これ、もっと食べたいです！」

　しかし《潜跳蝦蛄》は穴の中にいて、近づけば飛び出てくるので危ない。

「──！　穴から出す、いいこと考えたです！」

　何をする気だろうと、テグスは少し見守ってみることにした。

「いくです！」

　なぜかハウリナは気合を入れて鉄棍を振り上げ、力一杯に地面へと叩きつけた。

　岩の床と鉄の棍がぶつかり合った大きな音に、テグスは思わず耳を塞ふさぐ。

「……ハ～ウ～リ～ナ～」

　少し怒って、ハウリナのこめかみを両拳で挟み込んだ。

「きゃわ、どうして怒るです。見るです、穴から出てきたです！」

《潜跳蝦蛄》は穴から出てきているが、問題はそこではない。

「おびき出すために、毎度毎度これやってたら、耳が悪くなるでしょ！」

「ぎゃんぎゃん！　頭をぐりぐり、痛いですー！　ごめんなさいですー！」

　目に涙を浮かべて謝罪してきたので、テグスは手を頭から外してあげた。

「ううぅ。でもどうするのです？」

　痛みで浮いた涙を拭ぬぐいながらのハウリナの疑問に、テグスは考えるように腕を組む。

「歩く音に反応するなら、小さな音でも大丈夫なはずだから……」

　予想を確かめるため、《転刃石》の欠片を投げてみた。

　音を立てて転がった欠片に反応し、《潜跳蝦蛄》が穴から飛び出す。

　もちろん、出てきた《潜跳蝦蛄》は、すぐに二人のお腹の中に収まった。

「これで《潜跳蝦蛄》の、対処法は分かったかな」

　拾った少し大きめの石を蹴り転がしながら、通路を進み始めた。

　穴に潜む《潜跳蝦蛄》は、蹴られ転がる石に反応して、面白いように出てくる。

「すごいです。たくさん獲れるです」

　飛び出てきたのを、ハウリナが叩いて拾って差し出し、テグスは石蹴りをしながら受け取って殻を外す。

　先に、一つハウリナに食べさせ、次にテグスが食べる。

　そんな調子で通路を進み、下への階段を見つけたが、問題が一つあった。

　すでに、およそ昼過ぎの時間になっていた。日帰りで地上に戻るならば、ここで引き返さなければならないのだ。

「このままだと、最下層に行くまでに、迷宮内で寝泊まりが必要になるし。初めて来た迷宮なんだから、今日は終わりにして、戻ってもいいと思うんだけど」

「まだまだ元気です。また待つのイヤです。このまま《迷宮主》、倒しにいくです！」

「……出てくる魔物が美味しいから先に進みたい、って思っていない？」

「そ、そんなこと、ないですのです」

　言葉を詰まらせ、目を泳がせているので、分かりやすい。

「僕は食べたいけど、ハウリナが食べたくないんなら仕方がないな」

「わーわー、ウソでしたです。食べるです、ハウリナも、食べるです！」

　理由はどうであれ、ハウリナにやる気があるようなので、下へと進むことにした。







　九層にて、大型犬ほどの大きさで茶色い羽根を持つ鳥の魔物の《蹴け爪づめ軍鶏しやも》と戦う。

「あおおおおおおぉぉん！」

「クケエエエエエェェッ！」

　横に振るった鉄棍を、《蹴爪軍鶏》は枝に足をかけるように摑んだ。

　そして、振られる勢いを利用し、後方へと飛び退すさる。

　しかしテグスは、空中を飛ぶ《蹴爪軍鶏》の足に、二つの石を糸でつないだ武器を絡みつかせる。

「あおおおおおおん！」

　糸が絡み地面に落ちて暴れる《蹴爪軍鶏》の頭を、ハウリナが鉄棍で叩き砕いた。

　すぐに血と内臓を抜き、背負子に入れる。

　このとき、ハウリナが生の肝を摘んでいたのを、テグスは見て見ぬふりをした。

　十層には、新たに《剛ごう巻かん毛もう羊よう》という、毛がもこもこの大きい羊の魔物が現れた。

　しかし、盛んに他の探訪者たちが《剛巻毛羊》と戦っているので、二人は構わず次の十一層へ入る。

　十一層の通路では、先に進む人と戻る人が入り乱れていた。

　その理由が、荷物運びの人たちが背負子で運ぶ、丸々と太った豚のような魔物だ。

　以前、【小しよう四よん迷宮】付近のギルド支部で聞いた、肉に高値がつく《丸がん転てん豚ぶた》である。

　大人数で大量に運んでいることから、支部で依頼を受けているのだろう。

「じゅるり。大きな豚です」

「確かに食いでがありそうだね」

　二人そろって食べてみたいと思うものの、人の多さから戦う機会に恵まれない。

　通路の先に下への階段を発見した頃になって、ようやく一匹と戦闘に入った。

「──意外と大きい!?」

　丸い体で通路を転がってくる《丸転豚》は、発する音と迫る威い圧あつ感かんで大きく感じた。

　しかし、黙って轢ひかれるはずがなく、ハウリナが鉄棍の端を持って振りかぶる。

「あッ、おおおおおおぉぉん！」

　雄お叫たけびを上げ、鉄棍を横に素早く振るう。

　鉄棍に弾き返されて壁に衝突した《丸転豚》は、丸まっていた体を伸ばし、仰向けに腹をさらした。

「いい手応え、したです！」

《丸転豚》の頭部は、べっこりと鉄棍の形にへこんでいて、明らかに死んでいた。

　食いしん坊の底力が入ったその威力に、テグスは引きつった笑みを浮かべる。

「解体、解体です。美味しく肝を食べるです～♪」

　一方で、ハウリナは《丸転豚》を解体していく。

　持ち運ぶ重量を軽くするため、内臓は全て抜くのが主流なのだが、こっそりと食べられるいくつかの臓器を体内に戻していた。

「これだけ大きいんだから、肉だけで十分でしょ」

「ダメです。内臓おいしいです！」

　頑かたくなに主張するので説得は諦めて、その代わりに《丸転豚》は丸々ハウリナの背負子に積み入れた。

　続けて、十二層。新たに出現した、小さな馬のような魔物の《短たん速そく驢ろ馬ば》の脚を蹴り折り、喉を刺して殺した。

　体を前後半分に切り分け、腹から下の部分を、テグスは背負子の中へ入れて運ぶ。

「食料も手に入れたし、もうそろそろ休憩を入れようか」

「わふっ。肉たくさん食べるです。うれしいです！」

　話しながら入った十三層は、ここまで以上に人で賑わっていて、休憩場所を探せる雰囲気ではなかった。

　十三層が人気なのは、三つの目的にある。

　一つは、新たに《一ひとつ眼め牛うし》という、換金率が一番高い牛の魔物が現れるため。

　次に、他にも《蹴爪軍鶏》、《剛巻毛羊》、《丸転豚》、《短速驢馬》が出てくるので、主要五種の肉が手に入りやすいから。

　最後に、人が多くいる場所なので、危険な時に助けてもらえるかもしれないからだ。

　だが、一つの層に探訪者が大勢いれば、自ずと問題は起こるものである。

「テメエ、それはウチラが倒した獲物だろうが！」

「ちげぇよ、お前らはそっちの二匹だけで。この一匹はこっちが倒したんだ！」

　口論の末に、斬り合いが始まった。

　降りかかりそうな災いを避けるために、テグスとハウリナは人の間を縫ぬって、可能な限り早く十四層へと入った。

　十四層も、《一眼牛》、《剛巻毛羊》、《丸転豚》、《短速驢馬》の四種の魔物が出るのでまだまだ人がいる。

　二人は十三層と同じ要よう領りようで十四層を通り過ぎる。

　十五層は《一眼牛》、《丸転豚》、《短速驢馬》の三種が出る。十三層や十四層より通路にいる人が少なくなったが、それでも二人は戦わずに進むことができた。

　そうして到着した十六層。

　ここに出てくる魔物は、手強い部類の《短速驢馬》と《一眼牛》の二種だけだ。

　二種を各個に狙える実力者のみだけなので、通路の上の人影はまばらにしかない。

「静かです。安心して、牛肉を探せるです！」

「もしかして、お腹減ってる？」

　食べ物を求めるような目をしているのを、テグスは気がついた。

　ハウリナは腹具合を探るようにお腹をさすってから、こくりとうなずく。

「うー……ちょっと減ったです」

　ハウリナは、九層で《蹴爪軍鶏》の内臓を多少食べてから、十六層ここまで移動し通しだ。腹が減ってもおかしくはない。

　テグスも八層の《潜跳蝦蛄》以来、何も食べてないので、空腹を感じていた。

「迷宮内だから日は見えないけど、いまは夕方か夜かな」

「夕食に近い時間です」

　断言に近い言葉に、テグスは驚いた顔を向ける。

　だが、あまりにも自信満々な顔を見て、なんとなく正確な時間のように思えた。

「夕食前の時間なら、ここで休憩できる場所を見つけて、食事にしようか」

「むっ、場所を探す前に、牛肉が来たです！」

　ハウリナが指差す先に、黒茶の毛並みで尻尾の先にはフサフサな毛がついた、二つの角と一つだけの目を持つ牛の魔物がいた。

「あれが《一眼牛》だね。でも目を潰せば、簡単に倒せるんじゃないかな」

　視線の高さがテグスと同じで、牛にしたら小さな体たい軀くだが、食いではありそうだ。

　空腹から、テグスは思わず唇を舐める。

「おいッ！」

「──ブモオオオ！」

　テグスが挑発するように声をかけると、《一眼牛》が突進してきた。

　観察しつつ、革袋の中から《転刃石》の欠片を一つ、指で摘み──

「ここッ！」

　短く声を出して素早く投げ、《一眼牛》の目へと命中させた。

「グモオオオオオ！」

　眼を潰されても《一眼牛》の突進は止まらず、一直線に走り寄ってくる。

《一眼牛》が止まらないと分かり、テグスは最初に地面を、次に壁を足で蹴りつけて、天井近くにまで跳び上がった。

　空中を漂うテグスの下を通り過ぎた《一眼牛》は、通路の壁へ体をぶつける。

「ブモブモオオオオー！」

　目が潰れて見えないので、ぶつかった壁をテグスだと勘かん違ちがいしたのか、一心不乱に頭を振って角を打ちつけ始めた。

　地面に着地したテグスは、静かに足音を殺して近づいていき、横合いから短剣を《一眼牛》の心臓部へ突き刺した。

　傷口から真っ赤な血を噴ふん出しゆつさせて、《一眼牛》は目め眩まいを起こしたように足元を揺らし、地面へ重々しく倒れた。

「わふわふっ、牛肉です、新鮮な牛肉です！」

「結構大きいから、休憩できる場所を探す前に、内臓を捨て──」

「魔術使って、運ぶです！　［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！」

　内臓を捨てられてはたまらないと、身体強化の魔術で上げた腕わん力りよくで、《一眼牛》を引きずり始めた。

「まったく、手伝うからばてちゃわないでよ。［動体を察知パルピ・ベスタ］」

　テグスも《一眼牛》の運搬を手伝いながら、索さく敵てきの魔術で動く生物の位置を確認し、鉢はち合あわせしないように道を指示するのだった。







　通路の行き止まりにあった、小部屋状に開けた空間を見つけ、二人は引きずってきた《一眼牛》ともども中に入った。

「はぁ、はぁ。ここで、休憩と食事に、しようか」

「わふわふっ。牛の内臓に、期待です！」

　疲れを見せるテグスとは違い、ハウリナは元気いっぱいな様子で、《一眼牛》の解体に取りかかる。

　息を整える程度に休んだ後、テグスは道中で背負子に確保していたものを出す。

　内臓を抜いた《蹴爪軍鶏》と《丸転豚》、下半身だけにした《短速驢馬》だ。

　これらの皮を剝いだり、羽根を抜いたり、肉を適度に切り分け、下ごしらえする。

「んふ～っ。鶏、豚、馬の肉もあるです。楽しみです」

　地面に並べられた三種類の肉を見て、待ちきれない様子で《一眼牛》の解体にさらなる力を入れていく。

　やがて解体も終わり、二人の目の前には、食いきれないほどの生肉の山が並んだ。

「よし、それじゃあ、食事にしよう」

「わふっ！　んー、どれ食べるかです……」

　ハウリナは、四種類の肉、豚と牛の内臓のどれから食べようか、目移りしている。

　迷う姿を可愛らしく感じながら、テグスは背負子の隠し箱から、小さなお椀わんを二つ取り出した。

　それぞれの中に、細くちぎった乾燥肉、水、塩少々を入れた。

「［ものよ温かくなれオジエクトン・ヴアルマン］。ほら、これで塩分補給して」

　魔術で薄く湯ゆ気げが出るまで温めて、できた即席のスープをハウリナに手渡す。

「はぐはぐ。いただきますです。んくっ、んくっ……」

　牛の肝かん臓ぞうを食べ始めていたハウリナは、お椀に口をつけ小さく喉を鳴らす。

　テグスもスープを少し飲むと、隠し箱から金属製の長串を数本取り出した。

　そして、内臓を抜いて羽根をむしった《蹴爪軍鶏》を、金串に刺していく。

　続けて、今まで一度も迷宮内では鞘から抜いたことのない、神の祝福が施ほどこされた神剣と呼ばれる短剣──補ほ短たん練れん剣けんを、ここで抜いた。

「どうして、青いの、抜いたです？」

　薄青い剣けん身しんが綺麗な補短練剣を、テグスが大事にしていると知っているので、ハウリナは不思議そうにしている。

「そりゃあもちろん、補短練剣を媒ばい体たいにして、五ご則そく魔ま法ほうを使うためだよ」

「……ご飯食べるのに、魔法です？」

「まあまあ、ちょっと見てて」

　わけが分からないという顔のハウリナに、得意げな顔を向けて、補短練剣の切っ先を近くの地面に向ける。

「［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは暖かなる火ミ・ボキス・ヴアルム・フアジロ］」

　五則魔法特有の長い古代語の呪文を唱えると、補短練剣が指す場所から、焚たき火のように燃え盛る火が現れた。

「おお──、火が出たです！」

「火を生み出す呪文を見てから、この魔法で肉を焼いてみたかったんだよね」

　テグスは串に刺した《蹴爪軍鶏》を、五則魔法で生み出した火で焼き始めた。

　皮から出るあぶらが焼ける匂いがしてくると、ハウリナは目を輝かせて注ちゆう視しする。

「テグス、テグスぅ～～」

「もう少し焼けるまで待ってね。それとも、ハウリナも串で肉を焼いてみる？」

「わふっ。楽しそうです！」

　ハウリナは一口大にした《一眼牛》の肉を刺した串を、魔法の火の中に突っ込んだ。

　あっという間に表面だけが焼け、中が生の状態の肉を、ハウリナは食べる。

「わふぅぅ～……温めると、もっとおいしいです～」

「生肉が好きなのは知っているけど、焼くならしっかり中まで火を通さなきゃ」

　ハウリナの食いしん坊ぶりに呆れながら、《蹴爪軍鶏》の丸焼きを半身に切り分け、片方を差し出す。

「美味しそうなのれふ」

　焼けた肉と脂が放つ匂いに負けて、会話の途中からもも肉の部分に嚙みついていた。

「熱ッ、はぐはぐ、んふ～おいひいれふ～～」

　熱い脂に何度か口を離しつつ一口嚙み千切ると、眉と目尻が蕩とろけるように下がる。

　美味しそうに食べる姿に、テグスも焼き目がついているもも肉に歯を立てた。

　直じか火びで焼いた皮が香ばしく、弾だん力りよくがしっかりあって硬くも感じる肉からは、口一杯になるほどの肉汁があふれ出してくる。

　飲み下し、キメ細かく独特の弾力がある肉を歯で味わう。

「もぐもぐもぐ」

「はぐはぐはぐ」

《蹴爪軍鶏》の丸焼きを食べる間は、その美味しさに二人は静かになった。

「ふぅ～……美味しかった」

「鶏肉、焼くと美味しかったです……」

　ハウリナは名残なごり惜おしそうに手羽の骨を咥くわえ、カリカリと音を鳴らす。

「まだまだ違う種類の肉があるんだから、骨を嚙んでいる暇はないよ」

「そうだったです！　次は、豚のあばら肉を焼くです！」

　焼いた肉の魅み力りよくを知ったからか、ハウリナは《丸転豚》の肋ろつ骨こつを持ち手にして、五則魔法の火でじっくりと焼き始めた。

　一方で、テグスは食べ比べをしてみようと、串に違う魔物の肉を刺していく。

「脂が甘いです～～」

「うん、焼いた中では《丸転豚》が一番美味しい。《一眼牛》はその次で、脂が少ない《短速驢馬》は生の方が美味しいかもね」

　焼いたあばら肉を食べてハウリナが歓かん声せいを上げる。

《一眼牛》の内臓を刺した串を焼き始めながら、テグスも感想を言っていく。

「いい匂いです～。テグス、テグス。食べたいです～！」

　餌を待つ犬のように、ハウリナは手をテグスの太ももに乗せ、揺すってねだる。

「ほらほら、できたよ。あーん」

「あ～ん、なのれふ～♪」

　差し出した串焼きに嚙みつき、美味しさに身もだえしながら、尻尾を大きく振る。

　焼いた串がなくなると、さらに二人の食欲に火がついて、次々に肉を食べ始めた。

「ガツガツガツ」

　テグスは肉に塩を振ったり、大きさを変えたりして、焼いて食べていく。

　奥歯であふれ出る脂と肉を嚙み混ぜるたびに、口に肉の香りが充満し、振られた塩気が味を引き締める働きをする。

　思わず笑顔になりながら、また次の肉を焼き出した。

「はぐはぐはぐ」

　ハウリナは自分で焼くこともあるが、たいていは生のままで肉を食べていく。

　食べ進める肉を消費する速度は、焼かないだけテグスよりも一段速い。

　二人だけの盛大な焼肉の宴うたげは、大食いな二人が腹いっぱい食べても消費しきることはできず、肉の大半が残る結果になった。

「けふっ。残りは、次に食べるです」

「そうしようか。最後にこれだけ焼いて食べ──」

　食べ収めにもう一本串焼きを作っていた、そのときだ。

　ふっと、テグスは気が遠くなっていくような感じを覚え、制御に失敗して五則魔法で作った火を消してしまう。

　それが功を奏そうしたのか、遠くなりかけた意識が戻ってくる。

「……もしかして、これが注意事項に書かれていた、魔力の欠けつ乏ぼう症しよう状じよう？」

　五則魔法を使うには、専用の杖や神の祝福された道具が必要とあった直前の記述に、この症状が書かれた部分があったことを、いま思い出した。

「［明かりよ灯れヘラエ・フアジオ］」

　テグスは本当に魔力の欠乏なのか確かめるべく、最小の魔力で魔術を使用してみる。

　すると再び、意識が遠くなりかけたので、魔術を使うのを止めた。

「テグス、どうしたです？」

　唐突に不ふ審しんな行動をし始めたからか、ハウリナが心配そうな顔をしていた。

「どうやら魔力を使いすぎて、欠乏の症状が出たみたいだね」

　初級とはいえ、かなりの魔力を使うと特とく筆ひつされる五則魔法で、火を生み出して料理をするなんて、魔力の欠乏症状を引き起こすに決まっていた。

　しかし、レアデールが精霊魔法で調理する姿を見ていたせいもあり、長時間の五則魔法の使用が危ない行為だと知らなかったのだ。

「うーん、魔術を使っても意識が遠くなっちゃうのか」

「大変！　すぐに休むです！」

　病気だと勘かん違ちがいしたのか、ハウリナはテグスを寝かそうとし始めた。

「大丈夫だよ。本に書かれている通りなら、時間とともにだんだんと回復していくから」

「本当にだいじょーぶです？」

「大丈夫だって。それに魔力が枯こ渇かつしたって、気絶するだけで死なないらしいし」

　魔法の本に書かれていた対処法を引用して説得すると、ハウリナは安心したようだ。

　反対に、内心でテグスは、魔力欠乏という初めての経験に、不安感を抱いていた。

　本当に休むだけで魔力が回復するのか、魔力が枯渇しても死なないのは本当か、魔力が回復した後で魔法を再び使えるのか。

　どれも、大丈夫だと本で読んで知ってはいるが、体験するのは初めてなのだ。

「……なっちゃったんだから、仕方がないよね。次に気をつければいいんだし」

　持ち前の前向きな考え方で、内心の不安を一いつ蹴しゆうしてのけ、気楽に構えることにした。

「テグス、寝るです。寝れば、元気になるです」

　心配する言葉に従って、テグスは壁に背を預けて眠ることにした。

「お言葉に甘えて、ちょっと眠らせてもらうね。危ないと感じたら起こしていいから」

　この小部屋に至る道は一本だけなので、何かが近づいてくれば、ハウリナの耳なら事前に察さつ知ちする事が可能だろう。

「だいじょーぶです。キッチリ守るです！」

　テグスに頼られることがあまりないからか、ハウリナは意気込む姿を見せる。

　迷宮内で安心して長く休めるのも、仲間がいるお蔭かげだと実感しながら、テグスはゆっくりと深い眠りに落ちていったのだった。







　短時間で魔力と体力を回復するために、テグスはかなり深く眠り込んでいる。

　テグスの寝顔は、十三歳の少年らしく、幼さの残るものだった。

　ハウリナは物珍しそうに寝顔を見つめている。

「んふ～んふふ～～♪」

　一人で起きて、待っているのも暇なのだろう。

　孤児院でレアデールがよくやるように、小さな鼻歌を歌い出した。

　歌う間にも、獣耳は周囲の音を聞き逃すまいと動いている。

　近づく気配がないことを確認して、ハウリナはテグスの横に座り直し、彼の太ももの辺りに手をそっと置くと、満足げな表情になる。

　ハウリナがちらりと顔をのぞくが、足を触られても起きる様子はない。

「んふふ～、んふんふふ～♪」

　手にテグスの体温が感じられて嬉しくて、ハウリナの鼻歌も少しだけ軽快になる。

　テグスが起きるまでの少し長い時間を、そんなふうになにごともなく過ごした。

「んッ、んうぅ～～……？」

「テグス、起きたです？」

「ハウリナ？　ああ、迷宮にいるんだっけ」

　寝起きがいいテグスにしては珍しいことに、寝ぼけた調子で周囲の状況を確認する。

　迷宮内では望ぼう外がいの休憩が取れて、テグスはぐっと背を伸ばして強こわ張ばりを取った。

「じゃあ次は、ハウリナが休む番だね」

　ハウリナはその場でコロンと横になり、テグスの太ももに頭を乗せた。

　期待する瞳を見て、テグスは微笑ましくなって、太ももにある頭に手をのせる。

「しょうがないなぁ……」

「わふっ。えへ、えへへ～」

　ぽんっと、頭を叩くように手を置いて、頭をなでていく。

　ハウリナは嬉しそうに微笑みながら、目をうとうとさせ、静かに眠りに落ちていく。

　寝入ったのを確かめてから、起こさないように気をつけながら、用心のために短剣を数本地面に並べておく。

　そして、安心感全開で寝ているハウリナの、少しふくよかになった頰を優しく突つつく。

　出会ったときは、餓が死し寸前のような頰だったのに、今では柔らかく押し返してくる。

　このことが何故か少し嬉しくなり、何度か突いていると、指が口にパクリと咥くわえられてしまった。

「んぅ、ちゅちゅっ……」

　乳飲み子のように、ハウリナは寝ぼけて咥えた指に吸いついてくる。

　どうしたものかと思いつつ、指を引き抜くのもためらわれて、口を離してくれるまでそのままにしてしまうのだった。







　ハウリナが寝入って少し経った頃、テグスはこの場所に近づく気配を感じとった。

「テグス……誰か来るです」

　寝ていたハウリナの聴ちよう力りよくにも引っかかったようで、膝ひざ枕まくらの上で目が開く。

「戦う準備はするけど、このままの状態で待ってよう。相手が僕らを狙って近づいてきているなら、油断を誘えるからね」

　起きようとするハウリナを押し止め、膝枕に頭を戻させる。

　しかし、人が近づいてくるのに、寝転がっているのは落ち着かないのだろう。

　ハウリナは足で鉄棍を引き寄せて抱え込み、やってくるのを待ち始めた。

「──おっ。ホラな、俺が言った通り」

「チッ、まさか本当にガキがいるとはな。また酒を奢おごらなきゃいけないのか」

「へへっ、ご馳ち走そう様さまっす」

「なに尻しり馬うまに乗って、奢ってもらおうとしてんだよ」

　賑にぎ々にぎしく入ってきたのは、安物らしい薄い革鎧姿の、四人の探訪者たち。

　全員男性だが、一人は素手の犬系の獣人で、残りの三人は人間だった。

　人間のうちの二人は木製の打だ撃げき武器を、一人は弓を持っている。

「よう、坊主と嬢じようちゃん。休憩中かい？」

　先頭を歩く獣人が気安く声をかけてきた。

「見ての通りです。こんなに深い場所に来たのは初めてで、疲れてしまって」

「おいおい。張り切るのはいいが、死んじまったら元も子もないんだぜ」

　会話の間にも獣人は歩み寄るのを装って、両者の距離を縮めていく。

「たった二人だとキツイんじゃねーか。こっちは四人で、やっとこさだぜ？」

「やって、やれないことはないですよ？」

「そうか。でよ、話は変わるが。お前らの荷物を全て譲ゆずっちゃあくれんかね？」

　そして気軽に提案するような口調で、随分なことを要求してきた。

「お金を払ってくれるなら、売ってあげてもいいですよ」

「おいおい、この状況分かってるか。こっちは大人四人で、そっちは子供二人。ここは床に額ひたいを擦こすりつけて、荷物だけで許してください、ってお願いする場面だろ？」

「そういうものでしょうか。やったことがないので、分かりませんね」

　テグスは警戒は維い持じしたまま、すっとぼけてみせる。

「痛い目みて奪われるのか、大人しく差し出して怪我しないか。どっちがいいよ？」

「貴方たちを倒して、その所持品全てもらう。っていうのはどうです？」

「アハハッ……舐なめるなよ、このガキがァ！」

　一気に距離を縮めに来た獣人の男に、右手でハウリナが寝たときに床に置いた短剣を二本投げつけた。

　自信があるらしい獣人の男は、飛んでくる短剣を両手で弾き飛ばす。

　しかし、進む足が鈍ったお蔭で、ハウリナが立って鉄棍を構える時間ができた。

「おッ、っと。対処する準備は万端だったってことかよ──って危ねぇ！」

「あおおおおぉぉんん！」

　ハウリナが鉄棍を振り下ろすが、後ろに大きく跳んで回避されてしまった。

「その速さ、身体強化の魔術をかけ済みだね……獣人らしい戦い方をするなあ」

　素早く徒手空拳で格かく闘とう戦せんを挑んできた獣人の男に、テグスは小さな呟きをもらした。

「そっちの嬢ちゃんだって獣人なんだから、俺と同じような戦い方をするんだろ？」

「ハウリナ。白はく狼ろう族ぞく、黄こう牙がの民。テグスのしもべです。同じにするなです」

　自前の獣けもの耳みみと尻尾を、誇るように揺らす。

　ハウリナの言葉や姿に、獣人の男が少しやりにくそうな表情を浮かべた。

「幼おさないとはいえ、狼の獣人かよ。こりゃあ、こっちが誘われたってオチか？」

「勝手にやってきたのも、襲いかかってきたのも、そっちでしょう」

「迎げい撃げきの準備をしていたのは、こっちを追い払うためだと言うつもりか？」

「なに変なこと言ってるんだか。敵対した相手は、しっかり殺すに限ります」

「襲ってきたら、殴って殺すです！」

「チッ、やっぱり殺やる気じゃねーか。おいお前ら、下手こくんじゃねーぞ！」

　声をかけられた彼の仲間たちが、木製の打撃武器を構え、矢を番つがえて引き始める。

「いい気になってる子供に、灸きゆうをすえてやるっす！」

「こっちの優しさを、勘違いした馬鹿なガキが！」

「背中を射られたくなかったら、射線に入るなよ！」

　脅すように大声を上げる三人を見て、満足そうに獣人の男は笑みを浮かべる。

　だがテグスも、たくさんの探訪者を見てきた経験から、余裕の微笑を浮かべた。

「ハウリナは、あの犬っころと戦って。少し強いぐらいだから、十分勝てる相手だよ」

「なら、お任せです」

「僕は、残りの三人を早めに倒してしまうから」

　二人はうなずき合った後で、散開して目的の相手へとそれぞれ駆けていく。

「狼の獣人とはいえ、嬢ちゃんが相手かよ、舐められたもんだな！」

「全力で相手です。あと、お前、ばっちそうだから、なめないです！」

　大人と子供ながら、獣人同士で戦闘が始まった。

　お互いに犬系の獣人でも、男の方は手足による多彩な攻撃を行い、ハウリナは回転させた鉄棍で防御しながら蹴りを放っていく。

　戦う二人の横を、テグスは走り抜けながら、右手で箱はこ鞘さやから短剣を抜いた。

「けん制もなしに近づこうなんて、間抜けめ！」

　突っ込んでくるテグスに言い放ち、弓持ちの男が矢を放ってきた。

「間抜けなのはそっちだよ──［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　体を低くして狙える場所を限定させていたので、手甲で来た矢を簡単に打ち払った。

　魔力欠乏後に初めて魔術の使用をしたが、意識が遠くなることもなく、手にした短剣の刃には薄うっすらとした光が灯ともる。

　ちゃんと魔術が使えたことに、テグスは内心で深い安あん堵どを覚えた。

「やらせる──いぐッ!?」

　前に立ちはだかった打撃武器を構えた男の喉を、鋭えい刃じんの魔術をかけて切れ味を増した短剣で、深々と切り裂く。

「このガキ。よくも仲間をやりやがったな！」

　倒れる男の横から、もう一人が殴りかかり、その後ろからは弓持ちが弦を引いて狙いをつけている。

「子供を相手に選んでおいて、勝手な言い分でしょッ！」

　横へ避けながら、小こ鞄かばんから引っ張り出した見えにくい糸を、男の首にかけ強く引く。

「ぐいいいぃ──がぐッ」

　息苦しさから体を泳がせた男の背中に、テグスを狙って飛んできた矢が刺さった。

　盾にし終えた男の喉も切り裂き、テグスは回収した糸を短剣の柄に結ぶ。

「このヤロウ！」

　叫ぶ弓持ちの男に顔を向けながら、テグスは思いつきで短剣を不意に手放した。

　突飛な行動に、逆上していた弓持ち男の動きが少し止まる。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　手放した短剣を、地面に落ちる直前に足で蹴り飛ばしながら、鋭刃の魔術をかける。

「足で魔術を使うだ、ぐッ──げッがッ」

　首を横に振って、飛んできた短剣を避けたまではよかった。しかし、テグスが手で糸を操り短剣の軌き道どうを変化させ、男の体に糸を巻きつかせる。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］」

　すぐさま、身体強化の魔術で増した力で、糸を手た繰ぐり寄せ始めた。

　身動きがとれず、引っ張られた弓持ちは地面にうつ伏せに倒れ込む。

「ちくしょう、何個も魔術を使いやがって、ずるいぞ！」

　男を足元にくるまで引きずり寄せ、手に束ねていた糸を男の首にかける。

「ぎいいいいいいいぃいぃぃいっぃ────がかッ……」

　ギリギリと鳴る糸と共に、首の骨が外れる音が響き、男の体の力が抜け落ちた。

　テグスは糸を素早く回収し、戦う音が続くハウリナの方へ顔を向ける。

「くそがッ。鉄の棒も厄介だが、その鎧と脛すね当あてが異様に硬かてぇな！」

「どれも、テグスに買ってもらった、大事なものです！」

　多少獣人の男に押し込まれているが、ハウリナは持ち前の身軽さで全て防いでいる。

「あおおおぉぉぉぉん！」

　そして攻撃の切れ目に割り込み、ハウリナは鉄棍を大きく一振りした。

　相手も獣人だけあり、素早く避けると反動をつけて殴りかかってくる。

　集中して戦う二人に、テグスがどう割り込もうかと考え、一つの魔術を思いついた。

「［存在を薄くエコヂスタ・ラバト］……」

　悪あく童どうの笑みを浮かべて使うのは、魔術を覚えた当初に一度使用しただけの隠おん形ぎようの魔術。

　使う本人には効果が実感しにくいため、検証せずに放置していた魔術だった。

　不意打ちするには一番だとの判断は正しかったらしく、獣人の男の背後で短剣を振り上げるまで気づかれなかった。

「──!?　くそがッ、いつの間に後ろに!?」

　しかし、振り下ろすときの風きり音でバレてしまい、避けられてしまった。

「今のは当たると思ったんだけど……ハウリナ、怪我はない？」

「ケガないです。やれるです！」

　テグスの問いかけに答えた通り、ハウリナの体には一つも怪我はなかった。

　代わりに、購入したばかりの防具に多数の傷が入っていた。

「……チッ、やっぱり使えネェやつらだった。ガキ相手に、呆あつ気けなさすぎだろう」

　獣人の男は、殺されてしまった仲間の方を見つつ、愚ぐ痴ちに似た呟きを漏らした。

　そして顔を交互に、挟み込む形で立つ二人に向ける。

「魔術使いと獣人相手に一人か。どちらもガキとは言え、分が悪いぜ」

　状況が不利だと理解したのだろう、獣人の男はじりじりと通路へ逃げようとする。

「逃がすと思います？」

「逃がさないです」

　テグスとハウリナは手の得え物ものを握り直し、距離を詰めていく。

「逃がすだって？　違うな、無理やり逃げるんだよ！」

　体を反転させた獣人の男は、通路へ一目散に逃げ出した。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

　身体強化の魔術で四し肢しの力を高めると、二人して追いかける。

　しかし、同じ身体強化の魔術を使用している大人の獣人相手では、追いつくどころかだんだんと離されていってしまう。

「くッ。当たれ──!!」

　このままでは逃げ切られてしまうと判断し、走る勢いと魔術で強化した力を使い、テグスは短剣を力一杯に投げつけた。

　今までで一番の速さで飛ぶ短剣が、前を走る獣人の男へ向かう。

「尻を狙うなんて、危ねぇな！」

　短剣が来るより一足先に通路に入った獣人の男は、飛び移った壁の上を走り抜けることで回避した。

「じゃあな、ガキどもー。もう二度と会うことはないだろうぜ！」

「この、待つです！」

「ハウリナ、これ以上は追わなくていい」

　投げつけた反動で立ち止まったテグスは、手を摑んでハウリナも止める。

「でも、逃がす、よくないです」

「あっちの逃げ足の方が速いから、追っても無む駄だだよ。それに何ど処こかで待ち伏せされて、反撃されたら危険だよ」

　ハウリナの言いたいことはよく分かっていたが、ここは諦めた方がいいと判断した。

「むぅぅ、逃がすのダメです……」

　ハウリナにしては珍しく、テグスの決定に不服そうな口調の呟きを漏らす。

「……むぅ。あの犬、今度見たら絶対倒すです」

　自身の複雑な気持ちの整理のために、ハウリナは頭をなでてもらおうとねだる。

　不満な気持ちが少しでも癒いやされればいいと、テグスはことさらに優しくなでていく。

「次に出会ったら、ハウリナの言うとおりにしよう。その前に、ここを移動しなきゃ」

「あの犬、新しい仲間集めてきたら、やっかいです」

　手早く三つの死体から所持品を剝ぎ取り、食べ切れなかった魔物の肉を背負子に入れると、足早にこの場所を離れることにした。

「休む前より、疲れたです」

「なら、《迷宮主》に挑む前に、どこかで少し休憩しようか？」

「……疲れてないです、だいじょーぶですー」

「むくれない、むくれない。上手くいかないのも、迷宮攻略の面白さだよ」

　ハウリナはこの後も、ずっと面白くなさそうな顔をしていた。

　だが、十七層で再び取った休憩で、テグスの膝枕に涎よだれをたらしながら眠った後は、すっかり元の調子に戻っていたのだった。







　十八層、十九層では、二人は石を投げてくる《軽かる業わざ小こ猿ざる》から逃げ回り、やっとの思いで最下層の二十層に到達した。

「サル、ジャマだったです！」

「また、防具のありがたみを実感するなんて、思わなかったよね」

　視線の先には、【小六迷宮】の〝迷宮主の間〟があった。

　迷宮に入ってからここに来るまで、テグスの体内時間でおよそ一昼夜。

　この間に二人は、魔物を倒し、そのうちの数種類を食べて舌した鼓つづみを打ち、獣人の男とその仲間たちと戦闘を行うという、盛りだくさんな経験をしてきた。

　しかし、二人に疲労の色はなく、むしろこの先が楽しみな表情が浮かんでいる。

「よし、軽く食事したら、装備の点検をして、《迷宮主》に挑もう」

「おー、です！」

　残っていた肉を食べ、装備品を確認し終えて、〝迷宮主の間〟に踏み入る。

　光の球の演出の後に、広間の中央部に一匹の魔物が出現した。

　それは、テグスやハウリナより一回り大きい、二足で立つ大おお猿ざるだった。

「なんだか、単純に十八層から出てきた《軽業小猿》を大きくしたみたいだよね」

「石投げてきた、あのサルのオヤブン、みたいです」

　その大猿の魔物は、じっと二人の方を見たまま、一切動こうとしない。

　ならと、鈍な短剣を取り出して、いつも通りに投げつけようと振りかぶる。

　しかし、大猿の自信に満ちた表情が気に入らず、テグスは投げるの止めてしまう。

「……あいつ、投げようとした短剣を見て、笑ってたね」

「どういうことです？」

「もしかしたら、投げた武器を回収して使用する気かもしれない」

「気にしすぎです？」

　投擲攻撃の中止は、確かにテグスの過か剰じよう反応かもしれない。

　しかし、二足歩行の魔物が武器を使うと意外に手強いことを、テグスは長く迷宮に挑んできた体験から知っていた。

　例えば、魔物の中で弱い部類のコキトでも、ナイフを持てば一段階手強くなる。

　そう考えれば、用心するに越したことはなく、テグスは短剣を順じゆん手て持ちで構え直す。

「キャキャ────アアア！」

　当てが外れた腹いせなのか、大猿は金切り声のような咆ほう哮こうを上げた。

　耳みみ障ざわりな音に、テグスは顔をしかめ、ハウリナは耳をペタリと伏せる。

　響いていた奇声が消え、大猿は不ぶ格かつ好こうな歩き方で、二人の方に寄ろうとしてきた。

「ハウリナは身体強化して、かく乱をお願いね」

「任せてです。［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

　まずはハウリナが身体強化して、大猿へ一直線に飛び出していく。

　テグスは、横合いに回りこむように大回りに駆けていく。

「あおおおおおおおぉぉん！」

「キャキャイイイイィ──！」

　鉄棍を振りかざすハウリナへ、大猿は手を振り回して迎え撃とうとする。

　太めの棍棒のような腕の下を、ハウリナは潜り抜け、土手っ腹へ鉄棍を振るった。

「ギャギャ──！」

　この攻撃を痛がり、怒り心頭な顔で大猿は両手を振り回す。

「あまい、です！」

　速度自慢のハウリナは、一発も当たらせずに避け続け、鉄棍で次々に殴りつけた。

　一方的に打ち据えられた大猿は、腕を広げハウリナを捕まえようとする。

「こっちを忘れてるでしょ！」

「──イギャギャイ──！」

　テグスが横合いから、大猿の足を目がけて短剣で切りかかる。

　だが皮膚には高い防御力があるらしく、深く傷つけるには至らなかった。

　それでも、鈍な刃で傷つけた場所から、赤黒い血が流出する。

「ギャギャギャ───！」

　大げさに叫んで足の傷を押さえる大猿に、テグスの勘かんが注意を呼びかける。

「傷口から血が止まって──ハウリナ、横に跳んで！」

　声を上げたテグスは右方向に、受けたハウリナは左方向へ、全力で跳び退のいた。

　二人の間を、飛びかかってきた大猿が異常な速さで通過していく。

「この猿の魔物、身体強化を使っているよ！」

　テグスは地面に着地しながら、ハウリナに警戒を呼びかけるために大声を上げる。

「サル、魔術使うです!?」

「魔術じゃなくて、魔物独特の何かでいきなり強くなるんだよ。【中ちゆう二に迷宮】とか【大迷宮】には、ざらにいたりするけど、まさか【小迷宮】で出てくるなんて」

「ギャキャイ───！」

　四し肢しを使って突進してくる大猿を、テグスは横に避けながら短剣を振るう。

　体表も強化されているのか、切りつけた腕に薄い傷しか負わせられなかった。

「ギャキャキャキャ──イ────！」

　一転して、大猿はハウリナへ目標を変えて突進していく。

「あおおおおおおおおおぉぉぉぉん！」

　ハウリナはそれを迎え撃つつもりなのか、雄叫びを上げながら鉄棍を振りかざす。

　大猿の手爪とハウリナの鉄棍が衝しよう突とつし、体重が軽いハウリナが後ろへ吹き飛んだ。

　最悪の事態が脳のう裏りをよぎり、テグスの顔が強こわ張ばる。

「ハウリナッ!?」

「──だ、だいじょーぶです！」

　地面を転がり起きたハウリナが、はっきりとした声で言葉を返してくる。

　テグスは固まっていた表情を緩めるが、それは一瞬だけだった。

　眼に静かな怒りの炎を灯らせた無表情になると、前腰の小鞄から石を一つ取り出す。

「ギャギャギャ──ギッギャァ!?」

　あざ笑い始めた大猿の顔の横に向かって、テグスは石を投げつける。

　投とう擲てきされた石には、あらかじめ糸がつけてあり、前腰の小鞄へと続いている。

　伸びた糸が大猿の体毛に引っかかると、石が大猿の体を回って糸を巻きつけていく。

「ググググギャ─────!!」

　邪魔な糸を大猿は嫌がり、足を止めて腕で無理やりに引きちぎっていった。

　だが、身動きを止めさせた数秒で、もう勝負は決まっていた。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　テグスは静かに怒ったまま、あまり使用せずにいた、斑はん紋もん鉈なた剣けんを鞘から抜き放った。

　鋭刃の魔術の淡い光が覆っていくと、剣身にある紋様が幻想的に揺らめき始める。

「しィ！」

　短く呼気を放ちながら、糸を引き千切った格好のままの大猿の肩口へ振り下ろした。

　魔術の光を帯びた斑紋鉈剣は、まるで水を斬ったかのように、大猿を通過していく。

　あまりの切れ味に、斑紋鉈剣の勢いは大猿を斬り捨てた後も止まらない。

　切っ先が岩の地面に当たり、一直線に切れ込みを入れていく。

「ギャ……ギャギャガブ……」

　間抜け面づらをさらしていた大猿は口から血を吐き、ゆっくりと体が斜めにずれていく。

　ずれる場所から血が噴き出すと一気に分断が進み、地面にできた血の池に分かたれた体が落ちて湿った音を立てた。

「……………」

「テグス、だいじょーぶです？」

　噴き上がった血を浴びて静止するテグスに、ハウリナが心配そうに声をかける。

　その声で我に返ったテグスは、顔に垂れる血を手で拭い、ハウリナに顔を向けた。

「大丈夫だよ。切れ味に驚いてただけだから。ハウリナの方こそ、大丈夫？」

「ピンピンしてるです」

　だが、ハウリナの手にある鉄棍は、無傷の代だい償しように少し曲がってしまっていた。

　テグスは口元で微笑みながら、眼に怒りをたたえて、ハウリナの脳のう天てんに拳を下ろす。

「痛ッいです。なんで殴るです？」

「相打ち覚悟の攻撃なんかして、僕が怒らないと思ったの？」

「で、でも、怪我ないです。オヤブン倒したです。迷宮攻略したです」

「大怪我するかもしれない方法をとるな、という話をしているんだよ。ハウリナなら避けてから攻撃できたよね」

「わううぅぅぅ～、でも、でもぉ～～……」

　頑張りを否定されて嫌なのか、しょんぼりしながら、目で何かを訴える。

　先ほどハウリナのしたことは、自分の身を投げ出す献けん身しん的てきな行動に見える。

　だが、自分を犠ぎ牲せいにして相手に尽くすという行為を、テグスはとても嫌っていた。

　命を懸ける方向が全く間違っていると、思えるからだ。

　ハウリナに自分の考えを伝えるため、頭を優しく抱いて少し強めに抱き締める。

「ハウリナはもう奴隷じゃない、僕の大切な家族なんだよ。家族が怪我すれば、誰だって悲しいよね。だから自分から怪我をする真似はしてほしくないんだ」

「……うん、わかったです。もうしない、約束するです」

　何を怒られたか分かったようで、テグスを腕で抱き返してくる。

　抱き合っていたら、ハウリナがテグスの顔をじっと見上げてきた。

　真正面から見つめ合うと、なぜかテグスの心しん臓ぞうが不意の高まりをみせる。

「テグス、テグス。聞いて欲しいです」

「な、なにかな、ハウリナ」

　テグスは心を落ち着かせ、顔に笑顔を浮かべて問いかけ返した。

「テグス、オヤブン猿の血で、汚れてるです。こっちも、血で汚れたです」

　言葉通り、ハウリナの服はテグスから移った血で赤く染まっていた。

「……ごめんなさい」

「んふ～、気にしてないです！」

　服を汚したことを謝るテグスに、ハウリナは笑顔になると再び抱きついたのだった。























【小しよう六ろく迷めい宮きゆう】を攻略し、鉄てつ証しように六の印しるしを刻んでもらうと、二人は宿で五日間の休息を取っていた。

「黒こく棍こんを手にしてから、ずっとご機き嫌げんだね」

「新しい、黒くてピカピカな、いい棍です」

　上機嫌なハウリナが布で拭いているのは、【小六迷宮】の神しん像ぞうがある場所で鉄棍と交換した、黒色の金属で作られている棍だった。

　テグスが試しに、汚れが酷ひどくて見にくい鑑かん定てい水すい晶しようで見てみた結果──




『銘：黒■■■棍　効：なし』




　黒棍に、特別な効果はないと分かった。

　でも、ハウリナはお気に入りなのか、たびたび嬉しそうに黒棍を磨いている。

「あの犬っころ、次に見たら、これでぶっ叩いてやるです」

「聞いてみたら、かなり有名らしくて驚いたよね。あの、バルマンって犬の獣じゆう人じん」

　随ずい分ぶんと悪い噂があるらしく、特とく徴ちようをギルドの職員に伝えると、彼の名前と悪あく行ぎようの数々を教えてくれた。

「前の主の兄を、ボコボコにしたのだけ、いいことです」

　悪行の中には、ハウリナの所有者だった貴族の兄を、半殺しにしたものもあった。

　それを聞いたとき、バルマンと奇妙な縁えんがあることに、二人は微妙な顔をする。

「ともあれ、十分休みは取ったし。明日は、いよいよ最後の【小迷宮】の【小しよう七なな迷宮】に行くけど、心の準備はできてる？」

「準備できてるです！」

　興奮するハウリナを、テグスはなでて落ち着かせて、一緒のベッドで眠りに入った。







　次の日。

　意い気き揚よう々ようと宿を出た二人は、【小七迷宮】へ向かって道を歩いていく。

〝雑ざつ踏とう区く〟の各場所を巡ったことで、二人は区域ごとに特色があるのに気がついた。

【小しよう一いち迷宮】から【小しよう四よん迷宮】付近の地区は、稼かせげる迷宮ではないためか、浮浪者や酔っぱらいに薬物使用障害者のような、ろくでもない人が多く住んでいた。

【小しよう五ご迷宮】近くになると、雑多な種類のあばら屋が立ち並び、街がい娼しようたちが道に並ぶ。

【小六迷宮】付近は、迷宮からの魔物の肉を扱う飲食店などが多く、残ざん飯ぱん目当ての孤こ児じや物乞いが道の上を行き来していた。

　最後に、二人が歩いている【小七迷宮】付近は、〝雑踏区〟とは思えないほどに、しっかりとした造りの建物が立ち並んでいる。

「わふぅ～、すごいところです」

　道行くのは、強そうな見た目の人と、彼ら彼女らを狙う男だん娼しようと娼しよう婦ふたちだ。

「宿で教えてもらったことによるとね。外からの人と、〝雑踏区〟の強い人が集まる場所だから、活気があるんだって。そんな人たちを相手にする商人もいるんだって」

　テグスが指す先には、探たん訪ぼう者しやが商談中の光景があった。

「お勧めはこの子。よく働くし、力もあり、そして顔がいい。どうだいどうだい」

　時悪く、たまたま商人が、人を売り買いしているような言葉を放つ。

「……なるほどです」

　奴ど隷れいの過去があるハウリナは、嫌なことを思い出したのか、酷ひどいしかめっ面になる。

　慌ててテグスが弁べん明めいしようとする前に、ハウリナは表情を戻し、ある方向を指した。

「テグス、テグス。孤児いるです？」

　視線を向けると、十に満たないぐらいの四人の子供たちが、人々の間を縫ぬうようにして走っていくのが見えた。

「あれはきっと、仮証に印をもらいに【小七迷宮】に行くんだね」

　テグスの予想通りに、走る子供たちの手に仮証が握られている。

「この迷宮、あの子たち、だいじょーぶです？」

　普通に考えて、子供たちが【小七迷宮】に通用するわけがない。

「うん、大丈夫だよ。【小七迷宮】の入り口に行くだけで、仮証に印がもらえるんだ」

「それは簡単です。でも、鉄てつ証しようで攻略するの、難しいです？」

「難しいらしいよ。ここまでの【小迷宮】の《迷宮主》全てが相手らしいからね」

　話を聞いたハウリナは、小首を傾げてみせた。

「今まで倒してきたです。簡単なはずです？」

「なんか理由があるんでしょ。詳しくは支部で聞いてみよう」

　話を終えて、【小七迷宮】近くの探訪者ギルド支部が視界に入り、二人は驚いた。

「随分、見み栄えを張った建物を作ったなぁ……」

　なにせ今までの支部が木造だったのに、いきなり石造の建物になっていたのだ。

「ミエ、はるです？」

「いい格好をしたがっている、って意味だよ」

　ハウリナに、あまり聞かない言葉の意味を答えつつ、支部の中へ入った。

　途と端たんに突き刺さるのは、テグスとハウリナを品定めするような、多数の視線だ。

　視線の大多数は、二人が子供といえる年齢だと知ると、あっさりと散ってしまう。

　中には、二人の力量をはかるように、体の動かし方を注視している者もある。

　他には、二人の幼げな見た目に、いかがわしい感情を向けている人もいた。

　諸もろ々もろの視線をテグスは無視して、受付の女性職員に近づく。

「こんにちは。【小七迷宮】のことについて色々と教えて欲しいんですが」

「あらあら、可愛らしいお坊ちゃんと、お嬢ちゃんね。一丁前に装備は整っているようだけど、ここに来ても大丈夫なのかしらぁ～？」

「大丈夫ですよ。これが証拠です」

　テグスとハウリナは鉄証を職員に見せた。

　二つの鉄証に、一から六まで印があるのを見て、職員は少し驚いた姿を見せる。

「あらあら。見た目によらず、随分と優秀なのねぇ。そうそう情報だったわね──

【小七迷宮】は一直線の迷宮で、通路上には待機場所と〝迷めい宮きゆう主ぬしの間〟が交互に連続しているの。最後の〝迷宮主の間〟に【小七迷宮】の《迷宮主》が現れるわ」

「なら、【小一迷宮】から【小六迷宮】までの《迷宮主》が、手前の場所から順に出てくるのでしょうか？」

「あら、よく分かったじゃない。ご褒ほう美びに、最後の〝迷宮主の間〟以外は退たい路ろがあるから逃げ帰ることができるって、教えてあげちゃうわね」

「あれ？　【小迷宮】の《迷宮主》と同じ魔物が出て、逃げ道があるってことは……」

　情報を整理したテグスは、この地域に強い人が多い理由に思い至った。

「そう、普通は【小七迷宮】に、各【小迷宮】の《迷宮主》の偵てい察さつに来て、戦い方を勉強して戦ってみるの。勝てたら、各【小迷宮】の〝迷宮主の間〟に入るって手順よ」

「ああ～、だからか～……」

　ようやく、他の支部で《迷宮主》の情報が事前に手に入らなかった理由が分かった。

　職員から【小七迷宮】に行くよう、各《迷宮主》と戦う前に言われるようなのだ。

　だが、二人は幼げな見た目で実力がないと思われたのか、勧められていなかった。

　例外は、【大迷宮】にテグスが行っていたと知るテマレノが、【小七迷宮】に行くように提案した一度だけ。

　テグスは、【小七迷宮】は最後に回すつもりと、この提案を蹴ってしまっていた。

「初見で各【小迷宮】の〝迷宮主の間〟に入るなんて、無茶するわね～」

　テグスの後悔がにじんでいる表情を見て、事情を悟られたようだ。

「反省はしますが、終わったことをくよくよしません。それで、【小七迷宮】の《迷宮主》の情報は教えてもらえるんですか？」

「【小七迷宮】の《迷宮主》は、別の場所では出てこないから、ちゃんと教えてるわ。でも、情報を聞いてもあまり意味がないかもしれないわよ」

「それはまた何でですか？」

「だって、お相手が《技能の神ティニクス》だもの。実力がなきゃ、倒せないわ」

【小迷宮】の攻略で、まさか神に挑めと言われるとは思わず、驚きで固まってしまう。

《技能の神ティニクス》は色々な武器を自在に扱い、人々に戦い方を授けたといういわれがある、一いち面めん六ろつ臂ぴの異形の神。

　テグスは自うぬ惚ぼれにでも、戦って勝てるとは思えなかった。

「ウフフッ。まさか本当の神様と、戦うわけないでしょう」

　笑い声を耳にして顔を上げると、悪戯いたずらが成功した童女のような目があった。

　ここでようやく、からかわれたのだと気づく。

「もう、なんなんですか!!」

　からかわれたことに、テグスは憮ぶ然ぜんとした態度で文句を言った。

「ごめんなさいね。じゃあ、本当のことを言うけど、動く神像が《迷宮主》よ」

「……神像が相手って、また冗談ですか？」

　すると女性職員は、からかいすぎたと反省したのか、少し真ま面じ目めな顔を見せる。

「今度のは本当。《ティニクス神しん動どう像ぞう》っていう名前の、神像にそっくりな魔物なの」

　神像なのに魔物とは変な存在だと、テグスは思った。

「どんな戦い方をするんでしょうか。やっぱり武器を使ってくるんですか？」

「武器を持った六つの腕で攻撃してくる、って聞いてるわ。一対一だとキツイかもね」

　二本の腕と六本の腕なら、二本腕の方が苦戦するように思える。

「なるほど……。他に【小七迷宮】で注意する点はありますか？」

「そうね……。その前の魔物を倒したら、素材を取らずに魔石に変えないと《ティニクス神動像》には到達できないのと、待ち時間があるから、暇つぶしの道具が要るわ」

「待ち時間に、暇つぶしですか？」

「あとは、今からだとだいぶ並ぶから、明日の朝早くに改めて行ったほうがいいわよ」

　変な助言だなと思ったが、翌日に【小七迷宮】に行ってみれば、納得の助言と分かるのだった。







【小七迷宮】の手前。いい天気の下で、テグスとハウリナはのんびりしている。

「待ち続けるのって、結構暇だね」

「干し肉、ガシガシ、美味しいです」

　迷宮の出入り口の脇わきに座る二人の周囲には、二十組以上の人が暇そうにしていた。

　その人たちの脇を、貧弱そうな装備の探訪者たちが素通りし、迷宮内に入っていく。

　こんな不思議な光景が広がる中、手に木の板を持ったギルド職員の男性が現れ、木の板を見ながら、口に手を当てて声を上げはじめた。

「次の挑戦者は──テグスって人と、その仲間。いるかい？」

「はい、ここにいます！」

「いるです！」

「お、ちゃんといるね。じゃあ早速準備をお願いするよ。見学する人を気にせず、普段通りに戦えばいいからね」

　二人が年若いからか、職員は安心させるような言葉をかけて、誘導し歩きだす。

　その後ろについて、二人が迷宮の中へ入ると、そこには多くの人が集まっていた。

　人々の視線の先には、大きな空間内で戦う、年若い五人の探訪者の姿があった。

　相手は【小一迷宮】の《迷宮主》と同じ、長い二つの角が特徴の雄おすの《二に角かく甲こう虫ちゆう》。

「甲虫に似ているならば。やりようはあるな」

「二本角を折っちまえば、向こうに手がないしな」

「あの魔物に手なんてないが？」

《二角甲虫》と必死に戦う五人組を見て、安全な場所で観戦する人たちが、評ひよう論ろん家かぶった言葉を吐いている。

　五人組は《二角甲虫》を囲んで殴り続けて倒して、死し骸がいを魔ま石せき化かさせた。

「奥に観戦に行く人は、あの人たちに続いて行って。挑戦する君らはここで待ってて」

　職員の声に従って、見ていた人たちの大半が奥へと進んでいった。

　残った人と、迷宮の奥から帰ってきた人たちは、そろって外へと向かっていく。

　こんなふうに【小七迷宮】では、倒された魔物の再出現と観かん戦せん目的の人たちの移動、そして挑戦する人が待つ時間が必要な、変わった迷宮だった。

　ギルドの職員が挑戦する人の順番を管理しているのは、観戦目的として入った人がズルをして挑戦者と偽って横入りをするのを防ぎ、無用な混乱を防ぐためである。

「それでさ、ハウリナ。《二角甲虫》はどっちが倒す？」

「座りっぱなしで、体を動かしたいです！」

　ハウリナが戦うことに話が決まると、職員が二人に手招きをしてきた。

「もうそろそろだから、頑張ってね。危険だと思ったら、逃げてきなよ」

「心配してくれて、ありがとうございます」

「ありがとうです。だいじょーぶです」

　二人が【小七迷宮】最初の〝迷宮主の間〟に入ると、《二角甲虫》が出現した。

「じゃあハウリナ、よろしくね」

　置いた二つの背負しよい子この番をしながら、テグスはハウリナの背を手で叩く。

「任されたです！」

　叩いた手に弾かれたように、ハウリナは一直線に《二角甲虫》へと駆けていった。

「ヴヴヴヴヴッ」

《二角甲虫》は背中の薄い翅はねを広げて飛び始めたが、重量のために飛ひ翔しようが低い。

「逃がさない、です！」

　跳びかかり、振り上げていた黒棍で、薄く半透明な翅を叩き折った。

　翅を破壊されて着地した《二角甲虫》は、二つの角を振り回す。

「あおおぉぉぉん！」

　角を回避したハウリナは、黒棍の先を地面に擦らせながら、下から上へと一いつ閃せんする。

　この一撃で《二角甲虫》は大きく仰のけ反ぞり、地面から足が外れて腹の底をさらした。

　引き戻した黒棍を再び繰り出し、柔らかい腹の外がい骨こつ格かくに突き入れる。

　ペキペキという音を立て《二角甲虫》の腹に穴が開き、白はく濁だくした体液が滴したたり落ちる。

　もがくように動く六つの足は、だんだんと動きを鈍らせていき、やがて止まった。

「やったです」

「よくやったよ、ハウリナ。偉いね～」

　嬉き々きとして報告しにくるハウリナの頭を、テグスは労ねぎらいを込めてなでてやる。

「んふぅ～～、気持ちいいです～～」

　なでてやっていると、背中に感じた視線が気にかかって、テグスは振り返った。

　視線の先には、二人の関係を推すい測そくし好奇の目を向ける、観戦者たちの姿があった。

「なでるの、終わりです？」

「待っている人のために、早く魔石化しなきゃいけないから」

　なでるのが短いと拗すねるハウリナを宥なだめながら、《二角甲虫》を魔石化していく。

「子供なのに、恋人持ちとはけしからん」

「何に注目してるんだ。戦い方を見ろよ」

「しかし、あれを参考にしていいものか」

　聞こえてきた話し声に少しの恥ずかしさを感じながら、テグスは拾い上げた魔石を袋に入れようとし、ハウリナに裾を引っ張られて止める。

「テグス。その魔石、形が変です？」

　よく観察すると、小指の先端ほどの灰色の魔石は、どうしてか『菱ひし形がた』をしていた。

「たしかに、不思議な形だね？」

　何か理由があるのだろうと、テグスは他の魔石と混ざらないように、別の袋の中へ入れて先へと進んでいった。







　次に戦う相手は【小しよう二に迷宮】の《迷宮主》と同じ、痩やせて貧ひん相そうな見た目ながら、大きな牙が特徴の、大人の《空くう腹ふく猪いのしし》だ。

「ブグオオォォオォォ！」

　戦うのはテグスだと話がついていたので、吠える《空腹猪》と一人で向き合う。

　短剣を構えるテグスに、気負いはない。

　単独で倒した相手ということもあるが、【小四迷宮】で子供の《空腹猪》を散々狩ってきた経験で、倒し方を十分理解しているからだ。

「ブゴブグオオオオオオオオ！」

「──よっと」

　大きな牙を向け突進してくる《空腹猪》の動きを見極め、テグスは背にひょいっと飛び乗り、首に抱きつくように腕を回す。

「はい、これで終わりっと」

　手の短剣を逆手に持ち替え、首元を真横に切り裂いてから、背を蹴って飛び退く。

「グゴォボゴボ……」

　血管と気道を切られた《空腹猪》は、自分の血で溺おぼれるように咳せき込み、やがて失血と酸欠から足元に広がる血の池に沈んだ。

「おやつです？」

「素材取っちゃ駄目って言われたでしょ」

「そうだったです……」

　内ない臓ぞうでも食べたかったのか、ハウリナは獣耳を伏せ尻尾を下ろし、しょんぼりする。

　テグスは《空腹猪》を『二等辺三角形』の魔石にしてから、ハウリナの機嫌を直すために干し肉を口に差し出した。

「はぐはぐ、干し肉、おいしいです」

　干し肉に嚙かみつくと、ハウリナの耳はピンと立ち、尻尾の位置が元に戻る。

「あの小僧も、たいしたものだな」

「ああ。うらやましい限りだ、彼女持ちだなんてな」

「だから、戦い方を見ろと言ってるだろうが」

　観戦していた人たちが放つ感想を聞きながら、二人は次の場所へ移動する。

　ここまでの道のりで、【小七迷宮】は〝迷宮主の間〟と待機場所と細い通路だけの、串に大小の四角い肉を交互に刺したような構造だと理解した。

「前の五人は、まだ戦ってるね」

「あれ、囲んでるだけ、戦ってないです」

　二人の前を行く五人組の探訪者は、テグスが初めて倒した《迷宮主》である【小しよう三さん迷宮】のナイフ持ちのコキトを囲んで、様子を窺うかがっていた。

　振るわれる鈍く照り返すナイフの刃に、五人組は気け圧おされているようで動きが悪い。

「刃物の光って、慣れていないと萎い縮しゆくしちゃうんだよね」

「経験があるです？」

「数年前の僕なら、刃物を持つ相手は怖くて、絶対に正面から戦わないね」

「どう倒すです？」

「一人ぼっちだったから、罠にかけたり、投とう石せきしたり、投げ縄を使ったり、色々だよ」

　二人の会話中に、五人組全員が意を決してコキトに同時に襲いかかって勝利した。

　そして、観戦する人の移動とコキトの再出現を待った後、二人はナイフ持ちのコキトとの戦闘に突入する。

「ギャギャギャイイイ！」

　コキトはナイフを振り回し、近づくハウリナを威い嚇かくする。

「うるさいです！」

　振り回されるナイフの圏けん外がいから、黒棍をコキトの頭に叩きつけた。

　頭ず蓋がい骨こつを陥かん没ぼつさせられて、コキトはあえなく死亡する。

「長ちよう尺じやくの武器があれば簡単なのか」

「むしろ、弓矢を持てばいいんじゃないか？」

　観戦する人の意見を後ろに、コキトを変じた『丸形』の魔石を拾い上げる。

「さっきの、五人です」

「あれ、どうしたんだろう？」

　待機場所へ向かう二人と入れ違いに、先ほどの五人組が引き返してきた。

　数人の手足に、鞭むちで打たれたような真っ赤な筋がある。

【小四迷宮】の《迷宮主》と同じ、《遊ゆう動どう若じやく樹じゆ》に負けて逃げ出したようだ。

「次に挑戦するのは君らだね。申し訳ないけど、すぐに戦いに入って」

　入り口の職員に促うながされ、《遊動若樹》が待つ場所に入る。

　五人組を退けて調子づいているのか、枝葉を左右にぶんぶんと振り回していた。

「傷、一つもないです」

「あの五人は、鈍器ばかり持ってたから、近づく前にあの枝で叩かれたんだろうね」

　様子を観察していたら、ここまでで一番視線を感じて、テグスが後ろを振り返る。

　先ほどの五人が失敗したからか、観戦する人の数が倍近くに膨ふくれ上がっていた。

「ねえねえ、テグス。どっちが倒すです？」

「黒棍とは相性が少し悪いから、僕が戦うよ」

　言いながら、前腰の小こ鞄かばんから見えにくい糸で繫いだ二つの石を取り出した。

　この武器を大きく振り回してから、《遊動若樹》へ投げつける。

　巻きついた糸で《遊動若樹》の動きを阻害してから、斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜いて接近する。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　鋭刃の魔術を込めた斑紋鉈剣を、横に一いつ閃せんする。

　薪まきを割ったような音と共に、《遊動若樹》は真っ二つになって地面に転がった。

「チッ、装備任せの戦い方かよ。あんな剣持ってたら、楽勝だろうが」

「いや、あの石と糸の武器は使えるぞ。元手が少なくてすむのもいい点だ」

　評価が真っ二つに割れている中、『平たい板形』の魔石を拾って次の待機場所へ。

「……人少ないです？」

「一気に見る人が少なくなったね。【小五迷宮】はお金稼ぎの人たちに人気なのに」

　逆に、それだけ迷宮を攻略しようとする人が、少ないということだろう。

　ほんの十人ほどに見守られながら、二人は待つことなく《精せい塩えん人にん形ぎよう》と戦い始める。

「人もいないんだし、さっさと終わらせようか」

「うん、すぐに倒すです！」

【小五迷宮】で何度も戦い、単独で勝てるようになってはいるが、【小七迷宮】攻略が目的なので、二人は共きよう闘とうすることに決めた。

　斑紋鉈剣と黒棍を握る二人に対し、《精塩人形》は徒と手しゆ空くう拳けんの構えをとる。

　まずハウリナが殴りかかって戦端を開いた。

　両者が戦っている間に、テグスは背負子から取り出した革の大おお型がた水すい筒とうに、斑紋鉈剣で薄く切れ込みを入れる。

　見学していた人たちは、なぜ水筒に細工をするのか分かっていない様子だった。

「ハウリナ、注意して！」

「分かってるです！」

　お互いに言葉をかけ合ってから、テグスは《精塩人形》へ水筒を投げつけた。

　半ば自動的に打ち払った《精塩人形》は、衝撃で裂けた水筒からの水を全身に被る。

「ふっ飛べです！」

　水が塩の体に染み入ったのを見てから、ハウリナは力の限りに黒棍を叩きつけた。

《精塩人形》は両腕で受けたが、溶けかけた両肩が衝撃に耐えられず崩れ、丸ごと腕が外れて床に落ちる。

「つぎです、つぎです、つぎです！」

　水を被った部分を集中して狙い、《精塩人形》の脆もろくなった体をどんどん崩す。

　腕を失い、足さばきだけで避けようとするが、間に合っていない。

　最後に、黒棍で頭を吹き飛ばされ、《精塩人形》は崩れて塩の山へと変わった。

「お疲れ、ハウリナ」

「ほめていいです」

　期待し尻尾を揺らすハウリナの、汗でしっとりとする髪と頰を優しくなでてやる。

「んにゅ～わふぅ～～～♪」

　気持ちよさで目をうっとりとさせ、獣耳の力を抜き、尻尾を大きく左右に振る。

　延々なで続けると、だらしなく口が開き始めたので、テグスは苦笑して手を止めた。

「ふむ、水か。これは意外な戦い方だな」

「塩は水に溶けるのは、子供でも知って──いや、子供だからこその発想だな」

　いいものを見たと言いたげに、見学者たちが帰っていく。

《精塩人形》から『星形』の魔石を得て進むと、次の待機場所には、ギルド職員以外は誰もいないようだった。

　どうやら、ここまで観戦や見学に訪れる人は稀まれなようだ。

　同時に、【小六迷宮】の攻略がどれだけ難しいかを、逆説的に教えている。

「挑戦者がここまで来るのは久しぶりです。すぐに《直ちよく立りつ大おお猿ざる》と戦えますよ」

　職員に促されて、大猿の魔物こと《直立大猿》との戦闘に突入する。

「わおおおおおおおおん！」

「たあああああああああ！」

　身体強化してくる相手だと【小六迷宮】で学習済みなので、一気に襲いかかる。

　突っ込んでくる二人に混乱し、《直立大猿》はどちらを狙うか迷う素振りを見せた。

　その隙をつかれ、頭を黒棍で割られ、心しん臓ぞうを斑紋鉈剣で刺し貫かれる結果に終わる。

「ばっちいです」

「武器の血ち糊のりは拭ふかないとね」

　テグスは斑紋鉈剣を拭ったボロ布で、ハウリナの黒棍についた赤や白い肉片を拭い、その布ごと《直立大猿》を魔石化し、『さいころ形』の魔石を得たのだった。







　終ついに、六種類の魔石を手にした二人は、その場で片手をパンッと打ち合わせた。

「これで【小七迷宮】の《迷宮主》と戦えるね」

「動く神像、戦うです！」

　喜び合っていると、背中に誰かの視線を感じ、二人して振り返る。

　先ほどはいなかったはずなのに、一人の見学者が待機場所から二人を見ていた。

「見たことがあると思えば、やっぱりお前らか……」

　なぜか残念そうな表情をしている男は、二人も知っている犬の獣人だった。

「えっと、たしか……そう、バルマン！」

「なんで俺の名前を知ってやがる!?」

　名を言い当てられて驚くバルマンに、テグスは薄ら笑いを浮べる。

「ギルドの職員に聞いたら、悪い方に有名だって名前が簡単に出てきたよ」

　間抜けめと言外に匂わせたが、バルマンはなぜか誇らしげに胸を張ってきた。

「俺も有名になったもんだぜ。まさか職員にまで、名を覚えられているなんてな」

　自じ慢まんげになる要素がどこにあるのか、テグスは一切理解できないし、する気もない。

「……とりあえず、再び出会ったからには、死んでもらおうかな」

「今度こそ、やっつけるです！」

　斑紋鉈剣を構えるテグスと、黒棍を握るハウリナを目にして、バルマンは降参する。

「止せ止せ、あれから何日経っていると思ってんだ。それに人員欠けて苦労しっぱなしの俺を、お前らは可か哀わい想そうだとは思わないのか」

「それ本気で言ってます？」

　冗談にしては性た質ちが悪いので、斑紋鉈剣を握る手に力が入り、足が一歩前に出る。

　バルマンは近づかれまいと一歩後ろへ下がり、逃走を視野に入れて腰を落とした。

「もう強盗なんぞはやらんと、ここで神に約束してもいい。こうして【小七迷宮】に偵てい察さつに来ているんだから、真面目になったと信じてくれてもいいだろ？」

　バルマンの姿と言葉に、テグスは信じるには値しないと感じた。

「《直立大猿》は倒したし、この先は【小七迷宮】の《迷宮主》だよ。もう用は済んだんでしょ？」

「用はあるさ、俺を仲間に入れて一緒に《迷宮主》に──って、短剣を投げるな！」

　聞くに堪たえないたわ言に、怒りのあまり右手で短剣を抜きざまに投げつけてしまう。

　残念なことに、避けられて当たりはしなかった。

「ちょっとした冗談だろうが。本当のことを言えば、小耳に挟んだ噂を調べるために、最奥の〝迷宮主の間〟に入ってくれる人が必要なのさ」

「僕たちが入りますから、安心して死んでください」

　一気に胡う散さん臭くさくなった話を言葉で斬り捨てて、冷たい目でバルマンを見る。

「おいおい、《迷宮主》の前に俺と戦おうってのか？」

「戦い疲れるようなら、明日に再挑戦すればいいので」

「わふっ、ここで倒しておくです！」

　二人の戦意が高まっていくのを感じたのか、バルマンは盛大に舌打ちをする。

「チッ、金にならないのに命懸けられるか。目的は済んだんだ、帰らせてもらうぜ！」

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］──今回は逃がさない！」

　迷宮の入り口方面へ逃走を始めたバルマンに、テグスは斑紋鉈剣を手放し、魔術で強化した腕で箱はこ鞘さやにあるだけの短剣を投げつけた。

　飛翔する多数の短剣ならば、以前逃げられてしまったときのように、通路の壁を走られてもどれか一本は確実に当たる。

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！　首に縄をつけてやるです！」

　もし、短剣を手足で打ち払えば、身体強化して走るハウリナが追いつける。

「舐なめるなよッ、逃走は俺の十お八は番こだぜ。お返しを食らえ！」

　バルマンは振り向いて、手で短剣を打ち払いながら、そのうちの一本をハウリナに投げつけて逃走を再開した。

　投げ返された短剣は、水車のように手回しされた黒棍に弾き飛ばされる。

　しかし、その間にバルマンは一つ前の、《精塩人形》が出てくる場所に入っていた。

　再出現までの時間が経っていたのか、現れた《精塩人形》の横を、バルマンは素通りしていく。

「ははっ、また近いうちに会おうぜ！」

「こら、なんて危ないことをするんですか！」

　怒声を上げるギルド職員を避け、バルマンは迷宮の入り口へ走って逃げ戻っていく。

「くっ、待つです！」

「とっさの思いつきにしては、いい作戦だと思ったのに！」

　追う二人に《精塩人形》が立ちはだかり、意図せずバルマンの逃走を手助けする。

　可能な限り素早く《精塩人形》を倒したが、バルマンの姿は見えなくなっていた。

　再び逃がしてしまった上に、職員に挑戦者の順番が狂ったことを怒られてしまった。

　二人は憮ぶ然ぜんとした表情で短剣を拾い集めてから、迷宮の最奥に再び向かおうとする。

　しかし、その間に再出現の時間が経過していたため、《直立大猿》がまた現れた。

「邪魔！」「です！」

　バルマンを倒せなかった八つ当たりに、二人は同時攻撃で倒して、次に進んだ。







　くさくさしてても仕方がないと、訪れた最奥の〝迷宮主の間〟の手前で、二人は気分を入れ替えた。

　だが、そこで足止めを食らって、再び顔色が曇ってしまう。

「やっぱり、閉まっているよね？」

　通じる道が、【小迷宮】で《迷宮主》と戦ったときのように、塞ふさがれているのだ。

　戦っている人がいないかの確認で、ハウリナが地面に獣耳を当てて音に集中する。

「……戦ってる音、してないです」

《迷宮主》と戦っている人がいないとなると、塞がっている別の理由があるはずだ。

「とりあえず、食事してから近くを調べてみようか」

　干し肉と携帯食料で腹を満たすと、周囲を手探りし始める。

「変わった形の魔石が必要ってことは──」

　魔石を使うべき場所があるはずと考えて、テグスは周囲をくまなく調べていく。

　すると、塞いでいる岩の横の壁に、不自然な小さな窪くぼみがあることに気がついた。

「壁が欠けた跡──にしては彫ったみたいに、なめらかだし」

　天てん然ねん洞どう窟くつのような岩肌の壁なので、小さな窪みは眺めただけなら絶対に気づかない。

　指でなぞってみると、窪みの形が菱形であると分かる。

　上の方に視線を向けると、二つ目の不自然な窪みを発見した。

「テグス。こっちに、変な穴あるです」

　壁を調べていたハウリナの方も、別の窪みを見つけたようだ。

「これで窪みが三つ。ということは……」

　手掛かりを見つければ後は早いもので、別々の形の窪みが六つあることが分かった。

「六つの窪みがあって、変わった形の魔石が六種類あるということは？」

「どういうことです？」

「ちょっとした知恵比べ、ってヤツだね」

　ここまでに得た、六種類──菱形、二等辺三角形、平たい板形、星形、さいころ形の魔石を手に乗せる。

　魔石を形が当てはまる場所の窪みに、一つ一つ押し込んでいった。

「これで、最後～～っと」

　背伸びしないと届かない場所に、最後の丸形の魔石に入れる。

　はめた魔石全てが明るく発光し、どこかから重たいものが動く鈍い音がし始めた。

　空間に響き続ける音に、テグスは周囲を見回し、ハウリナは獣耳を左右に向ける。

　やや音が落ち着いてくると、塞いでいた岩が沼に沈むように地下へと潜っていった。

　大きな岩と岩がぶつかったような大きな音を最後に、急に辺りが静かになる。

　出現した短い通路の先には、待ちくたびれたように一体の神像が立っていた。

「謎解きで待たせたみたいだし、早く向こうに行こうか」

「いって戦うです！」

　テグスの冗談交じりの言葉に、ハウリナは黒棍を掲げて応え、二人で通路を進む。







〝迷宮主の間〟は、今まで以上に高い天井に、七つも光球が浮かんでいた。

　中央で待ち構えるのは、別種の武器を六本の腕に持った、一面六臂の神を象かたどった像の魔物──《ティニクス神動像》だ。

　二人が背負子を地面に置き、通路が再び岩で閉じられると、《ティニクス神動像》が魔物であると示すかのように動き始めた。

　ギリギリと木を擦り合わせる音と共に、二本の足と六本の手を動かしている。

「これは、見るからに厄介そうな相手だね」

　六本の腕がばらばらに動くのを見て、テグスは気を引き締めて短剣を構える。

「武器、いっぱい持っているです」

　一方、ハウリナは黒棍を握りながら、六本の手にある武器が気になったようだ。

　右手の上から下へ、片手剣、手槍、小こ鎌がま。左手側も同順で、両りよう刃ば斧おの、戦せん槌つい、短剣だ。

「武器の見た目はオンボロだけど、全部が金属製か」

　六つの武器だけで、戦ってきた《迷宮主》の中で一番の殺傷能力を持っている。

「《平へい硬こう虫ちゆう》の鎧と手甲なら、武器の攻撃に耐えられそうだけど──来るよ！」

「黒棍で、全て叩きこわすです！」

　近づいてきた《ティニクス神動像》が、テグスとハウリナへ武器を振るってくる。

　テグスは迫る片手剣の長さを見切り、余裕をもって回避する。

「こわれろです！」

　ハウリナはさっきの発言通りに、迫る両刃斧を叩き壊すつもりなのか、一度避けてから、その斧に黒棍を思いっきり叩きつける。

　武器同士が衝突し合い、《ティニクス神動像》の両刃斧を持つ手が弾かれる。

　しかし──

「危ないッ！」

　テグスが、ハウリナの腕を摑んで引っ張り寄せる。

　するとハウリナの腹があった空間を、別の腕に握られている短剣が通りすぎる。

「相手は六本の腕があるんだから、無理に武器を合わせようとしない」

「ご、ごめんなさいです」

「避けたりできない攻撃じゃないから、気をつけて慎しん重ちようにいこう」

　しょんぼりとするハウリナの頭を、テグスは戦闘中なので手荒くなでてやった。

「うん、分かったです」

　多少は気分が持ち直したのか、丸まり気味だったハウリナの尻尾は、いつものように真っ直ぐに伸びた。

「ほら来たよ、避けて相手を観察だよ」

「避けるです、カンサツするです！」

《ティニクス神動像》が、手槍を突き出してきたのを、二人は分かれて避ける。

　追撃で、テグスには再び片手剣が、ハウリナには戦槌が振るわれた。

　ハウリナは言われた通りに黒棍で受けずに、大きく戦槌を避ける。

　一方でテグスは、片手剣の軌き道どうが同じだと見抜き、避けずに短剣で受けた。

　続けて、腕に力を込めて片手剣を弾き返し、あわよくば手を切り落とそうとする。

　だが、別の腕が振られ、小鎌が迫ってきた。

　テグスは攻撃を止めて、小鎌を手甲で防御しつつ、大きく後ろに下がる。

　そこにハウリナも合流し、二人は顔を近づける。

「戦ってみて、気がついたことはある？」

「像の、腕の節が丸いです」

　短剣を戻し、左腰の斑紋鉈剣を抜くテグスに、ハウリナは顔を寄せながら答える。

《ティニクス神動像》の関節を見てみると、球体関節といわれる構造だった。

「ああいうのは、弱点だったりするね。他には何かある？」

「武器、使い分けてるです。上の両手、遠いときです。下の両手、近いときです。真ん中の両手、その間です」

　よく観察してあると、テグスはハウリナの頭を乱暴になでてやる。

「ハウリナが見つけたこと以外だと、歩く速度は遅くて、振るう武器は速くて重い。けど、一度振った腕を戻すまで時間が少しかかる、って感じだね」

　なにかを気づかせようとする物言いに、ハウリナは意味を考える。

「……空振りさせるです？」

「その通り、そのつもりで動くんだよ」

　テグスは褒めるために、またハウリナをなでてやった。

「わふッ。がんばるです！」

「じゃあ、行くよ！」

　気合を入れ直し、二人は再び《ティニクス神動像》へ走り寄っていく。

　二人に《ティニクス神動像》は、横向きに斧を振るってきた。

　さらに別の腕で、追撃に手槍をテグスに、戦槌がハウリナへと振るわれる。

　二人はそれを、足さばきだけで全て避けてしまう。

「六本も腕があると、動かすのも大変そうだよねッ！」

「わふっ、こんがらかりそうです！」

　避けた二人に別の腕での攻撃が来たが、斑紋鉈剣や黒棍を駆使して防御する。

　こうして、全ての腕を動かし終えた《ティニクス神動像》は、一度動きを止めた。

　そして、全ての腕を動かして、元の位置に戻そうとする。

「させない！」

　この好機にテグスは近寄って、斑紋鉈剣と手で何本かの腕を押さえ込む。

「ハウリナ、打ち壊せ！」

「あおおおおおぉぉぉぉん！」

　呼びかけに、ハウリナは黒棍を振り下ろして、テグスが押さえている腕のうち、二本の肘ひじを叩き割った。

　体から離れる肘から先と共に、手に握られている、手槍と戦槌も地面へ落ちた。

　戦果を受けて、テグスは押さえていた残りの腕を、力一杯に大きくはね上げる。

　斑紋鉈剣を振るい、短剣を握っている腕の肘から先を斬り落とした。

「一度下がって、片手剣か両刃斧を、振らせるつもりで戦うよ」

「うん、です！」

　間合いを空けて戦いながら、《ティニクス神動像》に片手剣と両刃斧を持つ、二つの腕を振らせようとする。

　間合いのギリギリを二人が動いていると、無用心にも片手剣を大振りしてきた。

　避けるつもりで待っていたので、あっさりと避けたテグスは肘を叩き斬る。

　すると、残りの腕が二つになった《ティニクス神動像》は、想像もしなかった行動を起こす。

　両刃斧と小鎌を空中に投げ、空いた手で肩から肘までしかない腕を抜き、別の肘までしかない腕にくっつけたのだ。

　テグスとハウリナが阻止する前に、無事な腕を連ねた腕の先につけられてしまう。

　こうして、《ティニクス神動像》は四つの関節がある二本の腕を持った姿になった。

　新たな腕で空中にある両刃斧と小鎌を摑むと、二人に斬りかかってくる。

「多た関かん節せつになるなんて、聞いてない！」

「にょろにょろして、きみ悪いです！」

　多関節独特の変な動きに、テグスとハウリナは防ぐことに手一杯になってしまう。

　しかも腕が合わさって力が増したのか、二人がだんだんと力で押し負けるようになり、斧や鎌の刃が二人の鎧に線を刻み始める。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］」

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

　二人は身体強化の魔術を使用して、足りない筋力を補ってまでして攻撃を防ぐ。これで拮きつ抗こう状態は作ることができたが、魔術を使用し続けるのもまずい。

　この状況で、二人のどちらかが魔力欠乏の症状が出たら、一気に詰んでしまう。

　テグスは経験から魔力に余裕があると分かっているが、ハウリナの方は分からない。

　長々と手をこまねいてはいられないと、テグスが状況を打開するべく動き始める。

「このおぉ！」

　小鎌を手甲で強く弾くと、目前の《ティニクス神動像》の腕に斑紋鉈剣を振るった。

　だが、四つの間接が少しずつ動いて、攻撃を避けた腕が再びテグスに襲いかかる。

「くのおおりゃ！」

　胸当てで小鎌を防ぎ、再び斑紋鉈剣を振るうが同じように当たらない。

　攻撃してくるテグスを先に潰すためか、二本の腕が同時に武器を振るってくる。

「これは、キツイ──」

「危ないです！」

　テグスは小鎌を左の手甲で弾くと、右手だけで握る斑紋鉈剣で斧を止めようとした。

　直前にハウリナが割って入り、斧を黒棍で受け止め、脛当てをした足で蹴り飛ばす。

「助かった、ありがとう」

「どういたしましてです」

　このまま戦っていても無む駄だと判断し、二人は距離をとる。

　ゆっくりと近づいてくる《ティニクス神動像》を見ながら、テグスは考えうる限りの戦法を脳内で検討していった。

　結果、削り合いの長期戦は予想がつかず、短期決戦なら勝つ目は高いと結論を出す。

　短期決戦の鍵かぎとなる補ほ短たん練れん剣けんに片手を当てながら、テグスは瞳に決意を込めた。

「ハウリナ。どうにかして、あの腕どっちかを押さえ込める？」

「できるです。任せろです！」

　テグスに頼られるのが嬉しいのか、戦い始めてから一番生き生きとした表情をする。

「なら頼んだよ。［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　魔術を身体強化から鋭えい刃じんに切り替え、テグスは《ティニクス神動像》に駆けていく。

　間合いに入った瞬間に来た斧を、手甲で受け止め、足を止めて踏ん張る。

　強い衝撃に手が痺しびれながらも、《ティニクス神動像》の腕を片手で摑んだ。

　摑んだ腕に鋭刃の魔術で切れ味を増した斑紋鉈剣を突き刺し、さらに地面へ深々と突き立てて縫い止める。

「ぐるるるるるるぅぅぅ！」

　一方で、ハウリナは小鎌を握る方の腕を、黒棍で地面に押しつけると、手に嚙みついて体全体で押さえ込んだ。

　テグスは目でよくやったと伝えつつ、戦法の要かなめである補短練剣を抜き、切っ先を《ティニクス神動像》に向けた。

「実戦では初だけど、ちゃんと発動してよ──」

　心を落ち着かせ、冷静に脳裏に思い描くのは、攻撃のための五則魔法の呪文。

「［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは火閃の炎ミ・ボキス・リニオ・フラモ］！」

　高らかに宣言するように唱えられた呪文により、補短練剣の先に炎がわだかまる。

　テグスが意識して魔力を注ぎ込むと、まるで間かん欠けつ泉せんのように飛び出した炎が、《ティニクス神動像》の上半身を包み込んだ。












　五則魔法で生み出された炎はよほど高温なのか、表面が数秒持たずに炭化していく。

　補短練剣から噴出し続ける火勢で、《ティニクス神動像》が発火した。そして炎は、四つの間接の腕にまで延焼する。

「──熱ッ、場所が近すぎた!?　魔力を注ぎすぎた!?」

　孤児院の屋外の敷地で練習した時は、危険だからと使用魔力を極力少なくしていた。

　だから、遠えん慮りよなしに魔力を注ぎ込むと、高温の大火が出続けるとは知らなかったのだ。

「ハウリナ、炎が迫って危ないから逃げて！」

　慌ててテグスは五則魔法を中止し、注意を呼びかける。

　ハウリナが黒棍を持って逃げるのに合わせ、斑紋鉈剣を引き抜いて退たい避ひする。

「……テグス、魔法使えば、倒すのすぐだったです」

　赤々と燃える《ティニクス神動像》を見て、ハウリナが最初に使えと非難する。

「し、仕方がないじゃないか。練習のときは、こんな高威力じゃなかったんだから」

　思わず言い訳をしたテグスに、ハウリナは次の言葉は喋らずに頭を寄せた。

「えーっと？」

　意味合いが分かっていないテグスの胸に、ハウリナは頭を当ててぐりぐりと動かす。

　ようやく要求がなにか理解したテグスは、優しい手つきで頭と獣耳をなで回した。

「んふ～～、満足です～～～」

　そして心いくまでなでられて、ハウリナは心の底から満足したように笑みを浮かべた。







　無傷で戦闘を終えたが、二人の防具に走る多数の傷が、《ティニクス神動像》との戦いが激戦だったと物語っている。

　戦闘が終了し【小七迷宮】の攻略も終わりに近づいたと、二人が気を少し抜いた瞬間、ここまでの道中で蓄ちく積せきした分の疲労感がやってきた。

「うぅ～……疲れたです、お腹減ったです」

「なら、さっさと作業を終わらせて、迷宮の外に出ようよ」

《ティニクス神動像》が使っていた六つの武器を拾うが、疲れから持って行く気にならず、炭になった体の上に乗せた。

　武器ごと魔石化して、出てきた指先大の赤い六角柱形の魔石を拾い上げる。

　そして、二人は戦っているときには気がつかなかったが、《ティニクス神動像》を倒す前から開いていた出口へ入った。

「敵かなわないと判断したら、ここから逃げ帰れるようになっていたのかな？」

　大人一人が通れるほどの道の存在理由を、テグスはそう考こう察さつした。

　さらに通路を歩き続け、二人は少し先に大きい広間のような場所があると気がつく。

「……これって〝迷宮主の間〟かな？」

「そう見えるです……」

　恐る恐るテグスが近づいて中を覗き込むと、すぐ近くに一体の立像があった。

「これって神像だよね？」

「腕六本あるです。武器持ってるです」

　それは《技能の神ティニクス》の特徴を持つ像だった。

　しかし、この神像は今までの【小迷宮】で見たものよりも造形が細やかで、筋肉のつき方も増しているように見えた。

　なぜだか、やってきた二人に対して背中を向けて立っている。

「他の【小迷宮】と同じなら。ここがご褒ほう美びの場所なんだけど……」

「……違うと思うです」

　今までとは違う一風変わった立像に、どうしようかとお互いに顔を見合わせる。

「このまま立っていてもしょうがないよね」

　二人はうなずき合うと、警戒しながら中に入った。

「……動かない、よね？」

「……動かない、です」

　二人が入ったら動きだすのかと思いきや、広い背中を見せたまま動く気配はない。

　お互いに首を傾げ、二人はその像の前へと回り、姿を観察してみることにした。

「なんか、怒っているように見えるね」

「怒っているです」

　像は二人の予想通りに、《技能の神ティニクス》を形作っている神像だった。

　ただし、今までのは全て穏やかな表情だったが、この神像は明らかに表情が違う。

　眉間や額ひたいに皺しわを浮かばせ、目尻が釣り上がり、歯を嚙み締めながら唇を剝く、明らかに怒っていると見て分かる顔だった。

　加えて、持っている武器も、なんだかおどろおどろしい見た目のものばかり。

　右側上の手に、揺らめく炎を剣にしたような大剣を。中の手に、穂ほ先さきが毒々しい紫色の少し長めの槍を。下の手に、茨いばらのような棘とげがびっしりついた手甲をはめている。

　左側上の手は、死神の姿絵に出てくるような大鎌で、中の手は、鋭い先端を持つ截たち鋏ばさみ。下の手は、中身は蓋ふたで見えないが、危険な雰囲気を放つ小こ壷つぼを握っている。

　明らかに、見るものを威圧し怯おびえさせる姿形をしていた。

「でも、なんだか見続けていると、だんだんと申し訳ない気分になってくるね」

「お母さんに怒られている気になるです」

　神像は怖い見た目なのに、二人には恐ろしいという気分にはなれなかった。

　むしろ、悪いことを叱られている気になる、不思議な雰囲気がある。

　神像の姿に気け圧おされた二人は触れるのをためらい、布で磨くのも失礼だと思った。

　ましてや、武器を取り替えようなど、考えることすらできるわけもない。

「……そろそろ行こうか」

「……そうするです」

　二人は広間の先にあった、恐らくは外へと延びている道を、横に並んで歩き始めた。

　進んでいると、光球の光とは違う、まばゆい太陽の光が通路の先に見えてきた。

「あっ、外の光だよ」

「道が長かったです」

　テグスが嬉しげに指差し、ハウリナは警戒を解いて肩の力を抜いた。

　日が射す場所までもう少し──というところで、ハウリナがテグスの腕を摑んだ。

「テグス、待ち伏せです。あの犬っころです」

　小鼻をヒクつかせたハウリナが、バルマンがいると警告する。

　テグスはそれを受けて、短剣を一本ずつ両手に構えた。

「おっと、ばれちまっているか。いや、まあ、ばれるよな。獣人がいるんだからよ」

　出口の陰から現れたバルマンが、二人を通せんぼするように立ち塞がった。

「こんな待ち伏せみたいな真似をして、なんの用でしょう？」

「ぐるるるるるるるぅ」

　疲労感が強い体に活かつを入れて、二人してバルマンをにらみつける。

「おいおい、穏やかじゃないな。お前らと戦うために待っていたんじゃねーよ」

　バルマンは気軽な口調と仕草だが、テグスとハウリナは警戒を解かない。

「あー、なんか余計に警戒されちまってねーか？」

「当たり前でしょう。待ち伏せしてたのに、戦うつもりがないなんて」

「少し前に会ったときに言っただろ。噂の確認──この道が《迷宮主》に続いているか確かめるためだ。って、言っている俺でも胡う散さん臭くさいと思う理由だな」

　自じ嘲ちようめいた笑いを浮かべるバルマンに、テグスは目を向ける。

　ハウリナは目だけでなく、ついでに黒棍の先も向けていた。

「ふむ、お前さんらは知らんかったらしいな。【小七迷宮】に裏道があるって噂を」

「そんな与よ太た話ばなしを、本気で確かめに来たとでも？」

「与太話を確かめに来てみれば、あったじゃないか、裏道がよ」

　バルマンが言いながら足元──三人が踏んでいる通路を指差す。

「これは迷宮から出口へ続く道だから、いうならば帰り道でしょう」

「お前らにしたらそうだろ。だが、ここから入る俺からしたら、《迷宮主》までの直通路だぜ。なら正攻法の道じゃないって意味でも、立派に『裏道』だろ？」

　通路にはここまで、少し変わった神像がある以外に、障しよう害がいらしい障害はなかった。

　仮に、逆行していった場合、苦労せずに《ティニクス神動像》に行けるだろう。

　変わった形の魔石を取るために──他の【小迷宮】の《迷宮主》と同じ六体の魔物を倒さなくても、攻略する順番待ちをしなくてもだ。

「なるほど、見事なまでに裏道だね。でもなんで、この通路の出口を知っているんだよ。誰でも耳にするような、安い噂になる情報じゃないと思うけど」

　誰かから無理に聞き出しただろと言外に匂わせると、バルマンは口の端を上げた。

「攻略したやつらは、どうしてか裏道を教えたがらなかった。だがな、《迷宮主》と戦って逃げた負け犬どもは、ちょっと金を握らせたらすんなり教えたぜ」

「金を渡したのか怪しいものだし、そもそも真面目に攻略しようとする気もないんだ」

「おいおい、大真面目に攻略しようとしているだろう。情報を事前に得て調べ、安全な道を選んで進む。なにが違うってんだ？」

「ずいぶんなこじつけだ。そんな考えを続けると、いつか罰ばちを当てられるね。迷宮都市の全迷宮は神様が造ったんだ、きっと見透かされてる」

　心の規範に従ってのテグスの発言を、バルマンは鼻で笑って見向きもしない。

「はんッ。若いのに考えが古臭いな。本当に神がこの迷宮を造ったか、怪しいもんだ。なにせ誰も見たことがないんだからな」

　ここまでの会話でテグスは、このバルマンとは価値観が合わないと理解した。

　二人の間に流れる一いつ触しよく即そく発はつの空気に、ハウリナの尻尾の毛も逆立つ。

　しかしここで、テグスは横目でハウリナの顔を見て、苦渋の決断をする。

「通りなよ。正直、気に食わない攻略の仕方だけど、僕の考えを押しつける気はない」

　テグスは殺さつ伐ばつとした気分は維持しつつ、バルマンに道を明け渡すように横にずれる。

「おやおや～、てっきり襲ってくるかと思ったが、どういう風の吹き回しだ？」

「…………」

　テグスが理由を語らないのをどう受け取ったのか、バルマンは気分よさげに足取り軽く迷宮の奥へと進んでいく。

　バルマンとの距離が十分離れるのを待ってから、テグスはハウリナの腕を摑んで、【小七迷宮】の出口から外に出た。

「むぅ──！　なんで逃がしたです！」

　主と定めたテグスに従いはしたが、ハウリナは納得しがたい表情で詰め寄った。

「〝雑踏区〟の街並みに逃げられたら追いつけない、あっちの方が足が速いんだから」

「それでもです──」

「それに、自分では気づいてないようだけど……」

　発言を途中で止めさせて、ハウリナの顔に手を当てる。

「顔色悪いし、体温が低い。《ティニクス神動像》の攻撃を受け続けた緊張で、体力が削られていたんでしょ」

　金属製の武器に相対すると、脳裏にちらつく死に緊張を強しいられ、無意識に余計な力が入って疲れがたまるものである。

【小七迷宮】で見かけた五人組の探訪者が、ナイフを持つコキトを攻めあぐねたのも、同じ理由からだ。

「こんな体調で無理したら、万が一ってこともあるんだから、ねッ」

　指先で額を小突かれると膝の力が抜けてしまい、ハウリナは危うくこけそうになる。

　これほど、戦いの重じゆう圧あつは、ハウリナにとってきついものだったのだ。

「正直僕も、初めて実戦で魔法を使ったりしたから疲れちゃって。バルマンの相手をするのは気が進まなかったんだよ」

　本音と噓を半々に混ぜた理由を付け加え、ハウリナだけのせいではないと告げる。

　すると、不満はあるが嬉しいといった感じに、尻尾がゆっくり左右に振られていた。

「さて、最後の最後で変なケチがついたけど。これで【小七迷宮】および【小迷宮】を全ぜん制せい覇はしたんだ。鉄証に印を刻んだら、食堂でいいのを注文してお祝いしよう！」

　手を一つ打ち鳴らせて空気を入れ替え、テグスはハウリナに問いかける。

「わふっ、わふっ。お祝いです、たくさんたくさん食べるですー！」

「僕もお腹減ったから、食べ応えがあるのがいいけど。ハウリナ、なにが食べたい？」

「牛がいいです、分厚い牛肉たくさん食べるです！」

「牛肉がいいなら、【小六迷宮】の付近の食堂で宴えん会かいに決定だね」

「わふっ。宴会したら、レアデールお母さんに、報告もしたいです！」

　嬉しそうに笑い合い、明るい雰囲気で食堂へ向かっていく。

　こうして二人の、【小迷宮】七つの攻略は無事に終了したのだった。























　バルマンは【小しよう七なな迷めい宮きゆう】の出口から逆行し、一体の神しん像ぞうを見つけた。

「へぇ、随ずい分ぶんと良い武器を持っているな。帰りにもらって、酒代にでもするか」

　怒り顔で六つの手に、大剣、長なが槍やり、手甲、大おお鎌がま、截たち鋏ばさみ、小こ壷つぼを分けて持っている、《技能の神ティニクス》を模もした像に、バルマンは無ぶ遠えん慮りよに顔を近づけ──

　──ジャキン、と唐突に鋏が鳴る音とともに、地面の上に人の掌てのひらが落ちていた。

「……ぎゃあああ、俺、俺の手えええええ～～!!」

　恐る恐る視線を向けてから大声を上げ、なくなった右手を左手で押さえる。

「ドドドドゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ」

《ティニクス神動像》と同種の魔物だったのか、怒り顔の神像は唸うなりながら動きだす。

「ど、どうなってやがる。コイツは魔物なのか!?」

　逃げ出そうと向けた背中に、神像の左中手にある赤く染まった截ち鋏が刺さる。

　左上手の大鎌が、痛みで硬こう直ちよくした片足を付け根から刈り取った。

「ぎいいいいいいやああああああああああああああああ！」

　失った足の痛みに叫ぶバルマンを、神像は蹴って仰向けにし、踏みつけて固定した。

　紫色の穂ほ先さきの槍で左腕を地面ごと貫き、右腕も大剣で貫いて地面に縫ぬいつける。

　槍と大剣を手放し、憤ふん怒どで嚙み締めていた口を開け、怪しげな小壷の中身を飲んだ。

「ゴっご、く、い改、めよ……悔い改、めよ……悔い、改めよ……悔い改め、よ……」

　壷の中身の効果なのか、最初はたどたどしく、だんだん流りゆう暢ちように喋りながら、神像は棘とげつきの手甲でバルマンの顔を殴り始めた。

「ぐッ、ぎぃ、や、がぶっ、やめ、やめろおお……」

　暴れ、叫び、泣き、祈り、懇こん願がんすることごとくを、殴って潰していく。

　手甲が赤く染まりきる頃には、顔中血だらけのバルマンは身動きしなくなった。

　神像は殴る手を止めると立ち上がり、大鎌を六つの手で摑んだ。

「──［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］──」

　魔物のはずの神像が鋭刃の魔術を使い、大鎌の刃に薄っすらと魔術の光が灯った。

　無感情の瞳で見つめるバルマンの首に大鎌が振るわれ、頭と胴が泣き別れる。

　神像は死体に刺さる武器を回収し、元の場所へと戻り、元の姿勢をとった。

「悔い改めよ。逆行という不正な行いを省かえりみ、邪じや心しんを悔い改めよ」

　最後にそう告げ、動いていたのが噓だったように、再び静止し続けるのだった。







　テグスとハウリナが、二人だけで宴会をした翌日。

「全【小迷宮】の攻略、二人ともおめでとう。どれだけ強くなったか、見てあげちゃおうかしら」

　報告のために訪れた孤こ児じ院いんにて、笑顔のレアデールからこんな提案がされた。

　二人が困こん惑わくしていると、孤児院の敷地内でレアデールとの模も擬ぎ戦せんが無理やり始まる。

「ほらほら、しっかり全力でかかってきなさい。魔術でも魔法でも使っていいのよ？」

　テグスは斑はん紋もん鉈なた剣けんを、ハウリナは黒こく棍こんを、レアデールは細身剣を使っている。

「危なッ!?　なにも真剣でやらなくたっていいのに！」

「そうです、危ないです。怪我するです！」

　二人が危ないと言っているのは、レアデールを傷つけるからではない。

　肌のすぐ近くを通る、視認できない速さで繰り出される細身剣のことだ。

　育ててもらったレアデールの、こんな一面を見るのは、テグスは初めてだった。

　ソディー防具店のメイピルが、歌か唱しよう精せい霊れい使いのレアデールは有名な探たん訪ぼう者しやだったと言っていたが、こんな形で体験するとは思ってもみなかった。

「ハウリナ、こうなったらやるよ。［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

「やってやるです！　［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

　全力を出せと言われたのだからと、二人して身体強化の魔術を使って襲いかかる。

「はい、ダメ～。これも、ダメ～。ダメダメのダメダメよ～？」

　素早さを増した二人の攻撃を、微笑むレアデールは鼻歌交じりに軽く切り払っていく。

　一いつ矢し報むくいようと、テグスは考えつく限りの方法を試し、ハウリナも素早く動き続ける。

　二人は必死に戦っているのに、レアデールは剣けん舞ぶをしているような軽やかな動きだ。

　さらには、体勢が崩れたのを見ると、素早い突きで切っ先を眼前に寸止めしてくる。

　新しん米まい二人と、頭に元はつくが有名で実力のある探訪者では、ここまで差があるのだ。

【大迷宮】に行っていたなんて、何の自じ慢まんにもならないと思い知らされる。

　それでも、テグスとハウリナは、食らいついて少しでも技術を奪おうとする。

　レアデールは二人にもう手立てがないと分かると、細身剣をしまってしまった。

「じゃあ最後に、精霊魔法を体験させてあげちゃうわ。風の精霊さん、よろしくね♪」

「うわあああああああああああ!?」

「わふゅううううううううううううう!?」

　一瞬で天高くまで巻き上げられ、地面に当たる直前に風にふわりと受け止められた。

「つ、強すぎるです……」

「降こう参さんだよ降参！　何でそんなに強いんだろ、なにか秘ひ訣けつでもあるの？」

「秘訣？　もちろんあるわよ。それはね──」

　一言一句聞き逃すまいと、テグスとハウリナは傾けい聴ちようする。

「これからも真面目に取り組むこと。そうすれば、私ぐらいには、すぐになれるわ」

　ニッコリと笑うレアデールに、二人して地面に倒れ込み脱力する。

「こんなに実力差があるんだから、絶対にすぐじゃないよ……」

「お母さんに、ずーっと勝てる気しないです……」

　寝転がったまま愚ぐ痴ちを言う二人に、レアデールは困ったような微笑ほほえみを浮かべた。

「少しやりすぎちゃったかしら……。でもね、本当に一歩ずつ地道に実力を上げるしか強くなる道はないのよ。そうやって地面に寝ていても、絶対に力はつかないわ」

　真しん摯しな顔になって語るレアデールの、探訪者の先輩として実感を込めた言葉を、二人は持ち前の素直さで真摯に受け取った。

「よっし。力をつけるためにも、僕の迷宮の全てが見たいという目標のためにも、まずは【中迷宮】に挑まなきゃね」

「わふっ。テグスを守れるぐらい、強くなるです。【中迷宮】、どんとこいです！」

　決意を新たにした二人は、揃って七つの印を刻まれた鉄証を取り出して見つめる。

　すると、唐突に立ち上がり、別れの挨拶もそこそこに、荷物を担いで孤児院を出ていった。

　道を進みながらも、次に挑む【中迷宮】へ馳はせる想いが抑えきれないのか、《外がい殻かく部ぶ》へと向かう足が早まっていき、最終的には走り始めるのであった。








　あとがき




　皆さま、初めまして『テグスの迷めい宮きゆう探たん訪ぼう録ろく』の作者、中ちゆう文も字じです。

　まずは、本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　なにせ、これが人生初の本なので、手に取って文章を見てもらえているだけで、本当にありがたいです。

　執しつ筆ぴつ作業で苦労したあれこれや、締め切りに胃がキリキリしたことなど、出版された本を見れば癒いえてしまいますね。

　まあ、あとがきを書いている時点では、まだ本はできてはいないのですけれど（笑）。




　さてさて、本書は『小説家になろう』様で連載中の『テグスの迷宮探訪録』の書籍版です。

　範囲としましては、迷宮都市の〝雑ざつ踏とう区く〟にある七つの【小しよう迷めい宮きゆう】を、主人公のテグスとヒロインのハウリナが攻略するまでです。

「なら、ウェブ上で読めばいいや」とお考えになられたお方、少々お待ちください。

　本書では加筆修正が多数あり、中には書籍版で初お目見えなシーンもあります。

　あえて書かなかった部分を、本書に盛り込んだといった方が正確かもしれません。

　逆に、書籍化作業の際に削除した部分もあるので、両方見比べてみたら思わぬ発見があるかもしれません。

　なので、店頭であとがきを先に読んでいるあなた、購入してくださいお願いします。




　内容も書いたし購入のお願いもしたし、えーっと、他にあとがきで書くことは……。




　では、最後に謝しや辞じを述べさせていただきます。

　担当の宿しゆく谷たに舞ま衣い子こ様。書籍化を打診していただいてありがとうございました。書籍化作業という貴重な体験をさせていただき、文章書きの階段を一つ上れた気持ちです。

　イラスト担当の閏うるう月げつ戈か様。登場人物の美び麗れいな絵姿に感動しました。想像以上に仕上げていただき、感謝のしようもありません。

　最後に、本書をお買い求めいただけた皆々さま、ありがとうございました。

　それでは、またご縁えんがありましたらお会いしましょう。

　中文字でした。
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